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プロローグ　追い詰められた教皇





エレノアが目を覚ました日に、ゼルマがガーレンの屋敷を訪れた。




俺はすぐに呼び出されてしまい、隠し部屋を案内することになる。




証拠品の一部は教会が持ち去ってしまったが、大部分は残っている。今後すべてが押収されると思うが、その前に見ておきたいと言われたのだ。



「あの男は、ここでお楽しみの時間を過ごしていた、というわけか」


拷問部屋の奥にある、巨大なベッドが置かれた小部屋に入ったゼルマが、吐き捨てるように言った。




彼女は部屋に残されていた水晶型の魔道具を手に持つと、映像を再生する。ナディアが嬲なぶられている姿が映し出された。




俺は見ないように視線を外すが、どうしても声は聞こえてしまう。泣いているのか、それとも喜んでいるのか、それすらわからない。意味を成さない言葉を吐き続けていた。




クソッ。これが人間のやることか？




ガーレンの破滅が決まったからといって、許せるものではない。



「男は、こういうことで喜びを感じるのか？」

　護衛として同行しているレギーナに、とんでもないことを聞きやがったな。

「ゼルマ様。ここまでするのはガーレンだけかと。ですよね、ラルスさん？」


二人の視線が俺に集まる。




彼女たちは、まだ男の汚さというものを理解してない様子だ。



「普通はこんな悪趣味なことはしません。ですが、ガーレンしかやっていないと結論を出してしまうのは、早計でしょう」

「どういうことですか？」

「似たようなことをする男は、他にもいるということです」

「えッ……」


純粋なレギーナは、俺の言葉を聞いて言葉を失っていた。ゼルマのほうはまだマシだが、嫌悪感がにじみ出ている。



「冒険者時代にも、似たようなことをしていたヤツはいましたよ。虐待の相手は女奴隷でしたが。絶対服従の相手がいる、さらに何をしても外には漏れない。そんな状況になったら欲望を満たそうとして、自分勝手な行動をする男は一定数いますね」


奴隷の種類にもよるが、特に国外から持ってこられたヤツらは酷い目にあってたな。殴る蹴るといった行為は当たり前だし、自分の子供を産ませて奴隷として育てさせるなんてことも、日常的に行われていた。




他にも戦争や内紛で村を支配したときにも、似たような状況になりやすい。




まったく胸クソの悪い話ばかりだ。




もちろん、女が男を虐待することもあるようだが、絶対数としては男から女のパターンが多かった。



「平民だろうが貴族だろうが、愚かな男はいる、か」

「はい。とはいえ、ここまで酷いのは珍しいですけど……」


普通は魔道具や魔道書は使わない。直接的な暴力がほとんどだ。ガーレンよりかはマシなのかもしれないが、被害者から見れば何も変わらず、慰めにもならない。



「やはり、男はクソだな」

「ゼルマ様……」


怒りだしそうなゼルマの手を、レギーナはそっと握って落ち着かせた。




兄と争っているからなのか、男が嫌いなようだな。




少ししてゼルマは落ち着いたようで、レギーナの手を離すと俺を見た。



「今回のことだが……同室にアルマがいた時点で、一人で調査を進めるのは難しかっただろう。計画は狂ってしまったが許容範囲だ。よくやってくれた」

　異端審問官を巻き込んだので文句を言われるかと思ったが、この様子だと大丈夫そうだ。

「ガーレンは失脚し、教会騎士は派閥から離れる動きを見せている。さらには平民の中からも、教会に対する抗議の声が上がっているらしい。教皇だけでなく、教会そもそもの求心力が落ちかけている」


俺が思っていた以上の大事になっていた。まさか求心力まで落ちているとは……。




教会全体の問題になるのであれば、教皇は間違いなく責任を取らされる。本当に後がない状態になっていそうだ。



「教皇派は弱体化している。聖女との結婚式は延期されて、そのまま開催されないだろう」


教会会議で失脚する路線はほぼ間違いない。聖女との結婚は、周囲が反対して終わるだろう。そんな未来を見て、結婚式は開催されないと言っているのだ。




エレノアがどうしても結婚したいというのであれば別だろうが、毒を飲むほど嫌がっているし、ここから教皇が巻き返すのは不可能に近い。




欲望に負けた老人。




こいつを仲間に引き込んでいたがために、教皇は破滅への道が整備されてしまったのだ。



「これからどうします？」


裏切り者の処分が終わり、教皇の失脚は確定だというのに、ゼルマは浮かない顔をしている。




その理由が知りたくなり、質問した。



「そうだな……」


少しためらいながら、ゼルマは口を開いた。



「教皇を追い詰めたのはいいが、殺しきれていない、といった状況だ。その危険性はわかるよな？」


俺とレギーナは首を縦に振った。




魔物でもそうだが、追い詰めたときが一番危ないと言われている。相手は後がないので、死に物狂いで抵抗してくるからだ。俺には想像できない手段をとる可能性もある。



「教皇は黙って失脚するような男ではない。必ず起死回生の一手を打とうとするだろう」

「でも、そんな手はないですよね？」


レギーナが俺の代わりに疑問をぶつけてくれた。




そんな一手がないから追い詰められているのだ。




都合よく見つかるわけがない。



「そうだな。だから賭けに出るだろう」


何か心当たりがあるような口ぶりだった。



「賭けに出る？　追い詰められた状況を挽回するために？」

「そうだ。ヤツなら必ずやるだろう」


ゼルマは言い切った。教皇は、このままおとなしく負けるような男ではない。何かをすると確信しているようだ。



「例えば、枢機卿を全員暗殺する、敵対者の身内を攫って脅迫する、貴族と手を組んで金をばらまき支持者を増やすとかだな」

「そんなことをしたら、最悪、教会で内紛が起こりますよ……」


教皇がゼルマの言うとおりに動くのであれば、元聖女派や敵対することになった現聖女派の人間は次々と脅され、殺されていくだろう。そうなったら、教会で内紛が起こるのは間違いない。




そこに貴族が参戦したら、もうどうなるかわかったもんじゃないぞ！




貴族が教会内部に深く食い込んでいくのであれば、その在り方は大きく変わるだろう。いや、長期的に見れば、教会そのものがなくなってしまう可能性すらありそうだ。



「そうだな。もちろん、教皇もそのことはわかっているはず。今話したのは最悪のケースだ。恐らくは別の方法を取るだろう」


とはいっても、俺たちには歓迎できないことをするはず。




まったく迷惑な存在だな。



「まあ、教皇の動きは私も監視しておく。二人はソフィーとエレノアを連れてペラギス枢機卿の屋敷に向かってくれ」

「ヤンには戻らないので？」

「私たちは、しばらくアクラに滞在する」


教皇の動きがわかるまでは、ヤンに行くのはお預けみたいだな。




早く戻りたいのだが……仕方がないか。



「ゼルマ様は、これからどうされるのですか？」


レギーナが、疑問を口にした。




いきなり護衛を解任されて、ソフィーやエレノアの面倒を見なければいけなくなったのだ。聞きたくもなるか。



「数日後にエルラー家の当主が、こちらに来る予定だ。そこで今後について話し合う」


ついにご当主様が動いたか。高齢だと言っていたが、領地からここまで移動する決心がつくほど、今の状況は危ういのだろう。



「ゼルマ様の護衛は、当主のヴァルター様と一緒に来る騎士や兵に任せるということですね」

　確認しながらレギーナの顔を見ると、寂しそうにしていた。それほどゼルマと離れるのが嫌なのか。

「そのとおりだ。教皇の動き次第では、ソフィーやエレノアが狙われる可能性もある。後は任せた」


二人を誘拐して、ペラギスやノアに圧力をかけることを気にしているのか？




犯人はわからないが俺たちは一度襲われたので、二度目が起こっても不思議ではない。手負いの獣であればやる可能性はある。



「話はここまでだ。二人はソフィーを迎えに行くといい。私は屋敷に戻る」


ゼルマは一人で部屋から出て行ってしまった。




残された俺たちはお互いの顔を見る。



「ソフィーのところに行きますか？」

「行きましょうか」


レギーナはぎこちなく答えた。




いきなり仕事を変えられたうえに、俺と二人っきりの状況だ。戸惑うのもわかる。情報漏洩を危惧してか、ゼルマの依頼は毎回唐突だから困る。が、拒否できない。




ソフィーを迎えに行くために、俺たちも部屋を出ることにした。




お買い物デート





ガーレンの屋敷に滞在しているソフィーとエレノアを迎えに行くと、二人は仲良く会話をしていた。




意外な光景である。特にエレノアはソフィーをライバル視していると思っていたが、どうやら今回の事件を通じて改善されたようだ。




二人の関係が良好なのは喜ばしい。




何の憂いもなく教皇と対決できる。




俺たちはガーレンの屋敷から、予定どおりペラギス枢機卿の屋敷に移動した。




年配のメイドに来客用の部屋へ案内される。




最初に入った部屋はリビングとして使われているようで、数人が座れるソファーと、小さい銀色のハンドベルが置かれたテーブルがある。鳴らすとメイドを呼べる魔道具らしい。窓からは中庭が見えるようになっていた。




壁には二つのドアがある。両方とも寝室につながっているらしく、どちらもベッドは複数あり、数人が寝られるようになっているとのことだ。




フィネが管理していた島では、ソフィーと一緒のベッドで寝たこともあるが、さすがに今そんなことをしたら大きな問題になるだろう。それは彼女自身もわかっているようで、男女に分かれて使おうと提案したら、すんなりと同意してくれた。




同行している三人は、いろんな意味でおっかない。




俺は絶対に手を出すことはないのだが、少しでも変な噂が立たないように、慎重に行動するべきだろう。



「ペラギス様から、不自由のないようにと仰せつかっております。何かご要望がありましたら遠慮なくお申し付けください」


部屋の説明が終わると、案内をしてくれたメイドが言った。



「それは屋敷内に限りますの？」

「いいえ。そのようなことはございません」

「それなら、わたくしは外でお買い物がしたいですわ」


要望を口にしたのはエレノアだ。




ずっと寝ていたから体を動かしたいのだろう。



「お金は、わたくしがなんとかします。ソフィーも一緒にお買い物をしませんこと？」

「私も、ですか？」

「そうですわ」


エレノアがソフィーに近づいて耳打ちをした。視線を下げて、しばらく考え事をしていたソフィーだったが、決心が付いたようだ。



「そうですね。そうしましょう」


何の話をしたのかわからないが、二人の間で話はまとまったらしい。




メイドは外出させていいのか判断できないようで、護衛である俺とレギーナを見ている。




現在、教皇に狙われている立場ではあるが、さすがに街中で襲ってくる可能性は低い。スラム街などに行かなければ問題ないだろう。



「私はいいと思いますが、どうですか？」

「夜になる前に帰れば大丈夫でしょう」


レギーナの同意も得られたので、俺はメイドを見た。



「ということだ。馬車を用意してもらえるか？」

「かしこまりました。すぐにご用意いたします」


頭を深く下げるとメイドは部屋から出て行った。




しばらく窓から中庭を見ていると、中型の馬車が一台、玄関の前で止まる。




貴族が使っても違和感がないほど豪華だ。御者は中年だが身なりは良い。




枢機卿の屋敷はどこも贅沢だなと思っていたら、廊下から靴音が聞こえた。




すぐにドアがノックされる。



「馬車のご用意が整いました。すぐお出になりますか？」

「もちろんですわ」


エレノアが代表して返事をすると、俺たちは部屋を出て馬車に乗り込んだ。




街に出るといっても平民がいるような場所ではない。俺たちの向かう先は、貴族街と呼ばれる区画だ。社会的に地位の高い人間とその関係者、もしくは高級ショップのスタッフぐらいしか入れない場所である。




王都アクラには冒険者時代に何度か訪れたことがあるが、貴族街に入るのは初めての経験である。




貴族街の周囲には川や木々、塀などがあって、平民が住むエリアとは明確に区別されており、四か所ある入口以外からは侵入できない。平民が道に迷って貴族街に入ってしまうといった事故は、絶対に起こらない仕組みになっていた。




馬車は五人もの兵士が警備している門を通り抜けて貴族街に入ると、通行人のいない道をゆっくりと進む。目的地はエレノアが決めていたようで、アクセサリーを売っている店の前で止まり、俺たちは店内に入った。




繁盛しているようで、貴族と思われる数人の女性が店員の説明を受けており、優雅な買い物を楽しんでいる。後ろにいる男性が暇そうにしている姿は、平民の店でも見かけたことのある光景だ。身分が違っても、女性の買い物は男にとっちゃ退屈なんだな。



「ここは、昔から変わりませんわね」


周囲を見ながら、エレノアはそんなことを言った。




懐かしむような目をしていて、その様子が気になってしまい聞くことにする。



「行きつけだったんですか？」

「いいえ、一度だけですわ。教皇様とご一緒しましたの」


元婚約者……と言っていいのだろうか。そいつとの思い出の場所だったようだ。




なんだって、そんな所に俺たちを連れてきた？




ありえないと思うが、今も教皇のことを想っていると、周囲に伝えたいのだろうか。



「いらっしゃいませ。お久しぶりでございます」


俺たちに気づいた店員が近寄ると、頭を下げた。



「これを見てくださる？」


エレノアは指輪を取り出すと店員に渡す。



「この赤色の濃さ、サイズともに文句なしの一級品です。素敵な指輪でございますね。贈り物でしょうか？」

「そうね。元婚約者から贈っていただいたものなのだけど、不要だから売りたいの。買い取っていただけない？」


…………どうやら俺は盛大な勘違いをしていたようだ。エレノアは教皇の思い出に浸るためにきたわけではない。むしろ決別するために訪れたのか。




婚約者からの贈り物を売るという行為は、相手を拒絶するのに等しい。




しかも大勢が見ているこの場でやるのだから、相手に与える屈辱感は俺が想像できる範囲を超えている。




店員は、接客している相手がエレノアだと気づいているし、この噂はすぐに広まるはずだ。そして教皇の耳にまで届く。正式に婚約破棄されたわけではないのに、派手なことをしでかしたな……。



「かしこまりました。それでは鑑定を行わせていただきます。こちらでお座りになってお待ちください」


ソファーに座って待つことにした。




店員はエレノアから受け取った指輪を、受付の奥にいる老人に手渡す。彼が鑑定人なのだろう。黒い手袋をつけて指輪を持つと光に当てる。さらにガラスのついた魔道具を使って、品質を入念に確認していた。




透明度や、宝石に含まれている魔力量を調べているのだろう。




羊皮紙に鑑定した結果を書き込むと、再びガラスの魔道具を使って指輪を見る。そんな作業を何度も繰り返していた。




見ていて楽しいものではないので、観察は途中で止める。




しばらくの間、周囲を警戒しながらソフィーやエレノア、レギーナと雑談をしていると、先ほどの店員が、指輪と文字が書き込まれた羊皮紙を持って戻ってきた。



「お待たせいたしました。こちらが鑑定結果でございます」


羊皮紙を受け取ったエレノアは、一目見るだけで返した。



「問題ありませんわ」


金額の交渉などをするつもりはなく、店の言い値で売ることにしたようだ。




平民の世界ではありえないのだが、こういった高級店では当たり前なのだろうか？




慣れない店に戸惑っている間にも、店員とエレノアのやりとりは進んでいく。いつのまにか、店員は高級そうな黒い革袋を持ってきていた。



「こちらで買い取らせていただきたく思います。ご確認ください」

「この店のことは信用しています。確認は不要ですわ」


そう言ってからエレノアは革袋を受け取ると、俺に差し出す。



「持っていてもらえないかしら？」


荷物持ちとして同行していると思えば問題ない。




無防備なエレノアに大金を持たせて盗まれたら困るので、預かっておこう。



「お任せください」


革袋を持つ。硬貨がぶつかり合う音が聞こえた。この重量なら金貨五十枚はありそうだ。これは平民が二、三年生きるために必要な金と同額である。




売却価格がこれなんだから、元の値段はもっと高かっただろう。信者たちは、お布施がこのような贅沢に使われていると知ったら、どう思うのだろうな。




少なくとも俺は、二度と教会に金は落とさないと誓う。



「ねえ。ラルス」

「なんでしょう？」

「せっかくお店に来たのですから、そのお金で新しいアクセサリーを買ってくださいません？」


なるほど。そうきたか。




荷物持ちではなくプレゼントを選ぶ相手として、俺を指名したようだ。




エレノアがソフィーに耳打ちすると、なぜか二人とも楽しそうに微笑む。



「ラルスさんが、どんなアクセサリーを選ぶのか気になります」


意外なことに、ここでソフィーが賛同した。



「そうですわね。気になりますわ」


二人とも俺を見ている。




首を縦に振るのを期待しているようだ。




…………これは断れそうにない。



「こういった贈り物を選んだことがないので、自信はありませんが……」

「あら、ではわたくしたちは、ラルスが初めてアクセサリーをプレゼントした相手になるのですわね！」


事実なので否定できない。




エレノアの期待が重いが、店に展示されているアクセサリーを見ることにした。




女性への贈り物は、男のセンスが問われる重要なイベントだ。




審美眼が試されているのだが、でかい宝石がついたネックレスや複雑な模様が描かれたブローチを見ても値段なんて想像できず、高いんだろうなぐらいの感想しかない。




教皇の指輪を売った金で買えるアクセサリーはどこだ？




一人では、この高難易度クエストはクリアできないだろう。




助けを求めるようにして、最初に接客してくれた店員を見る。



「女性向けのアクセサリーでしたら、こちらが人気です」


俺の気持ちを察してくれたのか、案内のために歩き出した。さすが高級店。困っている客は見捨てないようだ。




まずはプロの意見を聞こうじゃないか。店員の後をついて行き、流行だという水滴のような形にカットされた紺色の宝石が、いくつもぶら下がったネックレスを見せてもらう。宝石といっても透明度は低く、まるで夜空に浮かぶ星のように金色の点がいくつもあった。



「こちらはザッピールスという宝石です。魔除けの効果がありますので、大切な方に贈るにはピッタリですよ」


店員からネックレスを受け取ってじっくり見る。宝石はうっすらと魔力を発しているので、気休め程度だとは思うが説明してもらったとおりの効果はありそうだ。



「なるほど。確かにいい物だな」


気になるのは値段だ。贈る相手がいる場で聞くのはマナー違反。そのぐらいは俺でもわかる。視線を送ると店員が近づいて耳打ちする。



「こちらは金貨百枚になります」


予算を正確に知っている店員が、買えないものを紹介するはずがない。そう思っていたが、甘かったようだ。まさか倍の値段を提示してくるとは……。




俺が持っている金を合わせても足りない。



「……少し派手だな。もっとシンプルなほうが似合いそうだ」


高いからもっと安い物を選んでくれという本音を隠した言葉だ。こう言っておけば、今度こそ予算内の物を選んでくれるだろう。



「かしこまりました。シンプルということでしたら、こちらがオススメです」


店員が手に持ったのはブレスレットだった。宝石はついてない。二本の細い棒を丸めたような形をしている。ぱっと見は安そうに見えるのだが……これ、ミスリル銀で作られているな。聖なる鉄とも言われていて、呪いに対する抵抗力を上げてくれる貴重な金属だ。




鉄とは比べものにならないほど高価である。




金額など知りたくもないが、また店員が近づいてくると耳元でささやいてきた。



「こちらは金貨五十枚でございます」


先ほど売った指輪と同じ金額を提示された。ギリギリではあるが予算内だ。




値段は問題ない。ミスリル銀と聖女の相性は最高といってよいだろう。エレノアへのプレゼントに使えそうだ。




このブレスレットを買えば、贈り物選びは終わる。そう思ってエレノアのほうを見たのだが、なぜかソフィーが隣にいて、何やら期待の込もった目をしていた。



「これを、私たちにプレゼントしてくださるんですか？」


…………え？




今、私たちと言ったよな？




ここでようやく、自らが犯した最大のミスに気づく。




贈り物を選ぶ直前の言葉は「ではわたくしたちは、ラルスが初めてアクセサリーをプレゼントした相手になるのですわね！」だった。そう、最初からソフィーを含めて選べと言っていたのだ。




教皇の贈り物は売ってしまい、その金は二人でシェアして別の思い出に代える。




二人とも同じ男の被害者だからこそ、そういった考えに至ったのだろう。




金貨五十枚のアクセサリーは買えないぞ！




方針を変えなければならないッ！



「いや、好みを知りたいだけだ。こういったシンプルなものは好きか？」


背中に汗をかきながら、とっさに思いついた苦しい言い訳をしてしまった。




俺が勘違いしていたことに気づいているのかわからないが、二人は微笑みながら口を開く。



「ラルスが選んでくれたものでしたら、何でも大丈夫ですわ。ソフィーはどうかしら？」

「私も同じです。ラルスさんがいいな、と思ったものを選んでもらえたら嬉しいです」


息の合ったというか、同じような意見を言われるとは思ってもみなかった。



「わかった……考えてみる」


さて、二人の関係を考察するのは後回しにして、クエストをこなそう。




経験のない俺でもわかる。




何でもいいは、何でもよくないだ。




そのまま受け止めてはいけない。




まずは二人で別々の物を選ぶべきだな。顔や見た目が違うのだから、同じ物をプレゼントするのは「お前のことなんて考えてない」と言っているようなものだ。俺が彼女たちの容姿、性格を考慮して選ばなければいけないだろう。




それにプラスして値段だ。例えばエレノアに金貨三十枚、ソフィーに金貨二十枚のアクセサリーをプレゼントしたとしよう。そうすると受け取った二人や周囲は、エレノアを優遇しているんだなと勘違いする。




事実ではないのだが、そうして外堀を埋められてしまうはずだ。




だからといって、逆のパターンもマズイだろうな。




現聖女を軽く見ていると思われてしまう。そもそも、エレノアの指輪を売ったお金ということもあって、彼女が下になるような扱いになってはいけない。




相手に合わせたデザインを選び、かつ金額は同じにする。




これが、この依頼を完遂するために必要な最低限の条件だ。



「このブレスレットは品質も良くシンプルで俺の好みだが、もう少し装飾があったほうがいいだろう。二人に合うアクセサリーを探したいので、店内を見せてもらう」

「かしこまりました」


ブレスレットを返すと、頭を下げてから店員は一歩後ろに下がった。




店内にはいくつもの装飾品が置かれているので、一つあたり金貨二十五枚で購入できそうなものを探していく。宝石が複数ついた指輪やネックレス、髪留めなどは予算オーバーするものがほとんどなので、宝石付きなら小さいのが一つだけのものが狙い目だろう。




デザインはある程度しぼれそうだから、次はアクセサリーの種類だな。




奴隷の首輪をイメージさせるネックレスをプレゼントすると、「お前は俺の所有物」だと宣言することとなり、恋人や婚約者相手にしか贈ってはならない。例外は家族ぐらいだろう。今回は選ばないほうが無難だ。




最初に店員がネックレスを持ってきたのは、俺たちがそういった関係に見えたから、試しに勧めてみたんだろうな。




また指輪は、つける場所によって意味が変わってくると聞いている。どんな種類があるかまでは知らないが、恋人や婚約・結婚という意味合いがあったらマズイ。選ぶべきではない。




ブレスレットは先ほど拒否したばかりだし、選べる種類が少ないな……。




店内をゆっくりと見ていると、澄んだ青い宝石と炎のように紅い宝石がぶら下がったイヤリングが目にとまる。



「これは……」


ソフィーは蒼、エレノアは紅と、それぞれの瞳の色に近い。




相手に合わせたデザインと言えるのではないか？



「こちらは当店でも人気のイヤリングでございます。東方の国から取り寄せた物で、蒼は誠実を、紅は情熱を象徴する宝石でございます」


意味合いとしても悪くはない。二人のイメージに合いそうだ。あとは気になる値段である。




店員を見ると、彼女の顔が耳に近づく。



「本来ですと紅が金貨二十七枚、蒼が二十六枚でございますが、お客様には両方とも金貨二十六枚で販売させていただきます」


と言って、離れた。




俺が置かれている状況を正しく理解してくれているようで、非常に優秀な店員だ。



「ありがとう。参考になった」


予算を少しオーバーしているが、俺の手持ちの金を使えば買えそうだ。



「二人の瞳と同じ色をした宝石だ。綺麗だと思うんだが、どうだ？」


イヤリングを手に取って、二人に渡すと耳に当ててみる。




髪の隙間からチラチラと見える光を反射する宝石は、お世辞抜きで似合うと感じてしまった。




二人とも髪の手入れはしっかりしているので、濡れているように光沢があるのだが、宝石も負けてはいない。二人の魅力に飲み込まれることなく、しっかりと存在感を示していた。



「やっぱり似合う。俺はこれがいいと思うが、二人はどうだ？」


イヤリングを受け取った二人は、店内に置かれた大きな鏡の前に立った。




顔の向きを変えたり、手で髪を上げたりして姿を確認している。



「好みにピッタリです！　さすが、ラルスさんですね！」

「わたくしの瞳と同じ、深みのある紅ですわね。気に入りましたわ」


ソフィーとエレノアは喜んでいる。笑顔で返事をしてくれた。




プレゼント選びの任務は無事に終わった。




ほっと、小さくため息を吐いてから店員を見る。



「この二つを買いたい」

「かしこまりました」


店員は静かに歩き出すと、鏡を見ていた二人から商品を受け取る。カウンターの内側に戻ると、黒い革で作られた小さな箱に入れていった。




普通の店であれば、商品をそのまま受け取って終わりなのだが、高級店だと専用の箱に入れてくれるらしい。俺には無駄にしか思えないが、こういった演出が女心をくすぐるのだろう。




待っている間は暇だったので、仲良く話しているソフィーとエレノアを見る。



「私も、買ってもらってよかったんですか？」

「あなたにも受け取る権利があるのだから、気にする必要はなくってよ」


権利……教皇に人生を振り回された者同士だから、二人で分け合いましょうと言いたいのだろう。毒を飲んで吹っ切れたのかわからんが、危ない会話をしている。



「でも……」

「でも、じゃありませんわ」


それでも否定しようとするソフィー。エレノアは、彼女の前にピシッと指を立てて話を続ける。



「助けてもらった感謝の気持ちも込めているのだから、素直に受け取りなさい」


最初からそう言えばいいのに。変なところで意地っ張りだな。



「え、あ、ありがとうございます」

「わかっているじゃありませんの。あなたは素直にお礼だけを言えばいいんですのよ」


少し前まで張り合っているようにも見えた二人だが、今はお互いを認め合っているようだ。




アクラに来てからリッチ討伐やガーレンの裏切り、結婚の発表、そして不祥事の発覚など想定外の出来事がいろいろと起こったが、結果的にはよかったのかもしれない。




そんな風に思える光景だった。



「わたくしがあの男からもらった物は指輪しかなかったのですけど、ソフィーはどうなんですの？」

「私は一つもありません。話したことすら、ほとんどありませんから」

「あの男ッ！　ほんと、ありえませんわね‼」


教皇がソフィーにプレゼント贈らなかったことを知って、エレノアが怒り出した。




…………なるほど。女性にとってプレゼントは、それほど重要なのか。気をつけよう。教皇には悪いが、お前の失態から学ばせてもらった。




少なくともソフィーには、定期的にプレゼントを贈ろう。エレノアは状況次第だな。




そんな決意をしていると、梱包を終えた店員が近づいてきた。




イヤリングが入った箱を二つ持ち、俺の後ろに立つ。



「お待たせいたしました」


俺は代金を入れた革袋を渡すのと同時に、イヤリングが入った箱を受け取る。




店員は静かに離れていった。




後は一人で頑張れ、ということだろう。




大きく息を吸ってから吐く。




さあ行くか。




楽しそうに話しているソフィーとエレノアに近づいた。



「俺が選んだ物だが、本当によかったのか？」


左右の手に箱を持つと、前に出した。



「もちろんですわ。汚いお金が、素敵なアクセサリーに変わったんですのよ。文句なんてありませんわ。ね、ソフィー？」

「はい！　ありがとうございます」


エレノアはプレゼントしてもらうのが当たり前のように、ソフィーはやや遠慮がちに受け取った。二人にあっさりと受け取ってもらえたので、緊張していた俺が馬鹿らしく思えてくる。




高難易度の依頼をクリアして余裕が出た俺は、イヤリングをつける二人を眺めることにした。




すぐに箱から取り出すんだったら、やはり梱包は無駄だった。なんて、絶対に言わない。そのぐらいの常識は今日、身につけたからな。







無事にアクセサリーを購入した俺たちは、二人の希望で少し街を歩くことにした。買ったばかりのイヤリングを見せびらかしたいのだろう。




もちろん、そんなことはわかっても口には出さない。



　貴族は馬車で移動するのが当たり前らしく、俺たちみたいに歩いているのはメイドや小間使いの少年、あとは巡回している兵士ぐらいしか見当たらない。

「この辺りも変わりませんわね」

「そうですね。時間が止まっているようにも思えます」


二人は何度か来ているようで、懐かしそうに周囲を見ていた。





あのアクセサリーショップに行ったとき、教皇ともこうやって街を歩いたのかもしれない。そう考えるとモヤモヤとした気持ちが湧き上がってくるが、無視する。言っても仕方がないことだ。過去より今。それを大切にしよう。





「そうですね。その点、ヤンは変化が大きいから毎日が楽しいですわ」

「ええ、私も同じ気持ちです。早く戻りたいですね……」


教皇がさっさと今の立場を譲るか、もしくは死んでくれればすぐにでも戻れるのだが、ゼルマの話ではそうはいかないだろう。最後の悪あがきをしてくるはずだから、ヤンに戻れるのはもう少し先になりそうだった。



「ねえ、ラルスも早く戻りたいと思いますわよね？」


周囲に怪しい人物がいないか警戒していたら、エレノアに話題を振られた。




無視するわけにはいかず答える。



「はい。私は都会よりヤンのほうが好きですから。すぐにでも帰りたいですね」

「ですよね！」


同じ意見だったのが嬉しかったのか、ソフィーが俺の腕に絡みつく。なぜか勝ち誇ったような顔をして、エレノアを見ていた。



「あらあら、ソフィー。はしたないですわよ」

「他人の目を気にして後悔するのは嫌ですから。何を言われても大丈夫です」

「まぁ。言いますわね」


言葉だけを聞けば言い争いをしているようにも感じるが、二人とものんびりとした雰囲気のままだ。じゃれあっているように思えた。




余計なことを言って空気を壊すのも嫌なので、黙ったまま歩く。しばらくすると豪華な造りの教会が見えてきた。



「あれは？」

「貴族が参拝するために建てられた教会ですね」


店では全く喋らなかったので存在を忘れかけていたレギーナが、疑問に答えてくれた。




平民と同じ場所でお祈りしたくないから、作ったのか？




まったく贅沢なことだ。




入り口に立て看板があって、人が集まっている。教会が重大発表をする際にだけ使われるものなので、ここ以外の教会でも同様の立て看板があるだろう。




貴族たちがざわついているので、どんな発表がされているのか気になった。レギーナと一緒に、二人を守りながら看板に近づく。



「国王がこれを認めたのか？」

「教皇は狂ってる」

「だが、武勲を立てるチャンスでもあるぞ」


物騒な会話を聞きながら、板に張り付けられた羊皮紙を見る。




タイトルは教会騎士遠征計画と書かれていた。教会騎士だけでなく志願兵も集めて、大規模なアンデッドの撲滅計画を実施するらしい。



「……また、大胆なことを言い出しましたわね」


呆れたような声を出しながら、エレノアが呟いた。




アンデッドから奪われた土地を取り戻すといった大義の元、教会は人と金を集めようとしているみたいだ。






◇　◇　◇





王都アクラには国王の住まう城がある。




いつもは執務室で仕事をしている国王だが、その日はプライベートルームと呼ばれる場所にいた。




側近や貴族にすら秘密にしたい会談をするときに使うことが多く、室内には侍女が数名待機しているが、会話が聞こえない距離までしか近づくことを許されていない。周囲にはいくつもの噴水があるので、盗み聞きするのも難しい環境を作ってある。




そこで国王は、とある人物と内密の話をしていた。



「で、話とはなんだ？」


鋭い目つきと、深い髭を蓄えた男性——ロンダルト国の王フリードが問いかけた。豪華で上品な服を身につけて優雅さを出そうとしているが、盛り上がった筋肉がすべてを台無しにしている。身長も二メートル近くあり体格が良いので、お世辞にも似合っているとは言えない。冒険者が貴族の服を着ている、と表現したほうが納得できる。



「教会の権威を取り戻すため、力をお貸しいただきたいのです」


対する男は、禿はげあがった頭に丸々と太った体型——カリウス三世、教皇と呼ばれている人間だ。




法衣を着ているが、金色の瞳は欲によって濁っており、神聖な雰囲気はない。フリード王の威圧に負けて怯えているのか脂汗を浮かべており、脇や背中は汗でぐっしょりと濡れていた。




少し前まで尊大な態度をとっていた男とは思えない。それほどガーレンが起こした事件の影響は大きく、教会の権威は地に落ちかけている。



「…………」


フリードは返事をしなかった。




無言で睨みつけて、話を続けろと言っているのだ。




ハンカチを取り出してはげ頭を拭いてから、カリウス三世が口を開く。



「現在、アンデッドに支配された土地があるのはご存じでしょうか？」

「無論。グティバーグ戦場跡と滅亡したセルドビア王国だ」


グティバーグ戦場跡とは、ロンダルト王国と敵国であるクナレス王国が、ほぼ全軍を投入して戦った場所のことだ。




両軍の戦いは激しく、大量の死者が発生しては放置されていた。そんな状況を好機と考えたネクロマンサーが、暗黒魔法を使ってアンデッドを生成、生き残っていた生者を殺し回った場所でもある。




当時、戦場の近くにはロンダルト国内で最も栄えていた港街があったので、発生したアンデッドは数十万を超えるとも言われている。また土地自体が呪われてしまっており、そこにいるだけの生者の命を削ってしまう。命知らずの冒険者すら立ち寄らない場所だ。




もう一方の滅亡したセルドビア王国は、極秘裏に研究していた暗黒魔法の実験が失敗・暴走したことによって、国土一帯が不浄の土地になった場所である。




徘徊するアンデッドの数こそ少ないが、グティバーグ戦場跡よりも呪いは強く、作物や水も汚染されているので、建物だけが残った荒れ地になっている。魔物すら近寄らない。




呪いの発生源を浄化すれば普通の土地として使えるようになるが、聖女の力をもってしても近づくことさえ困難だろう。



「さすがフリード国王陛下！　博識でいらっしゃる！」


両手をこすりながらこびを売るカリウス三世を見て、フリード王の機嫌は一気に悪くなる。眼光はさらに鋭くなった。



「……さっさと続きを話せ」

「は、はい。実は最近になってもう一つ見つかりました」

「アンデッドに支配された土地か？」

「そのとおりです。世間ではヤンのアンデッドダンジョンと呼ばれている場所です。そこを、我々の力で解放いたしませんか？」

「ほぅ」


この場にきて、初めてフリードが笑った。




今後、膨大な収入が期待できるヤンのダンジョンは、唯一、ダンジョンマスターの存在が確認されている場所だ。そこを教会が解放——ダンジョンを破壊したいと考えている。そう宣言したのだ。




フリード王の目の前にいる浅はかな男は、王家にケンカを売っていることに気づけていなかった。



「エルラー家はどうするつもりだ？　必ず反対するぞ」


カリウス三世がどこまで考えているのか確かめるため、フリード王は溢れだしそうな怒りを抑えて、冷静に質問した。



「教会がアンデッドから土地を解放する。そう言えば、拒否はできませんとも」

「なるほど。国ではなく教会が動くことで、逃げ道を断つという考えなのだな？」

「左様です。それでしたら、他の方々も賛同しやすいと考えます。もし、教会騎士遠征に反対する貴族が現れても〝まさかアンデッドに味方するつもりか？〟と聞けば、押し切れるでしょう」


貴族が管理している領地に王家が手を出せば問題になるが、教会が教義のためにアンデッドと戦うと言うのであれば、貴族ですら反対できない。王家の賛同さえ得られれば間違いなく実行できると、カリウス三世は考えていた。




実際、その考えは正しい。国民のほぼ全員が信徒で、また他の宗教を抹消してきた実働部隊を持つ教会であれば可能だろう。




教会にとってみればメリットしかない話なのだが、フリード王は違う。



「その程度の考えなら、王家の許可は出せない」

「なっ、なぜッ‼」


身を乗り出して疑問をぶつけるカリウス三世を、手を出して制止した。




フリード王は子供をあやすようにゆっくりと話す。



「俺が否定する理由を教えてやろう。一つ目に、そんな前例を作ってしまえば、他の貴族は〝次は自分の番〟と考え、疑心暗鬼になり国が不安定になる」


富を生む資産の破壊を許容するという、貴族にとって死活問題になることを王家が認めてしまえば、ロンダルト国の貴族は国への忠誠心を下げ、独立するか他国に逃げてしまうだろう。




王家の求心力を高めたいフリード王にとって、とてもではないが許容できる話ではない。



「二つ目だ。土地を解放するということは、ダンジョンを破壊するということだ。将来得られる利益を考えれば、そんなことはできん」


国ではなく教会が「アンデッドから土地を取り戻す」というのであれば、最終ゴールはダンジョンの破壊だ。ダンジョン運営など生やさしい着地はさせない。




ダンジョンマスターを倒して、ダンジョンのすべてを手に入れたいフリード王の考えと、真っ向から対立する考えになる。




ダンジョンの破壊に莫大な費用を使ったのにもかかわらず、得られるものもない。そんな計画に乗ってしまうほど、フリード王は愚かではなかった。



「教皇よ、ヤンのアンデッドダンジョンを解放して、俺に何の得がある？　言ってみろ」

「そ、それは、エルラー家の所有する土地を王家直轄にすれば……」

「そのエルラー家が反乱を企てているわけでもないのに、できるわけがないだろう。それをしてしまえば、他の貴族が黙っていない」


忠誠心の低下と多額の出費、それに釣り合う利益がないのであれば、話にならない。王家へのメリットが提示できない以上、カリウス三世の話を聞く価値はないのだ。



「で、ですが……教会騎士遠征は…………しなければなりません……」


提案を拒絶されてしまい、カリウス三世は戸惑っていた。汗を垂れ流しながら反論しようとするが、言葉が思い浮かばない。




己の要求ばかりを突きつけている。




前教皇——父親の推薦と聖魔法の適性の高さによって今の立場に就いたカリウス三世は、交渉の経験がほとんどないのだ。周囲に彼の言葉を否定するような人間はいないため、経験を積むこともなく年だけ重ねて今に至る。




もし、会話や交渉に長けていれば、ソフィーを追放せずに言いくるめて利用するぐらいは、していたはず。




そんな男が貴族を利用しようとしているのだ。




フリード王は愚かな男を見て、口角を上げて笑っていた。



「だが、お前の言っていることは面白い」


絶望させてから救いの手を差し伸べるように、わざと残していた逃げ道に誘導するかのごとく、フリード王は話を進める。



「グティバーグ戦場跡の解放であれば、手伝ってやろう」


教会騎士遠征の資金は教会が信者からかき集めるので、貴族側の出費は驚くほど少ない。




十万以上のアンデッドの中には、英雄や指揮官、貴族なども含まれている。彼らが使っていた家宝と呼ばれる武具や貴金属、備品なども数多く残っているので、それらを回収するだけでもかなりの金額になるだろう。さらに、アンデッドから得られる魔石の売却額も考えれば、遠征しても黒字になる見込みはある。



「後で貴族も数人推薦してやる。計画に組み込むといい」


さらに、王家にとって都合の悪い貴族を巻き込めば、兵を疲弊させて力を削ぐこともできる。フリードは自身のために、カリウス三世を利用しようと考えているのだ。




教会からの依頼だと言えば大物貴族でも断れないので、教皇と直接話しているフリード王は、非常に優位な立場にいる。



「では、ヤンのダンジョンには手を出さない……と？」

「もちろんだ」

「…………」


自らを追い詰めるために動いたエルラー家——ゼルマに、直接的なダメージを与えたい。そんな幼稚な考えがあってヤンに固執しているカリウス三世ではあるが、自身の立場と教会の信頼回復のほうが急務ということぐらいはわかる。




今回の遠征で、この二つが達成できるのであれば、復讐は後回しでもいいだろう。そんな妄言ともいえる結論を出した。



「わかりました。遠征先は、グティバーグ戦場跡で進めましょう」

「いい判断だ。我々も協力しようじゃないか」

「ありがとうございます」


話がまとまって安堵したカリウス三世は、額に浮いた汗を拭いてから、力を抜いて椅子の背もたれに体重を預けた。




フリード王は、テーブルに置かれた紅茶を一口飲んでから立ち上がる。




パンと手を叩くと、薄く透けた服を着た女性が二人、入室した。



「悪いが次の会談がある。詳細は後ほど話し合おう」

　薄着の女性がカリウス三世の横に立つ。

「俺は退出するが、時間があるなら彼女たちと遊んで、疲れた心身をいやしてくれ」

「おお！　お心遣い痛み入りますぞ！」


欲望にまみれた笑顔を浮かべながら、カリウス三世は女性の腰に手を回した。




婚約者である聖女には、結婚するまで何もできない。そういった不満から、いろんな女性に手を出していることで有名だったため、フリード王が用意していたのだ。




行為の後、枕もとでフリード王にとって都合のよいことが吹き込まれる予定なのだが、彼は気づかないだろう。



「では、失礼する」


遠くで二人を見守っていた配下を連れて、先に去ってしまった。




部屋を出てから、フリード王は人を馬鹿にするような笑みを浮かべる。




立場が危うくなり、後のないカリウス三世を操るのは簡単だった。




遠征は実現するだろう。だが、成功はしない。




王家は赤字にならない程度の利益を手に入れながら、国内の問題をいくつか解消し、教会の権威は地に落ちる。




それがフリード王の真の狙いだった。




過去、王家より教会のほうが民衆に支持され、権威が高かったことがあった。国王が教皇の顔色をうかがいながら国家運営する。そんな歪な時代があったのだ。そのことを覚えていたフリード王は、教会の力は削れるときに削っておく。そういった考えをしていた。



「教会は聖魔法の使い手を育てる組織であれば十分だ。それ以上は余計だと思わないか？」


後ろを歩く配下にも聞こえないほど、小さな声で呟いたのだった。




失敗の予感





教会騎士遠征計画の発表を知った俺たちは、買い物を中断してペラギス枢機卿の屋敷に戻っていた。




こんなに大きな話を枢機卿が知らないはずがない。そう思って、彼の執務室に入って聞いてみたのだが——。



「そんな話が出回っているのか」


持っていた羽ペンをテーブルの上に落とすほど驚いていた。




この様子から、遠征の話は初めて聞いたらしい。



「ええ、すでに各教会に立て看板が設置されて、内容が公開されています。ご存じなかったのですか？」

「一切聞いていない。まさか、そんな行動に出るとは……」


これは教皇もしくは教皇派の暴走と考えてよさそうだ。




だが、教会を巻き込んだ派手な動きを派閥だけで勝手にできるのか？　という疑問が浮かぶ。こういったデカい動きをするのであれば、他の枢機卿からの賛同が必要だと思ったのだが、関係ないのか？



「詳細を確認しに行くので、しばらく待ってくれ」


ペラギス枢機卿は早口で指示を出し、杖をつきながら立ち上がった。



「慌てているようですが、教会騎士遠征計画に何か問題があるので？」


アンデッドを撲滅したいのであれば、勝手にさせればいい。




成功しようが、失敗しようが、俺たちには大差ないと思ってる。




ペラギス枢機卿が慌てる理由がわからないのだ。



「教会騎士遠征とは教会の威信がかかった戦いであり、目的が達成されるまで終わることが許されない」

「どんな犠牲を払ってでも達成しなければいけない、ということでしょうか」

「そのとおりだ。犠牲を出しても達成できればよい。問題は全滅してアンデッドの撲滅に失敗した場合だ。民衆の信仰心は大きく下がってしまうだろう」


ここまで聞いて、ようやくペラギス枢機卿が慌てている理由がわかった。




成功すれば信者から祝い金が期待できる。また解放した土地には新しい教会も作れるだろう。教会の権威は高まり、使った金を補填する方法はいくらでもあるのだ。




だが逆に失敗したら、どうなるか。




ペラギス枢機卿はあえて口にしなかったが、信者から金を巻き上げるのが困難になり、教会の会計事情は悪化。教会騎士遠征の赤字は補填できないだろう。さらに貴族や豪商から金を借りていたら、借金返済のためにいろいろと便宜を図らないといけなくなる。教会が貴族や商人に支配される将来だってありえるのだ。




勝てば名声と金が手に入るが、負ければすべてを失う。独立性も維持できないだろう。




そういった可能性を含んだ博打のような計画が発表されたので、ペラギス枢機卿は慌てているのだ。



「まだ詳細は発表されていない。計画は延期したと言っておいてその間に教皇を変えてしまえば、後戻りはできる」


ペラギス枢機卿は、そう呟いているが、本心では止めるのは不可能だろうと感じていそうだった。







ペラギス枢機卿は、馬車に乗って屋敷から出て行ってしまった。




教会関係者は忙しいようだが、俺たちは暇である。




やることもないので、メイドに紅茶とお菓子を用意してもらって、客間でお茶会を開いていた。



「教会騎士遠征について、お二人はどう思われますか？」


ソフィーとエレノアに質問をしたのはレギーナだ。ペラギス枢機卿は失敗すれば教会が大打撃を受けると言っていたが、本当に博打行為なのか知りたくなってしまったのだろう。




自分の推測が合っているのか気になるので、俺も話は聞きたい。



「レギーナは教会騎士遠征について、どの程度知っていて？」

「二百年前にアンデッドに滅ぼされた国を解放するために行われた、程度の知識しかございません」


回答を聞いたエレノアは、続いて俺を見るが首を横に振った。




農民出身であり教会に興味のない俺は、二百年前に教会騎士遠征があったことすら初めて知った。なるほど、前例があるのか。



「あなたの言うとおり、教会騎士遠征は過去に一度行われて土地の解放に成功しましたわ。けれど、その後に問題がいろいろと起こりましたの」


計画は成功したのに問題が起こったのか。




失敗はともかく土地の解放に成功して問題が起こるとは……何があったんだ？



「まずは解放した土地の所有権ですわね。教会主導で管理しようとしたところで、生き残っていた亡国の民衆が、自分たちの土地だと主張し始めましたの」


それは、わかりやすい。国は滅んでも国民が全滅したわけではないので、争いが発生したのだろう。指摘されて気づいたが、確かに当然の流れだ。




多大な犠牲を出して手に入れた土地を教会が手放すとは思えないし、生き残った国民も生まれ故郷を諦めることはしないだろう。




その後の戦いが、泥沼だったことは容易に想像がつく。



「教会は、近隣の国々から資金を提供してもらう代わりに、アンデッドから解放した土地の一部を譲渡するといった話もしていたらしく、今もお互いに争っているのですわ」


ヤンを第二の故郷と思えるようになった今、亡国の民の気持ちも多少は理解できる。争っている人たちにとっては、命に代えてでも戻りたい場所、いや故郷なのだろう。



「ただ、その後にもっと大きな問題が起こりました」


エレノアの言葉をソフィーが引き続いた。




二人とも聖女という教会のトップに近い地位にいたこともあり、こういった事情には詳しいようだ。



「一国を滅ぼしたアンデッドすら消滅させた、軍を所有する教会。各国はその事実に危機を感じたんです」

「もしかして教会の力が、人間にも振るわれるかもしれない。そう思ったのですか？」


驚いた顔をしたレギーナが質問をすると、ソフィーとエレノアは同時にうなずいた。




教会の信者は各国にいる。もちろん、施設も同様だ。そいつらは教皇の命令一つで自国に刃を向けるかもしれない。その可能性、危険性に気づいてしまったというわけか。



「王家は金と武力、その両方をもって貴族を従えて国を治めています。教会はその二つに加えて信仰という武器もありますから、国内にもう一つ別の国があるような状況だと思ったみたいですね。実際、昔は教会が政治に口を出すこともあったみたいで、非常に厄介な存在として扱われていました」


教会は貴族の権利である政治にまで、手を出していたのか！　そんなことをしていたら、敵対者として認識されるのは当然だな。やりすぎと判断されて対処されたはずだ。



「そうして調子に乗った教会が、手痛い反撃を食らったんですわよね？」


エレノアの質問にソフィーはうなずいた。



「そのとおりです。教会の力をそぐために法が変更されて、一定以上の武力が持てなくなりました」


民衆をまとめるのに信仰は使えるし、金を裏で回してもらえれば貴族にもメリットがある。だから存在は許したが、脅威になる武力を削る判断をしたのか。



「当時の教皇は、素直に従ったのか？」

「一カ国なら対抗したと思いますが、複数の国が同時に発表したので対処できなかったと聞いています」


他国と協力して法を一斉に変えた。その事実だけで、各国がどれほど脅威に感じていたのかわかるというものだ。




教皇は一人しかいないから同時多発的に攻撃されたら、いくら教会でも対処は難しかっただろう。



「それにより、教会は方針転換を余儀なくされました。政治からは離れて干渉しない、今の考えになったと聞いています」


国からの圧力があって政治から離れた。そういった歴史的な経緯があったようである。




だとしたら、今の教皇の方針——貴族にすり寄る行動を、脅威だと感じている王家や貴族はいそうだ。もしくは都合の良い駒として利用するか、乗っ取るか……。どちらにしろ、よき隣人としてお手々つないで仲良くといった関係には、なれそうにない。



「そんな過去を持つ教会騎士遠征ですから、たとえ計画が成功したとしても二百年前と同じ状況になる可能性はありますの。普通は追い詰められたって、選んだりしませんわ。なのにアイツは……だから、歴史を軽視する男はダメなんですのよ」


吐き捨てるように言ったエレノアの言葉を聞いて、ソフィーは困ったような顔をしながらも笑っていた。




二人とも教皇には振り回されたこともあって、ダメな男として認定しているようだ。




俺も人のことは言えないが、教皇よりかはマシだろう。だよな……？



「すると今回の教会騎士遠征は、成功しても失敗しても問題があるんですね」


成功しても土地の奪い合いは発生するだろうから、レギーナが言っていることは間違いない。




過去に行われた教会騎士遠征と同じ運命をたどることだろう。



「そうですわ。資金集めのために貴族の力を頼るでしょうし、結果がどうなろうと教会はダメージを負うことになりますわね」


起死回生の計画だったはずが、実は破滅の道を整備しているだけだった。




ペラギス枢機卿は目的を達成すれば、まだよいと言っていたが、その考え自体が甘いようである。






◇　◇　◇





エレノアとソフィーから教会の歴史について聞き終わると、俺たちは思い思いの時間を過ごして夜まで待ったが、ペラギス枢機卿は帰ってこなかった。




話し合いが難航しているのだろう。




ソフィーとエレノアは、ベッドのある部屋に入って就寝中だ。




俺とレギーナは客間で晩酌をしていた。



「さすが枢機卿のお屋敷にあるお酒ですね。なんていい香り」


俺とレギーナが持っているグラスには、赤ワインが入っている。鼻を近づけると芳醇な香りがした。高級品なので、平民が飲むようなワインとは質が違う。




親父の店で飲んでいた酒が飲めなくなるほど美味い。慣れてしまわないように気をつけないと。




グラスをテーブルに置いたレギーナは、外を眺めながら呟く。



「これから、どうなってしまうのでしょうか」


遠征が発表された影響は大きい。教会関係者だけでなく、ゼルマたち貴族も忙しく動いているようだ。レギーナが心配するのもわかる。



「規模が大きすぎて、想像がつきません……」

「ラルスさんと同じです。私もどうなるか全く読めません」


力なく笑ったレギーナは、俺の目を見ながら口を開く。



「ペラギス枢機卿は、いったい何を話していると思いますか？」


中止するか、勝算はあるのか、金は集まるのか、そういった議論をしているのだろう。その会議の中で、勝利しても問題は残るといった意見が出ればいいのだが、難しいだろうな。



「いろいろと想像はできますが、私たちにできることはありません。気にせず待ちましょう」

「……ですね」


ふぅと小さく息を吐いたレギーナは、グラスを持ってワインを飲む。




ドアをノックする音が聞こえると、部屋の外からメイドの声がした。



「レギーナ様はいらっしゃいますでしょうか？　ゼルマ様からお手紙をお預かりしております」


ゼルマという単語が聞こえると、すぐにレギーナは立ち上がった。




ワインで少し酔ったのか、フラつきながらドアを開ける。




手紙を受け取った。




仕事を終えた若いメイドは静かにドアを閉める。




レギーナは封蝋を確認しながら、こちらに戻ってきた。



「ゼルマ様の手紙で、間違いなさそうですね。開けてみます」


パキと音を鳴らして封蝋を割ってから、羊皮紙を取り出す。椅子に座ったレギーナが黙って読み、しばらくしてから顔を上げた。



「やはり教会だけでなく、国のほうにも大きな動きがあるみたいですね」

「何が書いてあったんですか？」


急いで手紙を送ってきたので、重要な情報が書かれているはずだ。




どうなっているのか、早く知りたくて仕方がなかった。




手紙を読み終えるとレギーナはテーブルに置く。珍しく眉間にシワを寄せている。嬉しい知らせというわけではなかったようだ。



「どうやら、教会騎士遠征にロンダルト王家が関わるようです」


まさか教会がそんな動きをしているとは……。




国まで巻き込んだ遠征らしい。俺が想像していた以上の規模に膨れ上がっているぞ。



「王家、ですか。なぜ、彼らは参加するのでしょうか？」


アンデッドを倒すことで得られる利益は何だ？




無償で参加するはずはない。何かあるはずだ。



「どうやら遠征先は、ロンダルト国内にあるグティバーグ戦場跡らしいです」

「確か、大規模な戦争があった場所ですよね？」

「ですね。あそこは、ネクロマンサーが十万を超える戦死者をアンデッド化させた危険な場所です」


ああ、確かそんな話だったな。てっきり敗戦を隠す嘘だと思っていたんだが、レギーナの表情からすると真実のようだ。



「しかも、近くには栄えた港町がありました。交通の要として復活させられれば、非常に大きな利益を得られるでしょう」


アンデッドから土地を解放したら、王家直轄もしくは貴族に貸し出して利益を出す考えか。なるほど、王家が参加する理由が見えてきた。




教会はアンデッドから失われた土地を取り戻したという実績、王家は土地そのものという実利を得られる。今回の教会遠征で行われた取引の実態だ、と言ったら物事を単純化しすぎているだろうか。



「ということは、ロンダルト王家も資金を提供しているのでしょうか？」

「いいえ、違います。出資元はバイエン公爵家のようです」

「テッブスの家ですか。貴族側は、あそこが主体なのですね」

「落ち目なので、教会と同じく今回の遠征に賭けているのでしょう」


確か当主が死んで次期当主を巡った争いがあったと聞いていたが、バイエン公爵家は落ち目と言われるほど弱ってしまったのか。




二つの泥船が遠征を主導しているのだから恐ろしい。賢い貴族は巻き込まれないように逃げるか、参加しても最小限に抑えるだろうな。



「ただ、貴族からの援助があっても資金は足りないようで、信者からかき集めているそうです」


始まる前から余裕のなさが伝わってくる。



「これって成功する可能性は低そうですね」

「ええ、ゼルマ様も似たようなことを仰っています。もしかしたら王家は失敗させること、それ自体が目的かもしれないと」


失敗させるのが目的？




教会と貴族の力を落としたいと言うことなのだろうか。




そんなことをして、王家にどのようなメリットがあるのかわからない。



「教会騎士遠征が失敗すると、王家は何かを得られるのでしょうか？」

「目障りな組織の弱体化ですね。教会と特別な仲になっている貴族を、ロンダルト王家は排除したいのでしょう」


二百年前の出来事を王家はしっかり覚えていたというわけか。信者と武力、この二つを持った教会は厄介な存在だ。下手をしたら国を作ることもできる。そんな組織を従えようとするのであれば、適度に力を削ぎたいと考えるはずだ。




教会と仲良くする貴族がどうなるのか、見せしめとしてバイエン公爵は利用されたのだな。ゼルマやレギーナの情報で、ようやく全体像が見えてきたぞ。



「王家の対応は理解できました。それでゼルマ様はどう動くのでしょうか？」


彼女がこの事態を眺めて終わりにするとは考えにくい。




この機会に必ず何かを仕掛けようとするだろう。



「教会騎士遠征に参加するとのことです」

「ええ⁉」


思わず驚きすぎて立ち上がってしまった。




どう考えても静観が正しいだろッ！




ロンダルト王家は教会が失敗するように仕向けているうえに、参加する貴族どもはエルラー家の敵対派閥ばかり。ゼルマはただ眺めているだけで、敵が勝手に自滅する状況なんだぞ。なぜ、動く必要がある。




確実に悪手だろ！



「私も驚きました。ゼルマ様のお気持ちを推し量ることは難しいのですが、どうやら教皇からの強い要望があったそうです」

「教皇から……狙いはソフィーかッ！」


対アンデッドの最強カードは、教会騎士でも勇者でもない。聖女だ。聖魔法の適性が高いソフィーがいるからこそ、呪われた大地でも自由に動けるし、勇者は真の実力が発揮できるのだ。




逆に、ソフィーがいない状況であれば、勝てる相手にも負ける可能性がある。もちろん教会側も無策ではないだろう。




聖女候補も投入してくるとは思うが、負けることが許されない教皇にとって、ソフィーは絶対に外せない人材。非常に高度な交渉があったはずだ。



「ですね。ソフィーさんを守るという名目で、ゼルマ様が参加するのだと思います。またそれとは別に、エレノア様も参戦するように要望が出ているみたいですね。今はペラギス枢機卿が保護している状況ではありますが、婚約が解消できていないので、断るのは難しいかもしれません」


教皇とエレノアの関係が悪化していることは周知の事実で、それもあって結婚式を挙げるのは不可能。だが、今回の教会騎士遠征は教会全体の問題である。




しかも敵はアンデッドなので、周囲もエレノアが参加することを期待するだろう。逃げるのは難しい。なるほど。そういった動きを見越して、教皇からエレノアに依頼しているのか。



「エレノア様は教会、ソフィーはゼルマ様が護衛するしかなさそうですね」


聖女としての役割を持ったエレノアはともかく、ソフィーだけであれば護衛としてゼルマの部隊に組み込むことはできるだろう。逆に参加しない道を選ぶと、教皇にとって都合のよい駒として、すり潰される未来が見える。




ソフィーのことを考えれば、教会騎士遠征に参加しないという選択は取れそうにない。



「私もそう考えています。今回は失敗が前提の遠征となっているので、エルラー家からの援助は期待できません。ゼルマ様が動かせる騎士たちだけで、サポートすることになるでしょう」


リスクを考えれば当然の判断である。エルラー家の当主は、聖女を助けず見殺しにしろとゼルマに言っている可能性すらあるのだから、参加を認めてくれただけ大分譲歩してくれていると思ってもいいだろう。



「主力はソフィーとレギーナ卿、あとは俺になりそうですね」

「はい。あとはゼルマ様が雇った冒険者になると思います」

「それはなんとも……」


不安なメンバーですねとまでは、言葉にしなかった。レギーナが眉を下げて困ったように笑っている姿を見てしまえば、気持ちは同じだということぐらいわかるからだ。




二人の騎士と数名の冒険者だけでソフィーを守らなければいけない。二人にアクセサリーを選んだときか、それ以上に難易度の高い依頼になりそうである。






◇　◇　◇





ゼルマの手紙を見てから数日が経過したころ、ようやくペラギス枢機卿がノア枢機卿を引き連れて戻ってきた。二人とも顔から疲れがにじみ出ている。体重も減ったのではないだろうか。過酷な話し合いをしていたと、容易に想像できるほどやつれている。




夜になって枢機卿の二人に呼ばれたのは、俺とソフィー、エレノア、レギーナだ。なぜか一緒に晩飯を食べることになった。




長いテーブルの最奥にはペラギス枢機卿、その右斜め前にノア枢機卿が座っている。俺たちはメイドに案内されて、彼らとは少し離れた椅子に座った。




目の前には空のグラスが置いてある。ボトルを持ったメイドが、ペラギス枢機卿から順番にワインを注いでいく。




飲み物が全員に行き渡ると、ペラギス枢機卿がグラスを持って口を開く。



「よく来てくれた。今日は食事をゆっくりと楽しんでくれ」


言い終わるのと同時に、ペラギス枢機卿はグラスに口をつけてワインを飲んだ。ノア枢機卿や俺たちもそれに続く。




その間も後ろに控えたメイドたちはしっかりと働いていて、料理を運んでくる。




前菜は小さく切った色とりどりの野菜に、謎の白いタレがかかったものだった。




マナーなんてわからないので、ソフィーのマネをしてフォークを持つと、緑色の野菜を刺して口に入れる。タレの味が濃くて甘さしか感じないが、苦みが強いよりかはマシだろう。我慢して野菜を口の中に放り込んでいき、前菜を食べ終わるとメイドが皿を下げてくれる。




次の料理が来るまでの待ち時間に、ペラギス枢機卿が話し始めた。



「さて、君たちは教会騎士遠征について、話は聞いているか？」


予想できた話題だったので驚きはない。代表してレギーナが答える。



「はい。ゼルマ様から詳しい話を伺っています」

「なるほど。それでは本題から話そう。今回の遠征、私とノア枢機卿は反対という立場を取っていたが、どうやら実施は避けられそうにない」


元聖女派のペラギス枢機卿と、現聖女派のノア枢機卿が協力しても計画の中断には至らなかったか。




王家からの援護もあるなどといって、押し切られたのだろう。



「向かう先はグティバーグ戦場跡。土地全体が呪われている。聖女エレノアの参加は必須で、ソフィーや聖女候補にも声がかかるだろう」

「拒否する権利はありますか？」

「ない。強制だ」


無駄だと思いつつ聞いてみたが、予想していたとおり依頼は断れないみたいだ。




聖女候補も戦場に出すほどだ。逃げ出しでもしたら、相応の制裁が待っているだろう。




俺が黙ったので納得したと思ったのか、ペラギス枢機卿は話を続ける。



「それでだ。実働部隊は、大きく三つに分かれることになる。一つ目は教皇が中心となった教会騎士と志願兵の集まりだ。二つ目は貴族の兵や騎士。こちらは各貴族が指揮を執る。三つ目は周辺の呪いを浄化する聖女部隊だ。彼女たちは一つ目と二つ目の部隊に配属してともに行動し、呪いに対抗してもらう予定だ」


なんと、教皇も戦場に出るようだ！




戦場でソフィーの元婚約者を見ることになるとは思わず、驚いてしまう。細かい話など、すべて頭から吹き飛んでしまった。




メイドがスープを運んできたので会話が中断される。




小さな音を立てて置かれた皿の中には、黄色くトロみのある液体が入っていた。




ソフィーのマネをして、スプーンを使って音を立てないように飲む。うっすらと甘みを感じた。塩と香草が、これでもかとぶち込まれた親父の料理に慣れた俺からすると、少し物足りない感じがする。味気ないのだ。腹にも溜まらないし、すぐに飲み干してしまった。




他の人たちは、ゆっくりとスープを飲んでいる。




少し暇なので、先ほどの枢機卿の言葉について考えてみる。




グティバーグ戦場跡には、数十万のアンデッドがいることで有名だ。




教会が所有する教会騎士だけでは数が足りないのは明白。貴族が雇った兵を足しても同様だろう。だから、教会の前で志願兵を集めていたのだ。




教義のために戦う志願兵と言えば聞こえはいいが、入団テストは存在しないようなので、戦力としては期待できないだろう。




それなら、溜め込んだ私財を投入して冒険者でも雇ったほうがいいのだが、そういった動きはないようである。志願兵に頼りたい事情がありそうだ。まさかとは思うが……。



「でだ。元聖女であるソフィーも、参加してもらうことになる」


ペラギス枢機卿もスープを飲み終わったようで、話を再開した。




考えを中断して聞くことに徹する。



「またエルラー家の神官という立場もあるので、ラルス卿やレギーナ卿にも護衛として側にいることを許可しよう。これはゼルマ様の要望でもある」


何が許可しよう、だ。ペラギス枢機卿の考えは全く変わってないな。ソフィーを便利な道具としか見ていない。それがムカつく。



「かしこまりました。私たちは、ゼルマ様のお言葉に従います」


感情的になっている俺の代わりに、レギーナが返事をしてくれた。




ペラギス枢機卿ではなくゼルマに従うと文句を言っているので、レギーナも腹を立てていそうだ。彼女の場合は、ゼルマ以外から命令されたのが気に入らないのだろう。なんとなくだが、その考えは合っているように思えた。



「では決定ですな。聖女エレノアには、私から腕利きの教会騎士を護衛につけますので、ご安心ください」


俺たちを見下すような目をしながら、ノア枢機卿が言った。




ずっと一緒にいたから忘れていたが、派閥が違うのだからエレノアと別行動になってしまうのは避けられないか。




反対するにしても材料がない。素直に受け入れるしかないだろうと諦めていたら、ペラギス枢機卿が口を開く。



「もちろん、私からもソフィーの護衛に相応しい教会騎士をつける。ゼルマ様の護衛と共同でソフィーを守ろうじゃないか」


張り合っているのかわからないが、余計なことを言いやがった。




教会騎士はいらないから金か装備を融通してくれたほうが嬉しいのだが、レギーナの引きつった顔を見る限りそれは難しそうだ。




ああ、なんだか、始まる前から失敗するとしか思えない。




過去の経験から導き出された予想、嫌な予感は結構当たるんだよな。




それにだ。問題は教会騎士と貴族の間だけではなく、先ほど気になった志願兵にもありそうだ。




教会前に設置された立て看板には、参加するだけで金がもらえるうえに、遠征中は飯も用意すると書いてあった。




一見すると魅力的に思えるかもしれないが、金額は成功報酬で金貨五枚程度。中堅以上の冒険者は、引き受けないだろう金額だ。参加するとしたら、明日の食べ物に困っている浮浪者や山賊、駆け出しの冒険者などだろう。




そういった人間しか集まらない条件なので、戦力として期待はできない。もし、あえて質の低い人材を集めているのであれば、相応の理由がある。



「今集めている志願兵は、どういった運用をされるのですか？」


魚や肉を食べ終わり、食後のデザートとして紫色の小さい実のついた果実が配られたタイミングで、質問をしてみた。



「彼らには、名誉ある先陣を切ってもらう予定だ。その後を聖女エレノアや候補生とともに我々が続く」


ペラギス枢機卿の話は、少しおかしい。




グティバーグ戦場跡の土地は呪われている。無防備に進めば間違いなく、体に悪影響を及ぼすだろう。そのために聖女とともに行動して、浄化しながら進行する計画だった。




だが、志願兵はそれよりも先に行かせる。




もし、行動に意味を持たせるとしたら——。



「志願兵を使い捨てるつもりですか？」


笑顔を浮かべたまま、ペラギス枢機卿とノア枢機卿は肯定も否定もしなかった。



「ラルス卿、志願兵については、王家からの依頼なのだよ。私たちはそれに従っているに過ぎない」

「‼‼」


ペラギス枢機卿の言葉で、俺の考えが正しいと理解してしまった。




志願兵の参加者は、この国……いや王家や貴族にとって不要な人材ということか。国の治安を悪化させる要因は、アンデッドに処分してもらおう。そんなことを考えているのだろう。




これは国を挙げて行う口減らしなのだ。




もしかしたら、強制的に参加させられるようなヤツもいるかもしれない。いや、多くの人たちが無理やり、生け贄として差し出されるはず。



「……戦えない人々が死ねば、新しいアンデッドになりますよね？　その危険性を理解したうえで、教会は王家の依頼に従うと？」

「土地を浄化しながら進めば、アンデッドに変化する可能性は低い。問題にはならないだろう」


だから聖女候補生まで総動員して遠征に参加させる、そう言いたいのか。確かにアンデッド化しないのであれば、肉の盾として使い道はある。それこそ精神を高揚させる薬を使えば、命知らずな兵の完成だ。




ガーレンの屋敷にあったような薬物などは、教会も当然知っているはず。やれない、ということはないだろう。




一方で、王家の思惑は別にある。




志願兵のことといい、やる気を感じない。作戦の成否には興味なく、利用することだけを考えている。やはり、ゼルマの手紙にあったとおり失敗を期待している線が濃厚か。




教会とロンダルト王国が、裏でバチバチとやりあっている。




その前提で動かないと巻き込まれてしまう可能性がありそうだ。




さらに人間同士でいがみ合えば隙ができる。そこをネクロマンサーやアンデッドに突かれたら、俺たちが想像もしていない悲劇が起こるかもしれない……とそこまで考えて、先ほどの嫌な予感が、さらに膨れ上がっていることに気づいてしまった。




教会騎士遠征が終わった後には、世界を巻き込んだ大きな変化が起こるだろう。




国策の被害者





枢機卿との会食から一ヶ月が経過した。




ゼルマの屋敷でゆっくりと過ごしていたのだが、そんな優雅な生活も終わりそうである。




グティバーグ戦場跡から遠い場所に住んでいる教会騎士や貴族たちは、すでに遠征に出た。首都アクラにいる俺たちは、明日ぐらいには出発する予定である。




現地で合流して、一気にグティバーグ戦場跡を攻める作戦のようだ。




エルラー家からはゼルマとレギーナ、そして俺と、臨時で雇った冒険者が数十名参加する。全員、ソフィーの護衛という役割になっているが、どこまで信用できるかは分からない。






「少し、外に出ませんか？」


一緒に紅茶を飲んでいたソフィーが提案した。




エレノアはノア枢機卿の屋敷に滞在しており、レギーナはゼルマの護衛をしているので、ここには俺たちしかいない。




しばらくは人里から離れる。




その前に街を堪能しておくのも悪くはないだろう。



「行こう」

「はい！」


部屋を出て近くにいるメイドに行き先を告げてから、馬車に乗ってゼルマの屋敷を出る。




久々に二人きりの状況になって、少し浮かれてしまっている。そんな自覚はあった。



「楽しみですね」

「ああ。今日は、思う存分遊ぼう」


平民街であれば、俺の手持ちでも十分に豪遊できる。あのときは情けない姿を見せてしまったが、今回は大丈夫なはずだ。




しばらく馬車に乗っていると目的の場所に到着した。




御者がドアを開いたのでまずは俺が降りる。左右を見て問題ないことを確認してから、馬車に残っているソフィーに向かって手を出した。




少し戸惑う姿を見せたが、すぐに手を取ってくれてソフィーも馬車から降りる。



「陽が落ちる前には戻ってくる。待っていてくれ」


俺たちが帰ってくるまで、馬車で待機する御者に銀貨三枚の小遣いを渡してから、平民街を歩き始めた。




教会騎士遠征が始まっているが、街は至って普通だ。道を行き交う人も屋台で品物を売っている店員も、変わりない。普通に商売をしている。




しかし、それは表向きだけ。俺の予想が合っているのであれば、変化は見えにくいところに出ているだろう。




ソフィーと遊ぶついでに、それらも確認する予定である。




俺たちが最初に向かったのは、青果物や雑貨が並ぶ市場だ。




ここでは平民が生活するのに必要な物がすべてそろう。




人の往来は多く歩くのもやっとで、密集度も高い。これはどの街の市場にも共通することで、だからこそスリが多い場所でも有名なのだが……。



「財布は取られてないみたいだな。狙っているような視線も感じない」

「はい。みんな安心して買い物をしていますね」


市場でスリといった犯罪をするのは、スラム街に住む子供たちだ。体が小さいため、目線が財布をしまっている場所に近い。さらに人の多いところでも自由に動けるので、大人が捕まえようとしても困難。スリ対象さえ間違えなければ、逃げ切れることのほうが多いのだ。




スラム街に住む子供は働き口がない。スリで手に入れた金が生きるための収入源となっているので、市場でみすぼらしい姿をした子供を見かけない、という事態がありえないのだ。



「やはりそうなのか……」

「何かありました？」


ソフィーは、首をかしげて俺を見ていた。




隔離した施設で育てられたせいか、平民の常識には少し疎いようで、今が異常な事態だということに気づいていない。



「普通は、市場の隅に子供の浮浪者を見かけるはずなんだが、それがない」

「いいことでは？」


そうだな。金と仕事、安心して休める家を手に入れたのであれば、喜ばしいことである。だが、実際は違う。読みが正しければ、志願兵として強制徴集されたはずだ。




路地裏で生きていたほうがよかった。




ほぼ間違いなく、そう思える悲惨な未来を迎えることになるだろう。



「教会騎士遠征の志願兵として参加する。それが幸せにつながると思うか？」

「まさか……」


子供たちが志願兵に参加するとは思ってなかったのだろう。




目を真ん丸と開いて、口を手で隠しながら驚いていた。




社会的弱者には、選択肢など存在しないのだ。表向きは志願だが、弱者だけは強制というのは珍しくない。冒険者時代に散々見てきたことで、時に弱いことが罪になる。そんな時代なのだ。



「買い物は後回しにして、少し調べに行くか？」

「はい。お願いします」


見たくない真実からも目は逸らさない。そんな強い意志を見せてくれた。



「行こうか」


スラム街の場所はわかっている。




市場の細い路地に入って一本道を進む。左右に立派な建物があったが、奥に行くと次第に塀に囲まれた建物に変わる。そうして、もうしばらく進むと周囲は大きく変わる。塀がなくなって、建物はボロボロになっていた。




一般的な平民が住む場所とスラム街は、ある一定のエリアから急に変わるわけではない。




塀がなくても安心して住める場所、頑丈な塀がないと住めない治安が悪い場所、住む家にすら困る場所、そんな風に徐々に変わっていくのが、アクラにあるスラム街の特徴である。



「ここから先は危険だ。俺から離れないように」


忠告すると、ソフィーは服の端を掴んだ。




動きにくくなるから離してほしい……と注意しようと思ったが、やめた。なぜなら、俺が想定していた危険は起こりそうにない。そんな状況になっていたからだ。




スラム街には地面に座っている老人、クスリを使いすぎて倒れている若者といった無害な者から、獲物を探すマフィアの構成員といった危険なヤツまで多種多様な人間がいる。




一歩でも踏み込めば、常に監視されているような視線を感じることも珍しくないのだが、今は何もない。




外に出ている人間が誰もいないので、ゴーストタウンのようだ。




建物の中に隠れている、といった感じでもなさそうである。



「誰もいませんね」

「みんな志願兵に参加したのだろう」

「え？　そんなことありえるんですか……？」


戸惑いながらソフィーは疑問を漏らした。




スラム街に住む人間のほとんどが、志願兵として参加するなんてありえないからだ。




例えばマフィアに所属しているヤツらであれば、教会騎士遠征に参加するより、スラム街にいたほうが稼げる。クスリで頭をやられて人の話を聞けないヤツだっているし、体が弱って動けない住民だっているだろう。




だから一斉にいなくなることなんて普通ならありえないのだが、一つだけ方法がある。



「もしかしたら、国が強制的に参加させたのかもしれない」


志願兵と書かれていたが、スラム街の住民は徴用された可能性が高い。




創造神の先兵として戦わせる。そういった建前で連れて行ったのであれば、まあ、スラムの住民相手ならギリギリ許容される言い訳だろう。




減らすべきは、税金を納めず治安を悪化させている住民。スラム街の人々は国の都合によって、口減らしの対象として狙い撃ちされたのだ。




人の減ったスラム街は気兼ねなく潰せるだろう。空いた場所は新しい土地として国が活用する。




そんな計画なのかもしれない。




合理的ではあるが、非情な判断だ。



「そんなこと……いえ、あの国王ならやるかもしれませんね……」

「国王？」


俺の服を掴んでいる手に力が入った。




緊張しているような、もしくは怯えているような、ソフィーはそんな態度を見せている。魔物と果敢に戦う彼女にしては珍しい反応だ。




聖女であれば国王と話す機会もあっただろう。どんな性格をしているのか知りたいので、ソフィーが話すのを待つ。



「ロンダルト王国の国王、フリード陛下とは、聖女就任の際に話したことがありますが、非常に冷徹な方でした。感情ではなく、すべてを利害だけで判断する。そんな男性です」


この言葉だけで、俺たちと相性が悪いと感じてしまった。




またそれと同時に、現状のスラム街について納得してしまう。




ソフィーが言ったとおりの人物であれば、目の前の光景は当然の結果だろう。もっと恐ろしいことを考えていても不思議ではない。今回みたいなチャンスは、何回も訪れるものではないからな。最大の利益を得るため、徹底的に利用するだろう。




スラム街をソフィーと一緒に歩く。




無人になったと思っていたが、注意深く観察すると、そうではないことに気づく。




もちろん健康な大人はいないが、スリすらできないような小さな子供はよく見かける。怯えたような目をしながら物陰から俺たちを見ていた。ケガや病気で動けない大人も残っているだろうが、家に引きこもっているので、外からでは発見できなかった。



「戦えない人たちが残されたんですね」

「みたいだな。親も志願兵として参加させられているのだったら、子供たちの生活はどうするつもりだ？」

「…………見捨てるつもりなのかもしれません」


孤児院や教会で面倒を見られる人数は限られている。そこから漏れた不幸な子供たちは、スラム街を潰すのと同時に、アクラの外に追い出されるのかもしれない。もしくは奴隷商に売りつけるか。どちらにしろ、碌な結果にはならない。




大人がいないので反抗はできず、権力者に見捨てられる。そんな未来がもうまもなく来るだろう。




状況は把握した。これ以上の調査は不要だ。




暗い気持ちになりながらスラム街から出ようとして道を戻っていると、子供の声が聞こえる。



「お姉ちゃん！　ダメだよ！」

「うるさい！　私は行くんだ！」

　年の頃は十歳ぐらいだろうか。顔がほぼ同じ、双子らしき姉弟が言い合いをしていた。二人とも髪はボサボサだ。服も所々穴があいており黄ばんでいる。


髪を腰まで伸ばした女の子が錆だらけの包丁を持っており、前髪で目を隠した男の子に腕を引っ張られている状況だ。



「この前、小さいからって断られたじゃん！」

「あのときは武器を持ってなかったからだ！　今回なら大丈夫！」


随分と男勝りな口調で話す女の子だな。




男に負けないようにと、スラム街で学んだ処世術の一つなのだろう。




双子なら男のほうが頑張れよと思ったが、姉が弟の腕を振りほどいた瞬間に前髪が浮いたことで、弟の片目が潰れていることに気づく。




負傷している弟を、姉が支えてきたのか。




二人の生活がリアルに想像できてしまった分、口減らしのために集められている志願兵に参加するのを止めたくなる。




だが、そんなことしても意味はないだろう。




生活の面倒を見る覚悟がなければ、手を出してはいけない。そういった類いの出来事なのだから。



「ラルスさん」


訴えかけるような目で、ソフィーは俺を見ていた。



「私のワガママだとわかっていますが、二人に声をかけてもいいですか」

「どうするつもりだ？」

「ラルスさんも志願兵は捨て駒だと気づいていますよね？　彼女たちが生き残る可能性が少しでも上げられないかなと、そんなことを思っています」


ソフィーは俺から離れる直前に、



「偽善だとわかっているんですけどね……」


と言ってから孤児の二人に近づく。




双子は言い争いを中断して、警戒するような目で見ていた。仲間しか信用しない。そんな視線である。




気にするような素振りは見せず、ソフィーは少し腰を曲げて目線を合わせる。



「二人とも、少し話せるかな？」


声をかけられた孤児は、同じタイミングでお互いの顔を見る。双子ということもあって息はぴったりだ。




姉と思われる女の子が、警戒しながらもぼそりと呟く。



「いいけど。何？」


スラム街の住民、しかも子供にそんな口の利き方をされたら、普通は怒るどころか殴りつけるヤツもいるだろう。だが、ソフィーは笑顔のままだ。



「これから、教会に行って志願兵に参加するの？」

「もちろんだ」

「魔物と戦うし、すっごく危ないよ？」

「そのぐらい知ってる！　でも行くしかないんだよ！」


悲痛な叫びのようにも聞こえた。




冒険者になるにしても最低限の装備は必要になる。こんな子供が用意できるはずはないので、志願兵に参加してスラムから抜け出そうと考えても不思議ではない。




彼女たちが普通の生活を手に入れるためには、危険で死ぬ可能性が高いとわかっていても、志願兵に参加するしかない。双子を浅はかな子供と断言してしまうのは簡単だが、スラムの実情を知っていれば、口が裂けても言える言葉ではない。




いつか、どこかで、命をチップにして賭けに出なければ、抜け出せない場所なのだ。



「そっか……」


言葉では止められないと理解したのだろう。表情を曇らせたソフィーは、それ以上何も言わずに銀色のメダルを取り出す。



「私はソフィー。教会の関係者で、今回の遠征に参加する予定があるの。これを見せれば、少しは安全な場所に配置してもらえるかもしれないから、受け取ってくれるかな？」


双子は疑うような目をしている。この子たちは元聖女の名前は知らないようで、ソフィーが名乗っても反応はなかった。




今やっていることは完全に自己満足の行為だ。中途半端な希望を見せるだけかもしれない。そんなことは俺に言われるまでもなく、ソフィーも理解しているだろう。それでも何もせずに見捨てることなんてできなかった。ただ、それだけだ。



「くれるんなら、受け取る」


女の子のほうが、ひったくるようにしてソフィーからメダルを奪い取った。




すぐに二、三歩、後ろに下がる。何か要求されるのではないか、そんな警戒心が出ているように見える。



「教会に行ったら、私の名前とメダルを出すんですよ。忘れないでね」


ソフィーの声を無視して、姉が後ろに隠れていた弟の手を取る。何も言わずに走り去ってしまった。




誰もいなくなったので俺が近づくと、苦笑いしたソフィーがこっちを向いた。



「よかったのか？」

「はい。私ができることなんて、このぐらいしかありませんから」


聖女だろうが、勇者だろうが、個人でできることなんて限られている。




そんな無力感を思い出させるような言葉だった。



「戻りましょうか」


双子を見送ったソフィーは、寂しそうな顔をしながら歩き出し、その後ろ姿を見ながら俺も後を追う。




スラム街から出て市場に戻る。近くにあった店の前に立ち、ソフィーは並べられた青果物や雑貨を眺めているが、どうも集中できていないようだ。




横目で表情をうかがってみる。




暗いままだ。




なんと声をかければいいかわからず、そっと手を握る。




驚いた顔をしてこっちを見た。



「教会にでも行ってみるか？」


あの二人が気になっているのであれば、後を追って様子を見に行けばいい。そんな単純な考えをしたうえでの発言だった。



「ありがとうございます。でも、いいんです。私たちは、誰かに気を使う余裕はありませんから」

「…………そうだな」


俺たちも決して安心して生活できる立場ではない。無力な子供が近くにいたら、志願兵に参加するより危ない目に遭うかもしれない。貴族や教会、そんな組織に狙われているのだから、誰かを助けるのにも躊躇ちゅうちょしてしまうのだ。




暗い顔をした俺たちを迷惑そうに見ている店主に気づいたので、ソフィーの手を引いて店から離れる。




道をあてもなく歩いていると、冒険者が使うような店が並ぶエリアに入った。武具やポーションの類い、あとは戦いに使える魔道具などが販売されている。




すれ違う人々は冒険者が多い。ほぼ全員何らかの武具を持っている。



「ここは変わらないな」


教会騎士遠征が発表されても冒険者は平常運転だ。食うのに困っている新人はともかく、中堅以降は依頼をこなしていれば余裕で生活できるからな。冒険者ギルド経由で税金は天引きされているし、国にもちゃんと貢献している。スラム街とは状況が違うのだ。




貴族とのつながりが強いと断れない場合もあるので、ベテラン勢もいくらかは参加するだろうが、そこは自己責任だ。




行き違う人たちとぶつからないように石畳の道を進む。手はつないだままだ。目的地はないので、ブラブラと無言のまま歩いている。



「ふざけるなッ‼　ごちゃごちゃ言わずに、聖刻文字が入った武器を売れッ‼」


すると突然、周囲よりも二回りは大きな店から怒鳴り声が聞こえた。入り口には家紋付きの馬車が置いてあるので、貴族か関係者が近くにいるのだろう。



「あれは……ハリー子爵の家紋ですね」

「学生時代のゼルマ様と知り合いだったアレか……よくわかったな」

「教会と仲の良い貴族の家紋は、覚えさせられましたから」


当時を思い出しているのか、苦い顔をしていた。




この時期に、アンデッドに高い効果を発揮する聖刻文字の武器を求めているのであれば、教会騎士遠征に参加するのは間違いない。巻き込まれるのを避けて店から離れることもできるが、敵対派閥の動きを知る機会にもなる。



「ちょっとだけ、見に行こう」

「はい」


俺たちは、興味本位で集まっていた人々を押しのけて、店内に入る。




室内には武器が所狭しと並べられていた。質が良い物は壁に飾られており、中古品や劣化品などは箱にまとめられて投げ売りされている。他にも武器をメンテナンスするために必要な小道具などが置かれていた。




奥にはカウンターがあり、頭にタオルを巻いた男、恐らく店主がいる。腕を組んだまま金属鎧を着た男を睨んでいた。




店主の機嫌が悪いというのに、カウンターにいる男は顔を真っ赤にして怒っている。彼が身につけている装備は、冒険者が買えるような物ではないので、ハリー家に仕えている騎士なのだろう。



「だから、さっさと出せといっているだろうッ‼」


右腕でカウンターを叩いた騎士が、頭にタオルを巻いた店主に顔を近づける。



「これはハリー子爵のご命令だ。逆らえば……わかるよな？」


真っ昼間から主の名前を出して脅すだなんて、躾、いや教育がなっていないようだ。




こんなに堂々と脅してしまえば、己だけでなく主の格までもが下がる。同じ貴族から嗤われてしまうきっかけとなるのだ。普通はもっと遠回しに言うのだが。



「ないものは、ない。帰るんだな」


店主は脅しに負けるどころか、一歩も譲らない。




微動だにせず、騎士に向かって店主は言い放った。




平民から馬鹿にされて顔を真っ赤にした騎士が、親父の胸ぐらを掴む。



「ふざけるな！　いいから聖刻文字が入った武器をよこせ！　言い値の倍で買ってやるッ‼」

「金を積まれても無理だ！　そもそも売る物がないんだよッ！　他の店に行ってくれ！」

「他の店にあったら、こんなことは言っていない‼」


聖刻文字の入った武器は、アンデッドに効果的なダメージを与える。




教会騎士遠征に参加するハリー家にとっては、絶対に手に入れたいもののはずだ。貴族の家なら最低でも数本はあると思うのだが、足りなかったんだろうな。



「そんな話は信じられん！　なぜ、どこの店にもないんだッ！」

「そりゃぁ、旦那。ヤンのダンジョンを管理している貴族が、買い占めているからに決まってるだろ」

「なッ‼」

「アンデッドと戦うと言って、随分と前から買い占めていたんだ。欲しければ、その貴族に言ったほうが早いぞ」


聖刻文字の武器が足りない。なんと、その原因はエルラー家にあった。




俺を含めたエルラー家に忠誠を誓う騎士たちへの支給、訪れる冒険者への販売など、色んな目的があって大量に買い込んでいたのだろう。




そんなタイミングで教会騎士遠征の発表だ。常にアンデッドと戦い続けている教会なら別だが、貴族が聖刻文字の武器を大量に持っているはずがないので、慌てて買い出しに来たが、どこも在庫がない。




そんな場面に遭遇したのか。




首だけを動かして隣にいるソフィーを見る。



「状況は把握した。立ち去ろう」


うなずいてくれた。




俺と同じく、エルラー家の関係者だとバレる前に、逃げたほうがいいと判断してくれたのだ。




気づかれないように音を立てず、ゆっくりと後ろに下がる。




十分に距離を取ったので出口のほうに体を向ける。



「お前はッ‼」


店の入り口に、年老いた執事を連れたハリー家の当主、コアトが立っていた。




老執事は主人であるコアトの前に出ると、俺たちを無視して店主に近づく。先ほどまで高圧的な態度をしていた騎士は、顔を引きつらせていた。



「騒がしい。何事ですか？」


老執事は、二人に向かって聞いた。




店主の親父は目だけを動かして騎士を見たが、気まずそうな顔をしているだけで動こうとしない。



「売り切れた商品を欲しいと言われてな。ないものはないと断ったら、文句を言われた。それだけだ」


仕方なくといった感じで、店主は雑な態度で返事をした。




近くには貴族のコアトもいるので、無礼者と言われて斬りつけられても不思議ではない状況だ。実際、騎士が柄に手を当てて抜こうとしていた。僅かながら重心が移動し、抜刀の構えに移行しようとしている。




コアトが無礼者と騒ぎ出せば、ゼルマの腹違いの兄であるモーリッツがやろうとしていた、平民の教育をすることだろう。




だが、そんな心配は不要である。コアトの老執事が軽く手を上げるだけで、騎士は麻痺したように動かなくなったのだ。



「我々が求めているのは、聖刻文字が刻まれた武器だ。種類は何でもよい。それでもないのか？」

「騎士の兄ちゃんにも言ったが、対アンデッドの武器は全部ヤンに持って行かれた。俺の店だけじゃねぇ。アクラ全体でも聖刻文字の武器を持っている店は、ないだろうよ」

「ふむ。ダンジョン攻略のための買い占めですか」


短い会話だけで、老執事は今起きていることを理解したようだ。予定が狂ったのか、考え事をしている雰囲気を出していた。




今のうちに逃げだそう。




ソフィーの手を取って出口へ向かうと、コアトが俺の動きに気づいたが、無視だ。相手にする時間が惜しい。外に出てしまえば走って逃げればいいので、どうとでもなる。



「お待ちください」


そう考えていたのだが、あの老執事は背中にも目がついているようで、俺の動きはバレていた。




ゆっくりと優雅に、後ろを向いた老執事が俺を見る。



「あなたはゼルマ様とご一緒にいた騎士様ですね」


しっかりと顔を覚えられていたようで、嘘やごまかしは無駄だ。相手の印象を悪くするだけなので、素直に答えるしかない。




ソフィーから手を離す。



「はい。ゼルマ様に仕えている、ラルスと申します」


失礼にならないように丁寧に話してみたが、頭は下げない。




エルラー家と敵対しているのであれば、あまりへりくだった態度もよくない。当主のコアトなら別だが、執事であれば今の対応で十分。それ以上のことをしてしまえば、俺を通してエルラー家全体が舐められてしまう。



「不躾なお願いではございますが、ゼルマ様が所有されている聖刻文字の武器を、私どもにも回していただけないでしょうか？」


敵対派閥に助けてもらおうとした老執事に、慌てたコアトが間に入る。



「な、何を言ってるん……」


睨まれてしまい、最後まで言えなかった。




老執事はコアトを優しく押しのけると俺の前に立つ。



「ご存じかもしれませんが、ハリー家は教会騎士遠征にすべてを賭けるつもりでございます。せめて、ゼルマ様との間を取り持っていただくことはできないでしょうか」

「断ります」


図々しい願いをした老執事に対して、ハッキリと言った。




なぜ俺が、敵対派閥に所属している貴族の頼みを聞かなければならない。メリットが全くないので、断る以外の選択肢は存在しなかった。




はっきりと拒絶したが、老執事は逆上することなく少し考える素振りをしてから、小さく呟く。



「やはり、そうなりますか」


話し合おうという雰囲気がない。元々ダメだと思って言ったのだろう。素直に諦めてくれた。



「別の方と交渉ですね」


老執事がコアトを見る。



「時間がありません。もう一度、教会に行って、聖刻文字の入った武器を譲ってもらえないか伺いましょう」


コアトが口を動かして何か言おうとしたが、再び老執事に睨まれて止まる。




俺を脅せば武器が手に入るなどと言うつもりだったのだろうが、そんなことをしてもエルラー家は、首を縦に振らないぞ。むしろ全面戦争になる。




もうすぐ遠征に出なければならないのであれば、貴族同士の複雑な交渉をするより教会に願い出たほうが、まだ可能性はあるだろう。




まあ、仮に手に入るとしても大金を取られるだろうがな。



「あ、ああ。そうだな。教会に行くぞ」

「承知しました」


老執事はコアトに頭を下げてから、店主を脅そうとしていた騎士に話しかける。



「コアト様について行け」

「は、はい！」


騎士は店を出ようとするコアトの後を慌てながら追いかける。俺の前を通るときに睨んできたが、無視した。リヒトならともかく、俺はそんな挑発に乗るほど浅はかではない。




後始末をするためか、残された老執事は店主の前に立つ。



「お騒がせしました。これは迷惑料として受け取っていただきたい」


カウンターに置かれたのは、一枚の金貨だった。




貴族に脅された料金と思えば悪くはない値段だ。




普通の平民なら喜んで受け取ると思うのだが、店主の親父は気に入らないようで、頭に巻いたタオルを触っていた。



「うちは武器屋だ。何も買ってないヤツから金はもらえねぇ」

「ふむ、あくまで商売がしたいと。では、こうしましょう」


拒否されたのに老執事は怒ることなく、金貨をカウンターに置いたまま歩き出す。




中古品の剣を一本手に取った。錆が浮いており刃こぼれもしている。魔物に叩きつけた瞬間に折れてしまいそうな、最低品質の武器である。



「質のいい武器ですね。これを金貨一枚で買わせてもらいましょう」


誰もがわかる嘘を言うと、老執事は剣を持ったまま店を出てしまう。




外から馬車の車輪が動く音が聞こえて、コアト一行は成果を得ることなくこの場を去って行く。



「……」


しばらく金貨を見つめていた親父だったが、難しそうな顔をしながら手に取る。一応、あの行為を認めたようだ。



「お前たちは何か買うのか？　客じゃないなら邪魔だから出て行ってくれ」


店主が俺を見ると、機嫌悪そうに言った。




先ほどの会話で、俺たちが貴族の関係者だとわかっているはずなのだが、それでも下手に出ることなく堂々としている。ブレない態度は非常に好ましい。



「少し武器を見せてくれ」


ナイフの一本や二本ぐらいなら買ってもいいだろう。ソフィーの護身用に買ってもいいかもしれない。そんなことを考えながら、残った時間を店で過ごし、アンデッドではなく対人戦を想定して武器を購入してから店を出た。




あの親父、最後まで無愛想だったが、「また来いよ」と別れの挨拶を言うぐらいの常識はあったようだ。




ソフィーと一緒に市場に戻る道を歩く。



「聖刻文字の武器が品薄か……ゼルマの仕業か？」


ヤンのダンジョンを攻略するために、聖刻文字の武器は必要である。だが、市場から武器がなくなるほど買い占めるとは考えにくい。




教会騎士遠征が発表されてすぐに買いあさり、出遅れた貴族に高値で売りつける。そんな嫌がらせをしていると思ったほうが、自然なぐらいだ。



「かもしれませんね。どちらにしろ、私たちにとって都合の良い方向に動いているのは、間違いなさそうです」

「そうだな」


ソフィーの言うとおりだ。




悪くない状況なので、狙った結果なのかどうかは、この際どちらでもいいだろう。




教会騎士遠征





スラム街に行った翌日、ついに俺たちもグティバーグ戦場跡に向けて出発することになった。




エルラー家からは当主代理としてゼルマが参加している。彼女が指揮官だ。負け戦になる可能性が非常に高いので、当主や長男は出さず、女性だが有能なゼルマが抜擢されたという流れだろう。リスクの高い役目はゼルマが担当し、手柄を上げれば家に還元させる。そんな理不尽な動きを容認されているのが、貴族という生き物だ。




エルラー家の臣下として参加している騎士は俺とレギーナだけで、神官もソフィーのみだ。後はエルラー家が臨時で雇った冒険者グループが数十人と、犯罪奴隷のローザが今回の戦力。国を動かすほどの大きな計画なのにもかかわらず、これだけの人材しか派遣しないことからも、今回の教会騎士遠征にエルラー家が消極的だというのがわかる。




ちなみにハリー家は千以上の兵を動員しているらしい。バイエン公爵家はそれ以上という噂なので、失敗すれば教会と一緒に、没落する可能性が非常に高いだろう。




ペラギス枢機卿の素晴らしい気遣いによって教会騎士が百名ほど、ソフィーの護衛についた。ゼルマではないところがポイントで、エルラー家と行動をともにするが、ゼルマの命令よりソフィーの命を優先して動くだろう。それがいいことなのか俺にはわからない。




王都アラクの出発後、ゼルマの馬車は俺とレギーナ、そしてエルラー家に雇われた冒険者が守り、ソフィーの馬車は教会騎士たちが護衛している。




部隊の指揮官であるゼルマより、ソフィーを護衛する人数が圧倒的に多い。歪な状況だ。



「あ、先頭が止まりました」


俺と一緒に馬に乗って馬車を護衛していたレギーナが、前方にいる教会騎士の集団を指さした。




先ほどまで街道を順調に進んでいたのだが、今はソフィーが乗っている馬車を守るように、ぐるりと囲んで止まっている。




周囲は木々が生えていて森の中なので、何かが飛び出してきたのかもしれない。



「魔物が出たぞ！」

「殺せッ！　殺せッ！」


前方から物騒な声が聞こえた。




言葉だけ聞けば、スラム街に住んでいるチンピラと変わらないぞ。




冒険者だった俺が言うのもおかしい話ではあるが、品性が足りない。教会という後ろ盾がなければ、山賊だと言われても納得してしまいそうだ。



「助けに行きますか……？」


レギーナが首をかしげながら質問をしてきた。




一応仲間だから助けるか悩んでいるようだ。真面目な彼女らしい。



「援軍が必要であれば、向こうから依頼してくるでしょう。それまでは、ゼルマ様の護衛に専念するべきでは？」


正直、ソフィーのことは気になるが、街道で教会騎士を全滅させるほどの魔物が出現するとは思えない。静観で問題ないだろう。



「確かに。私もそう思います」


レギーナも同意してくれたので、冒険者どもに指示でも出すか。



「俺たちは、ここで待機だ！　周囲を警戒しろ！」


ゼルマの馬車を護衛している冒険者は、それぞれが油断なく警戒を始めた。




質は悪くない。困難な依頼も何度かこなしたような慣れを感じる。エルラー家には、まともな冒険者を雇ってくれたことを感謝してもいいだろう。




いや、そこまでするなら、お抱えの私兵を派遣しろと文句を言うところか。



「倒したみたいですね」


レギーナの指摘によって、いつの間にか周囲が静かになっていたことに気づく。




しばらくすると、ソフィーが乗った馬車が動き出した。




同じ部隊だというのに報告の一つすらない。




教会騎士たちと仲良くやっていけるか不安になる。俺たちとの連携は難しいかもな。ゼルマの指示に従わない場合もありそうだ。



「安全は確認できているようですし、後を追いましょう」


教会騎士の態度に腹を立てていそうなレギーナの肩に軽く手を置いてから、冒険者に指示を出して俺たちも出発する。地面に散らばった血痕と肉片が見えてきた。戦い方が雑なのか、死体は原形を留めていない。緑色の肌からして、ゴブリンだというのがわかる程度だ。種類まではわからなかった。



「これが教会騎士の戦い方ですか……」


嫌悪感がにじみ出るような声でレギーナが呟いた。




力任せに叩き、引きちぎるような戦い方は好みではなかったようだ。



「アルマも似たような戦い方をするので、教会騎士の伝統的な殺し方なのかもしれませんね」

「……確かに、アルマさんも、そんな戦い方をしていました」


スケルトンナイトの骨を砕きながら吹き飛ばし、グールを肉片に変えてしまうほど、アルマの力は強大だ。




メイスという武器の特性上、当たればグチャグチャになる。刃物で綺麗に斬られた死体なんて作れないのだ。レギーナみたいに、行儀のよい戦い方なんて元から考えていないのだろう。




ちなみに冒険者は何でもありだ。生き残るためなら、どんな戦い方もするので教会騎士たちの戦い方も気にはしない。




指示系統だけでなく、戦い方の価値観も教会騎士とレギーナでは違う。







数日かけてようやく、グティバーグ戦場跡に最も近い街についた。




この街に来るまでの間、数十回は魔物に襲われているのだが、そのすべてを教会騎士だけで倒していた。




この先は人間が住んでいる場所が減っていく。魔物の襲撃は、さらに増えていくだろう。



「今日は、この宿を貸し切りました」


レギーナが宿の店主と交渉してくれたおかげで、小さいが俺たちだけが滞在できる場所を確保できた。




ゼルマが馬車から降りると、俺とレギーナが左右をガードする。冒険者は馬車を動かして裏手にある厩舎に移動していった。



「ソフィーはどこだ？」


二人しかいないことに疑問を持ったのだろう。ゼルマが疑問を口にした。



「教会騎士と教会に泊まるそうで、明日の朝、宿の前で合流する予定です」

「ちッ」


眉間にしわを寄せながらゼルマが舌打ちをした。




貴族の子女がするようなことじゃないぞ。



「まあいい。教会なら安全だろう。それに、考え方を変えれば都合がよい展開だ」


猛禽類のような目をしながら、ゼルマは俺を見る。



「私は先に入る。お前は冒険者どもが暴れないように監視しろ」


酒を飲んで暴れまくれば、宿に迷惑をかける。それだけならまだいいが、女に手を出したり、物を壊したりして街の憲兵に捕まったら面倒だ。時間を無駄に消費してしまううえに、ゼルマが見せしめに冒険者を斬り殺す可能性もある。




予定どおりに進めるため、トラブルは未然に防がなければならない。



「お任せください」


返事すると満足そうにうなずき、ゼルマの顔が耳に近づく。




この女のイメージに合わない甘い香りがした。



「それと夜、私の部屋に来るように。レギーナと一緒に話がしたい」


レギーナがいるので、誰かを殺すといった話ではなさそうだ。




この場で目的を言わないのであれば、相応の理由があるのだろう。疑問は残るが質問するべきではないな。



「承知しました」

「よろしい」


すっと、ゼルマが離れた。




何事もなかったかのようにレギーナを連れて宿に入る。




あそこまで近づくほど俺に心を許した。そう思ってもいいのだろうか。そんなことを考えていると、御者を連れた冒険者たちが戻ってきた。



「ラルスさん。片付けが終わりました！」


俺に声をかけたのは、冒険者の取りまとめ役——バウルだ。冒険者歴十年のベテランで、ミスリル銀で作った短槍を使う。男のくせに長い髪をしているが、手入れはしていないようでボサボサだ。ヒゲも伸ばしっぱなしだし、顔だけ見たら浮浪者にも見える。




だが、見た目に騙されてはいけない。珍しいことに魔力を持っており、戦闘能力は高いのだ。さらに冒険者どもの心も掴んでいるので、頼りになる仲間という扱いをしている。



「なら仕事は終わりだ。宿で飯を食ったらすぐに寝ろ」


冒険者たちは「うぃーす」とやる気があるのかないのかよくわからない返事をしながら、宿に入っていく。俺は雇った冒険者の数が減っていないことを確認してから、後に続く。




冒険者たちはいくつかのグループに別れて、飯を注文していた。




ウェイトレスは十代後半ぐらいの女性が二人。浅黒い肌に黒い髪の女性と青髪に色白の女性だ。他にも何人か見知らぬ女性がいる。胸が大きくはだけた服を着ているので、食べ物だけではなく自分たちの体も売っているのだろう。




ゼルマから女を買うなとは言われていないので、冒険者たちがウェイトレスを連れて部屋に消えていっても、注意するつもりはない。




これから危険なエリアに入るのだから、今のうちにいろいろと発散させておいたほうがいいだろうという判断だ。




汚れがこびりついた、年季の入った木の板の上を歩いて、カウンター席の端に座る。



「定食を一つ」

「あいよー！」


少し太めなおばちゃんに注文した。鍋から赤いスープをお椀に入れて、別の皿に入った硬そうなパンを俺の前に置く。




スープを一口飲む。塩味がきついが、疲れた体にはちょうどいい。




冒険者たちが暴れないか監視しながら、黙々と食べ続ける。



「隣に座るわよ」


声をかけたのはローザだ。他にも席が空いているのに、わざわざ俺の隣に座ってきやがった。



「飯は冒険者たちと食べればいいんじゃないか？　優しくしてもらえるぞ」

「金も権力も持ってない男に、興味ないの」


リヒトの女をしていたローザだったが、コイツだけが金と権力目当てで近寄っていた。愛する人ではなく、自らの欲望を満たすためだけに利用していたのだ。




一緒にパーティを組んでいたときは、そんな素振りは見せなかったが、今は堂々と表に出している。奴隷になってしまったことだし、もう自分を偽ることはやめたんだな。



「俺も金や権力は持ってないぞ」

「騎士様になったんだから、冒険者よりマシよ」

「…………」


ローザを抱こうなんて思わないが、事実なので反論しなかった。




黙った俺を見て、勝ち誇った顔をしたローザが定食を注文する。すぐに料理がきたので、一緒に食事をすることになってしまった。



「ねえ、今回の件はどこまで把握しているの？」


食事の手を止めてローザの顔を見る。




目が、今まで見たことがないほど真剣なものだった。



「私は奴隷だし、こんなときでない限りラルスと二人で食事する機会なんて作れない。お願いだから、知っていることを教えてほしいの」


教会騎士遠征について聞くため、俺に近づいたのか。そこら辺で騒いでいる冒険者より何も知らない状況なので、不安を感じても不思議ではない。




ヤンにいたころであれば、護衛をしているソフィーから情報を仕入れていただろうが、アクラにきてからは雑用ばかりさせられ、情報が一切入ってこないのだろう。部屋を掃除していて、突然、呪われた地で有名なグティバーグ戦場跡に行くと言われれば、不安になるのもわかる。




これから一緒に戦う仲間だ。ある程度は教えてやってもいいか。



「遠征は失敗する」


冒険者や店の人間に聞こえないよう、小さい声で事実を端的に伝えた。




その効果は劇的で、ローザは目をまん丸と開いて驚いている。



「その話、マジよね？　私が奴隷だからって、適当なことを言ってないわよね？」

「違う。俺はそういう人間じゃないぞ」

「……そうだったわ。ラルスは良くも悪くも、誰にでも優しくて真面目なのよね」

「悪くという部分は余計だろうが」


心当たりがあるので言葉に力はない。とはいえ、長い付き合い——腐れ縁になったローザに、最後の抵抗として突っ込みだけは入れておいた。



「それで、アンタたちはどうするつもりなの？」


黙って巻き込まれるだけではないだろう。そういったメッセージなのだろうが、ローザの期待には応えられん。




教会や国への義理立てとして、最低でも頑張って戦いましたと言える程度の実績は必要で、サボることは許されない。真面目に参加しながら、一定の成果を残す必要があるのだ。




そのうえで、被害は最小限に抑えなければいけない。ゼルマも悩んでいて結論は出ていない。だから言えることは一つ。



「これから考える」

「これからって……」


呆れた顔をしたローザは、それ以上は言わずに食事を再開した。




まさか何も決まっていないとは思ってもいなかったようで、落胆しているようにも見える。



「詳細が決まったら、可能な範囲で情報を流してやる」


そのぐらいはしてもいいだろう。奴隷の首輪があるから、誰かに情報を漏らす危険はまずない。状況がわかっていたほうが、ローザの動きはよくなるだろう。



「誰かの思惑に巻き込まれて死ぬのだけは嫌よ。まともな話がくることを期待しているわ」

「まともか、難しいと思うぞ」


あのゼルマが、他人に優しい計画を立てることなんて考えられない。今回の教会騎士遠征を利用して、利益を得ようと考えているだろう。



「できるだけでいいわ。私はアンタの優しさに賭ける」


いやいや、なんだその賭けは？




バカなことを言うなと突っ込もうと思って口を開きかけたが、ローザの目が真剣なものだったので止まった。




クソ、俺に期待するんじゃない。




お前を助ける理由なんてないんだぞ。むしろ見捨ててもいいんだ…………が、きっと俺はできないだろう。ソフィーを真面目に護衛し、奴隷になっても生き延びようとするローザを嫌いにはなれなかった。



「…………」


返す言葉が見つからず、会話を打ち切って周囲を見る。




冒険者がウェイトレスを部屋に連れて行く姿があった。バウルもお気に入りの女を見つけたようで、金を渡して二階に上がっていく。



「アンタは買わないの？」


なんて恐ろしいことを聞くんだよッ！　そんなことをしたら、潔癖そうなソフィーに嫌われてしまうかもしれないじゃないか。ゼルマやレギーナだって、その辺は厳しそうに見える。



「バカ言うな。これから仕事だよ」


残っていたスープを一気に飲み干して席を立つ。




逃げるようにして二階に上がっていった。




用意してもらった部屋に入って床に荷物を置くと、貴重品だけを手に持ってすぐに部屋を出る。ベッドに入って寝たいという欲望と戦いながら、疲れた体を無理やり動かして、ゼルマが待つ部屋の前まで移動した。




ドアをノックすると、レギーナが迎えに来てくれた。




体を洗ったばかりらしく、髪が濡れている。ベッドに座っているゼルマも同様だ。妙に色気を感じる二人だ。




今日はこういった誘惑が多いな。




冒険者どもが見たら、思わず手を出してしまいそうになるだろう。



「お待ちしていました。どうぞ」


にっこりと笑うレギーナは、ドアを開けたまま離れていった。



「ラルスです。失礼します」


一応、軽く頭を下げてから入室する。




靴を脱ぎ、ベッドの上で足を組んだまま座っているゼルマの前に立つ。




少し遅れてレギーナが俺の横に並ぶと、ゼルマが口を開く。



「冒険者どもはどうだった？」


声は普通だ。猛禽類のような鋭い目をしているのでわかりにくいが、機嫌は悪くないのだろう。



「おとなしく食事を済ませてから、お楽しみの時間を過ごしています」

「暴れる素振りはないか？」

「はい。冒険者の中でも真っ当なヤツらです。戦力としても申し分はないかと」


冒険者の中には魔力持ちが何名かいたし、無意味に暴れるようなことはしない。さらに俺の命令にも従ってくれる。平民から集めた戦力としては、上等な部類に入るだろう。



「戦場で役に立ちそうならよい」


思いのほか使えるとわかってか、ゼルマは満足そうに笑っていた。もう慣れてしまったが、その野性的な笑みは貴族の淑女がするものではないぞ。



「そろそろ本題に入るぞ」


いよいよ、ゼルマが教会騎士遠征に参加した目的が明かされる。




俺やソフィーの運命を大きく左右する内容となるだろう。



「お前たちも気づいていると思うが、私はこの教会騎士遠征で成果を出して、次期当主候補として名乗り上げる予定だ」


いやいや。気づけるはずないだろッ‼




普通にエルラー家から嫌な役を押しつけられたとか、実は参加するふりをして逃げるとか、そういった話をするんじゃないのか⁉




顔が引きつるのを感じる。




どう反応すればよいのだ？




答えを求めてレギーナを見る。




うんうんと、首を縦に振っていた。




え、わかるのか……。




この場では、俺だけが何も理解していなかったようだ。




疑問は山のようにあるが、とりあえず今の話がエルラー家全体で合意が取れているのか、それだけでも確認しよう。



「この話は、当主様もご存じですか？」

「もちろんだ。アイツらは私が死ぬと思っているようで、特に反対はなかったな。今回の遠征でエルラー家に貢献できれば、次期当主候補として認めると言質を取ってある」


死地へ向かうゼルマに餞別として許可したのか……。




なるほど。エルラー家は、俺たちを全滅前提で遠征に参加させたんだな。逃げ帰ることすら許されないとは思わなかった。



「私は死ぬつもりなどないが、成功させても問題になる。教会騎士遠征の成功をもって、エルラー家やロンダルト王国に貢献したと言うのは難しいだろう」


そのとおりだ。教会の権威は地に落ち、不要な人間は死ぬ。もしくは、弱体化することが望まれているのだから、フリード陛下は教会騎士遠征の成功は認めないだろう。



「そこでだ。我々は、遠征には失敗しても生き残り、そしてエルラー家の利益になるようなものを持ち帰る必要がある」


今の言葉にどれほどの無茶が含まれているか、ゼルマは理解しているのだろうか。




死地から生還するだけでも奇跡や偶然が必要となるのに、さらにエルラー家に貢献できるものを持ち帰るだと？　そんなことができたら、誰だって苦労しないぞ。



「何を持ち帰るのでしょうか？」

「私たちは戦場で散ってしまった、英雄や貴族たちの武具を手に入れる。特にロンダルト王家の宝剣もしくは、エルラー家当主が所有していた家宝の盾が欲しい」



王家の宝剣か、エルラー家の盾？　グティバーグ戦場跡の戦いには王族だけではなく、エルラー家も参加していたのか。






ほぼ全軍が投入されたという戦いだ。兵士を鼓舞するために王族が参戦し、その配下としてエルラー家も同行していたということなのだろう。



「宝剣を手に入れて、王家に恩を売るという考えでしょうか？」


質問をしたのはレギーナだ。




宝剣とは、その家の誇りを具現化した物だ。特殊な能力が備わっている場合も多い。




それが失われたままでは家に力がないと周囲に馬鹿にされてしまうため、奪われてしまったのであれば、どんな方法を使ってでも取り戻さなければならない。そういった類いの貴重品である。




グティバーグ戦場跡にはそういった宝剣などの武具が、アンデッド化した貴族たちとともに残されているのだ。すべてはイカレたネクロマンサーが暴れたせいである。



「そのとおりだ。エルラー家の盾を持ち帰った功績、もしくは王家への恩で周囲を納得させる。もう、女だから戦えない、役に立たないとは言わせないぞ」


最後の言葉は、長年の恨みが積もったような声だった。




深く暗い、海の底から這い出てきたような感情を吐露したゼルマは、決意の込もった目をしていた。



「今回の遠征には教皇も参加する。王家は彼の死をもって、遠征を失敗させようと考えているのだ。その思惑に巻き込まれないように動きながら、必要な物を回収するぞ」


教会の威信を回復させたいのであれば、教皇の参加は重要だ。必須とも言える。




これで教会騎士遠征が成功すれば「教皇の力によって土地を取り戻した」と宣伝でき、権威は再び高まるだろうし、解放した土地に対して口を出すこともできる。いくつもの教会を建設することも可能だ。そこまでの結果を出してしまえば、枢機卿たちは教皇を支持するしかなくなるだろう。ペラギス枢機卿だって例外ではない。




だが一方で、失敗してしまえば、教会の力はそんなものかと下に見られてしまう。しかも主戦力だった教会騎士や異端審問官の数も減るだろうし、力で押さえつけていた邪教団や精霊信仰の民たちが活気づく。教会が政治に関わる余裕はなくなり、資金集めも困難になる。昔のように、民へ寄り添った教会運営をするしかなくなるだろう。



「ゼルマ様の長年の夢、レギーナも全力で支援いたします！　どんな困難が訪れても必ずお守りいたします」


胸に手を当てて宣言したレギーナを優しい目で見つめたゼルマは、次に俺のほうを向く。



「私がエルラー家の当主になれば、お前とソフィーを解放しよう。当然、貢献した分の報酬も渡す。だから全力で協力しろ」


王家の狙いどおり教会の権威が地に落ちれば、ソフィーの安全は約束されたようなものだ。貴族の力に頼る必要はなくなる。




ゼルマも当主になってしまえば、俺やソフィーの力は不要になるだろう。ヤンの運営が上手くいき、他家への恩を使えば爵位を上げるのも不可能ではない。




今回の計画は、ゼルマだけでなく俺にも意味のある内容だ。



「もちろんです。私もゼルマ様が当主になるよう全力で支援いたします。レギーナ卿が守りであれば、私は攻めを担当いたしましょう」


レギーナの姿をまねて、俺も胸に手を当てて宣言した。




その姿を見て、ゼルマは野性的な笑みを浮かべて満足そうにしていた。






◇　◇　◇





教会騎士に囲まれながら教会に入った私は、小さな個室に案内されました。




自由に使っていいそうです。




使い込まれた木製の机と椅子が一脚ずつ。あとは硬いベッドがあるだけの質素な部屋で、小さな窓からは中庭が見えるようになっています。




典型的な地方の教会といった見た目ではありますが、少しだけ聖女養成施設にも似ているので、懐かしさを感じてしまいました。あのころは貧しかったけど、楽しいことも多かった日々でしたね。




長旅で疲れたので椅子に座りました。ガタガタと揺れたので、足をブラブラとさせながら揺らして遊んでいましたが、すぐに飽きてしまい暗くなりかけた外を見ます。当たり前ですが誰もいません。



「ラルスさんたちと、会えませんでした……」


教会騎士は私の護衛に張り切っているようで、トイレ以外の時間は馬車から出してもらえませんでした。食事も馬車の中という徹底ぶりです。今もドアの前には教会騎士が立って、交代で監視しているようですね。




彼らがペラギス枢機卿の命令によって動いているのは、間違いありません。




私が死なないよう厳重に管理しようとしているのでしょうか。非情に窮屈です。




ラルスさんと出会う前に戻ってしまったような、そんな孤独感を覚えます。



「よろしいでしょうか」


ドアのノック音に続いて女性の声が聞こえました。私と一緒の馬車に乗っていた教会騎士——アレッサですね。




窓ガラスに映った自分の顔を見ると、少し暗い表情をしていました。これは聖女っぽくない……。




アレッサは元聖女という私を崇拝しているので、この状態じゃダメですね。気分は暗いままですが、せめて見た目は清楚で安心するような女性を演じましょう。




聖女時代に訓練して身につけた、自然に見える笑みを浮かべます。



「これで大丈夫ですね」


窓ガラスに映る私は、聖女と呼ぶに相応しい顔をしていました。




これ以上待たせたら悪いので入室の許可を出します。



「どうぞ。入ってください」

「失礼します」


声が聞こえるのと同時にドアが開きました。入室したアレッサは、青い髪を肩まで伸ばしていて、やや冷たそうな顔をしています。彼女は教会の汚い部分が嫌いで純粋な方なので、そういったところは、聖女時代の私に似ているかもしれません。



「ゆっくり休めるのも、この街が最後となります。体調はいかがでしょうか？」


アレッサは直立したまま動きません。自分で言うのも恥ずかしいのですが、憧れの相手を前にして緊張しているのでしょう。




もう何日も一緒にいるのに慣れる気配はありませね。



「大丈夫ですよ。元気です」

「よかった……」


ほっとしたような表情をしていますが、緊張は抜けていない様子。この状況が続くと私まで疲れてしまいます。もう少し仲良くなる努力をするべきでしょう。



「せっかく来てくれたんですし、一緒にお茶でも飲みませんか？」

「え、あ、はい！」


なぜか、さらに緊張されてしまいました……。




外に待機している教会騎士の方に、お茶を持ってきてくれるようお願いしてから、私は椅子に座ってアレッサを見ます。



「どうぞ。座ってください」

「ありがとう、ございます」


まだ緊張しているようで、声が上ずっていますね。




ぎこちない動きをしながらも私の正面に座ってくれました。



「もう私は聖女ではありません。貴族に仕える神官でしかなく、教会内で言えばアレッサさんのほうが立場は上なんですよ？」

「そ、そんなことは関係ありませんッ！　ソフィー様は何も変わりませんからッ！」

　アレッサがここまで私を崇める理由には、心当たりがあります。


聖女就任直後に、魔物で傷ついた人々をまとめて『エリアヒール』で回復させた所を見たのでしょう。あれは酷い現場でした。確かに普通では絶対に助けられない人たちも多かったので、全員を助けたときは非常に驚かれました。




そのときの噂が広がったこともあって、一時は死者ですら蘇らせることができるといった嘘まで出てしまい、否定するのが大変だったのを思い出しちゃいました。




死んだ者は生き返りません。




いえ、正確に言うと、元には戻りません。




生き返ったように見えても、何かが欠けたアンデッドになるだけです。




アンデッドの作り方は知っています。そんな恐ろしいこと、私にはできませんが、もしラルスさんが死んでしまったときは……いえ、こんなこと、考えてはいけません。会話に集中しましょう。



「お互いの立場を忘れて、友達として話すというのはどうですか？」

「お、恐れ多いです！　無理です！　ソフィー様、勘弁してください！」


普通に接してもらうのは難しそうですね。堅苦しい感じは嫌だったのですが。




無理強いするのもよくないですし、諦めましょう。



「では、そのままで話しましょうか」

「はい。よろしくお願いします！」


これから戦いに挑むような雰囲気を出しているアレッサに、思わず笑ってしまいました。



「今回、私の護衛に派遣された教会騎士ですが、彼らはみんなアレッサさんと同じ、第一教会騎士団に所属している方々ですか？」


ロンダルト国内で活動している教会騎士団には五つの種類があり、それぞれ第一〜第五教会騎士団と呼ばれます。アレッサさんは第一教会騎士団に所属していて、教会内でも地位の高い要人の護衛が仕事です。




実力と信仰心の高さ、容姿までもが求められるので、第一教会騎士団への入団を希望しても、入れる方は僅かなんです。アレッサさんはエリートなんですよね。



「いえ。彼らは第五教会騎士団から派遣されたようで、第一教会騎士団に所属しているのは私一人だけです」


第五教会騎士団とは、信仰心の低い問題児を集めた所です。実力はあるんですが、荒っぽい人が多いのが特徴ですね。




元聖女である私の護衛につける人材としては、不適切でしょう。そんな方々が、エルラー家に派遣されて私の護衛をしている。その事実について深く考える必要がありそうでした。



「第五教会騎士団の方ですか……」


反応を見たいため、あえてアレッサさんにも聞こえるように呟きました。



「やはり気になりますよね！」


身を乗り出して、アレッサさんが顔を近づけてきました。




私が第五教会騎士団に不満を持っていると勘違いして、嬉しそうにしています。目がキラキラとして、想像以上の変化。少し引いてしまいました。



「前から思っていたんですが、彼らはソフィー様の護衛に相応しくありません‼　ペラギス枢機卿が強引にねじ込んだから仕方なく受け入れましたが、本来であれば近くにいることすら許されない存在なのですッ‼」


狂信と言っていいかもしれない目をしながら急に立ち上がり、熱弁しています。




私としては、第五に限らず教会騎士団自体が苦手なんですが、さすがに思っていても言えませんね。



「今回のメンバー選定は、ペラギス枢機卿が中心で考えられたんですね」

「そうなんです。当初は第一教会騎士団で進めていたところを急に変えられたのです！　せっかく、またソフィー様のお役に立てると喜んでいたのに‼」


熱く語っている姿を前にして、私の心が急速に冷めていくのを感じます。




アレッサさんの気持ちはありがたいし、本音で語っているのでしょう。ですが、あなたはラルスさんと違って、本当に必要としているときに助けてはくれませんでした。どうしても薄っぺらいと感じてしまいます。



「私はペラギス枢機卿の横暴が許せません‼」


途中から口を出せば、アレッサさんみたいな反応があるのはわかっていたはず。それでもペラギス枢機卿は、一度決まったことをひっくり返すほどの無茶をしたんですね。




第一教会騎士団はもちろんのこと、最初に計画を進めていた司教辺りにも恨まれたのは確実。それでも第五教会騎士団をねじ込まなければいけない理由があった。そういうことでしょう。




考えられる可能性としては、第五教会騎士団を使って私を暗殺すること。遠征の失敗はほぼ確定で、教皇とその周辺だけが、最後のチャンスだと張り切っている状態です。




ペラギス枢機卿が、用済みになった私は切り捨てても問題ないと、そう考えていても不思議ではありません。むしろ元聖女の力を発揮して、万が一にでも教会騎士遠征を成功させてしまうことを危惧しているかもです。




他に考えられるとしたら、問題児の処分でしょうか……。いえ、周囲の反感を買ってまでやるにはメリットが薄いですね。まだ、私の処分説のほうがありえます。



「ペラギス枢機卿といえば、遠征に出る直前にお会いした際、変な頼みごとをされたのを思い出しました」


ペラギス枢機卿の狙いを考えていると、アレッサが妙なことを言いました。




頼みごとですか。枢機卿が、一介の教会騎士にするなんて珍しいですね。確認する必要があります。



「どういった内容でした？」

「確か……とにかく護衛に専念してほしい。遠征の方針には口を出すな、だったと思います。私がソフィー様の命令に従わないとでも思ったのでしょうか？　確かに団長なら遠征のために張り切りそうですが、私はソフィー様にしか興味ありませんからね。余計なお世話ですよ！」


最後のほうは頬を膨らませながらしゃべるといった、器用なことをしていました。




感情が強すぎて理解できない部分もありましたが、ペラギス枢機卿の狙いが少しだけわかった気がします。




第一教会騎士団の団長は出世欲が強いと聞いたことがあるので、下手に私の近くに置いておけば、独自の計画を立てる可能性があると危惧したのでしょう。だから第一騎士団から第五騎士団に護衛メンバーを入れ替えたと。アレッサさんは、同じ女性で私の熱狂的な信者でもあるから、最後の守りとして残したのかもしれません。




この事実から読み取れるメッセージは、余計なことはするな、でしょうか。




私の妄想で、間違っているかもしれませんが、おとなしく教皇であるカリウス三世が死ぬのを見届けてから帰ってこい。ペラギス枢機卿に、そう言われた気がしました。






◇　◇　◇





朝になり、俺たちは泊まっていた街を出て、グティバーグ戦場跡に向かって進んでいた。




しばらくは平原が続いたが、二日ほど経過すると緑が少なくなり、地面の露出が多くなる。村があるのもここら辺まで。これより先に人が住む場所はなくなるはずだ。




当然、食料の確保も難しくなる。




今後は大量に運んでいる保存食に頼ることになるだろう。




教会騎士の守りは固く、ソフィーとは話せないままだ。女性の教会騎士は、目が合うだけで歯をむき出しにして威嚇してくるので、近づくのも躊躇ちゅうちょする。俺は、あからさまに邪魔者扱いされていた。



「遠征に参加した貴族の部隊がいますね」


レギーナが前方を指さした。その先にいるのは百人程度の兵だ。遠目からは装備の質はわからないが、隊列に乱れがないので志願兵ではなさそうである。中心には馬車が二台あり蛇の旗を掲げているので、貴族が率いる兵の集団と思っていいだろう。



「あれはクスン男爵家ですね。バイエン公爵の派閥に所属しているので、今回の遠征にも参加したのでしょう」


敵対派閥の男爵様か。お近づきにならないほうがよさそうだ。



「あちらにも人がいますが、難民、いえ盗賊でしょうか？」


レギーナは貴族の集団から大きく離れた後方に、みすぼらしい服を着た集団を発見して、疑問を口にした。



「志願兵だと思います」


魔物から逃げてきた難民のようにも見えるが、彼らの手には錆の浮いた剣や槍、こん棒などがぶら下がっている。街で集めていた志願兵とみて間違いない。




歩き疲れているようで、途中で倒れて離脱する者もいそうなぐらい頼りない。




使い捨てるために集めたという現実を見せつけられてしまった。



「あれが……アンデッドと戦えるのでしょうか？　戦力になるとは思えません」


レギーナの指摘は正しい。アンデッドを撲滅する戦力として見たら、頼りなさすぎる。だから、別の使い方を考えているのだろう。



「肉壁になればよいとの判断かもしれません。ここから先は無人の荒地が続くわけですし、逃げ出すことはできません。どんな無茶な命令でも従うでしょう」


近くに人間が住めるような場所があれば逃げ出すこともできただろうが、グティバーグ戦場跡の周囲は、無人の荒野が続き、人類の生存圏へ戻るのには数日かかる。




仮に戦場から逃げ出したとしても、呪われた土地で体力を削られて衰弱死するか、アンデッドに殺されるか、餓死する未来しかない。命を優先するのであれば今が引き際となるのだが、帰る場所のない彼らがここで離脱しても山賊になるしかなく、結局は討伐される。何を選んでも死が待っているというわけだ。




集められた志願兵たちは、権力者に振り回されて終わるしかない。




魔力やギフトを持っていなければ、俺も同じ立場になっていたかもしれないと思うと、少しだけ胸が痛くなってしまった。




クスン男爵家の一行は、志願兵を連れていることもあって、進行のスピードが遅い。




俺たちのほうが早いので、ギリギリ目視で確認できる距離を維持しながら追い抜かして先に進む。




しばらくすると、地面に穴や道をふさぐような岩が出現するようになった。定期的に砂埃が舞い、目に入れば一時的に視界が失われてしまう。環境が非常に悪い状態だ。




遠くには砂が舞った塊のようなものが、いくつも見える。人間の集団が歩いているから発生するのだろう。要するに、局所的に砂埃が出ている場所には別の部隊があると思ってよい。近づきすぎないほうがお互いのためになりそうだ。



「大変な場所に来てしまいましたね」


馬に乗りながら、腕で口と鼻を押さえているレギーナが呟いた。




騎士や貴族はこういった悪環境には慣れていないようで、つらそうにしている。長い髪は埃でボサボサになっているのが、隣にいる俺からでもわかる。




布を二枚取り出す。そのうちの一枚を俺の鼻と口を隠すように巻いてから、馬を移動させてレギーナに近づく。



「その状態だと戦いにくいかと。見た目は悪いかもしれませんが、これで鼻と口を覆ったほうが楽ですよ」

「なるほど。勉強になります」


俺から布を受け取ったレギーナは見様見真似で、口と鼻を隠すようにして巻いた。



「少し楽になりました。ありがとうございます」


顔は隠れているが力なく笑っているようにも見えた。




レギーナでこの状態だ。ゼルマが外に出たら機嫌が悪くなりそうだな。



「今日の昼過ぎには呪いが発生している地域に入るそうで、そうなったらもっと酷い状況になると思います。今のうちから慣れたほうがよいかと」

「そうですね……頑張ります」

「一緒に頑張りましょう」


そう言って、手綱を操作してレギーナから離れ、周囲の警戒に戻る。




その後、魔物との遭遇頻度は一気に下がり、エルラー家の部隊は順調に行程を消化していった。




太陽が頂点に達したのを確認しながら、保存食である干し肉を噛んでいると、周辺が急に薄暗くなる。同時に寒気を感じ、力が抜けていくような感覚もあった。




呪われた大地に入ったのだ。




ソフィーが乗っている馬車を中心に淡い光が円形状に広がると、脱力感はなくなる。聖魔法によってこの辺りを浄化したのだろう。




これは一時的なもので、発生源を絶たないと呪いは復活するはず。これが、この地が解放できなかった理由の一つである。




とはいえ、今は快適に過ごせているのだ。何も問題ないだろう。



「グティバーグ戦場跡に入りました。予定どおり合流地に向かいましょう」


俺の言葉にレギーナは無言で頷くと、警戒を強めた。




これから先何が起こるかわからない。今回もまた油断せずに戦い、ソフィーと一緒に生き残ろう。




グティバーグ戦場跡





グティバーグ戦場跡に作られた拠点に着いた。呪われた地に人々が集結している。全体の数はわからないが数万は下らず、大小さまざまな天幕が張られていた。




食料補給の部隊も到着すれば、頼もしい拠点として機能してくれることだろう。




俺たちは、拠点から少し離れた場所に止まると、野営の準備を始める。冒険者たちは野営に慣れているので、順調に天幕を組み立てていた。




この作業が終われば、冒険者たちはゼルマが寝泊まりする豪華な天幕を作る予定である。




ゼルマは教会騎士遠征の総責任者——教皇や取り巻きとの話し合いがあるようで、レギーナを連れてどこかに行ってしまった。俺はこの場の守護を任されている。



「さっさと組み立てるぞッ‼」


声がしたほうを見ると、教会騎士たちが天幕を組み上げていた。不慣れな感じはするが、作業自体は進んでいるようだ。近くでソフィーが見守っていて、隣には女性の教会騎士が護衛として控えている。




移動中は別の部隊として活動していた。お互いのことを知らない状態なので、そろそろ関係を深める時期だろう。




天幕の組み立てを冒険者たちに任せてから、ソフィーに近づく。予想どおり女性の教会騎士が俺の前に立った。



「何の用でしょうか」


声は冷たく、目は鋭い。




わかりやすいほど警戒心をあらわにしていた。



「これから一緒に行動するんだ。挨拶に来ても不思議ではないだろう？」

「わかりました。挨拶は受け取りましたので、早く立ち去ってください」


言うじゃないか。コイツは話が通じそうにない。




どうしようかといった視線を、女性の教会騎士の後ろにいるソフィーに向ける。




眉を下げて困ったような顔をしていた。



「アレッサさん。私たちは、ラルスさんや冒険者と一緒に戦う仲間です。そんな言い方はよくありません」


ソフィーに注意されて女性の教会騎士、アレッサが驚いた顔をして後ろを見た。



「ど、どうしてですか⁉　貴族の力など借りずとも、我々だけで十分です！」

「私はゼルマ様の神官です。協力しないという選択肢はありません。もし同意できないのでしたら、この場から去ってください」

「で、ですが⁉」

「言い訳をするのですか？」


珍しく強い言葉を使って、ソフィーが言い切った。それほどアレッサの言動が目に余ったのだろう。




騒動を聞きつけた他の教会騎士たちも近づいてきて、周囲が騒がしくなってくる。



「なんかあったのか？」


ヒゲを三つ編みにした、何とも個性的な教会騎士が声をかけてきた。顔にはいくつもの斬り傷があり、歴戦の戦士といった見た目をしている。




アレッサは俺を見たとき以上の嫌悪感を出しながら、黙っていた。




邪魔される前に動いてしまおう。



「ラルスだ。挨拶をしに来た」

「そっちから来てくれたのか。悪いな。俺はマティアスだ」


お互いに握手すると話を続ける。



「これからは、ゼルマ様の指示に従って行動してほしいのだが、問題ないか？」

「もちろんだ。と言いたいが、我々はソフィー様の安全を優先して動く」


これはゼルマとソフィーのどちらか一人を助けなければいけない場合、ソフィーを優先すると言いたいのだろう。




納得はできないが教義に関わることでもありそうだ。考えを変えてもらうのは難しそうだが、一応注意だけはしておくか。



「ソフィーの安全を確保したい気持ちはわかる。否定はしないが、ゼルマ様の命令も聞いてもらうぞ」


握った手は離さないまま笑顔で言い切る。




俺だってゼルマよりソフィーを優先したい気持ちはあるが、それを理由に部隊がバラバラに動いてしまえば、死ぬ確率も高まる。




ゼルマの命令に従って困難な任務を乗り越えた先にしか、安全な未来などないのだ。少なくとも俺はそう思って行動している。こいつらに邪魔などさせない。



「わかってる。さっきの話は極端な場合だけだよ。ペラギス枢機卿にも言われているし、ゼルマ様の命令には従うさ」

「わかっているなら問題ない」


お互いに笑いながら手を離すと、マティアスはアレッサを見る。



「というわけだ。我々はゼルマ様の傘下でアンデッドどもと戦う。異論は受け付けないからな」


彼の言葉に納得できないのだろう。アレッサが抗議しようと口を開くが、ソフィーに腕を引っ張られて止められてしまう。



「協力しますか？　しませんか？　この場で決めてください」


ゾッとするほど冷たい声だった。




ソフィーは本気で怒っている。ここで協力しないと言えば追い出され、立ち去るしかなくなるだろう。




アレッサは開きかけた口を閉じると、悔しそうな表情を浮かべながら俺とマティアスを睨み、最後にソフィーのほうに顔を向ける。



「協力……いたしま…………す」


非情に不服そうな声ではあったが、なんとか了承する言葉を引き出した。




先ほどまで険しい顔をしていたソフィーは一転して、ほれぼれするような笑みを浮かべる。



「護衛はラルスさんに代わってもらいます。マティアスさんを手伝って天幕の組み立てをしてください」

「な、なぜですか⁉」

「今までずっと別行動していたからです。拠点に着いたのであれば、私はゼルマ様と一緒に行動するべきです」


ここは呪われた地だ。何が起こるかわからないので、ゼルマの近くに聖魔法が使えるソフィーがいたほうがよいのは間違いない。重要人物は、まとまっていたほうが護衛しやすい。それにだ。アレッサを見る限りソフィーにやや過剰な好意を抱いていそうなので、ゼルマの前に出すと話がややこしくなるだろう。ソフィーを優先しなければ許せない。そんな考えを貫こうとしたら、邪魔にしかならないからな。護衛を入れ替える話は、感情を抜きにしても賛成だ。



「私が一緒にいてもいいじゃないですかッ！」

「一人で十分です。またアレッサさんに護衛をお願いするかもしれませんし、今回は引いてもらえませんか？」


そんなことを言われてしまえば、アレッサは拒否できない。




まだ完全には納得していないだろうが、自らの考えを捻じ曲げてでもソフィーの言葉にうなずく。



「……わかりました。ソフィー様に相応しい天幕を作ってきます」


奪い取られたとでも思ったのだろうか、噛みつきそうな顔で俺を睨んでから、マティアスと一緒に天幕を組み立てに行ってしまった。




俺は、教会騎士に恨まれる呪いでもかけられているんだろうか……。






◇　◇　◇





私の横を歩くレギーナが、目の前にある巨大な天幕を指さした。



「ゼルマ様、到着しました」


これからカリウス三世が全体の方針を発表するため、私を含めたすべての貴族が呼ばれている。




護衛は一人までと言われたので最初はラルスを選ぼうとしたが、ソフィーの元婚約者と出会ったらトラブルが起きそうだったので、今回はレギーナを連れている。




敵対派閥であり、ヤンを攻撃してきたバイエン公爵やハリー子爵も集まってくるだろうが、教会騎士遠征の失敗とともに没落するヤツらだ。もう気にする必要はないだろう。



「中に入る。何があっても手は出すなよ」

「はッ！」


レギーナが短慮な行動に出るとは思わないが、念のため命令だけしておく。ロンダルト王家から届いた書状をぶら下げながら、天幕の出入り口を守る教会騎士に話しかける。



「エルラー家の当主代理として参加したゼルマだ。中に入らせてもらう」

「書状を確認しました！　お入りくださいッ！」


道を譲るために教会騎士は、数歩下がって頭を下げた。




教育は行き届いているようで、貴族に対する礼儀はちゃんとしているな。同じ教会騎士でも、私に派遣されたヤツらとは全く違う。




レギーナが前に歩いて、天幕の入り口にぶら下がっている布を上げる。



「ありがとう」


通り過ぎる直前に小さな声で礼を言ってから、中に入った。




天幕の中心には円形状の大きな木製のテーブルがある。最奥はカリウス三世の席だ。まだ来ていないようで、姿は見えない。




教皇の席の隣、そこには呪われた地に相応しくない可憐な少女がいた。彼女はロンダルト王家の第一王女であり、十五歳を迎えたばかりのコルネリア・ロンダルトのはず。王族としての責務を果たすべく、今回の教会騎士遠征に参加すると事前に聞いていた。




王家には二人の王子と三人の王女がいる。第一、第二王子は次期国王とそのスペアという関係で、今回の教会騎士遠征には派遣されず、コルネリアより下の第二、第三王女は十歳にも満たない子供だ。この二人を派遣しても、小さい体では呪われた地に耐えられないだろう。




消去法でコルネリアが選ばれたのだ。




家のために死ね。




ある意味、そんなことを言われているような状況で、私と似たような境遇であった。




自らの欲望を優先するようなフリード王や第一、第二王子には嫌悪感しか湧かないが、コルネリアには親しみを感じる。彼女が生き残れば王家の思惑はともかく恩は売れるので、機会があれば助ける判断もあり、か。




バイエン公爵やハリー子爵はまだ来ていないが、他の貴族たちはすでに着席している。同じ派閥に所属している貴族も数名いるようだが、王家への義理立てとして参加しているだけ。私と同じように死んでも惜しく思われないヤツらなので、家の中でも立場の低いやつらばかりだ。




コルネリアに挨拶をしてから入り口の近くにある椅子に座ると、レギーナが後ろに立って周囲を警戒する。




これから死ぬやつらと無駄話をするつもりはないので、腕を組みながら残りの到着を待つことにした。



「いやいや、お待たせした」


私が天幕に入ってから数十分すると、豚が鳴いたような声が聞こえた。




入り口にカリウス三世がいる。相変わらず丸々と太った体型をしていて、見苦しい。ハゲた頭からは汗が浮かんでおり、離れていても見ているだけで臭ってきそうだ。




ヤツを守るように、両隣には豊富な魔力量を内包した人間が二人、フードをかぶって立っている。教皇の切り札、泣く子も黙る異端審問官だろう。腰には剣をぶら下げていて、剣呑な雰囲気を放っていた。




ズカズカと遠慮なく入ってくると、その後ろからバイエン公爵家の新当主ドライクとハリー子爵の当主コアトの姿が見えた。どうやら一緒に来たようだ。




周囲に対して、カリウス三世と親密な仲だといったアピールが目的か。聖女のエレノアが来ていないのは、この場に不要だと判断されたからだろう。




バイエン公爵は家が傾いているので、教会騎士遠征にすべてを賭けている。派閥にいる貴族どもを強制参加させていることといい、教会騎士遠征を成功させて返り咲きたいという狙いがあるのは間違いない。




円形のテーブルを回るようにしてカリウス三世が歩き、バイエン公爵も続く。先代当主は暗殺されたうえに長男も死亡したので、この男が後を継いだ次男だ。周囲を強引に黙らせて当主になったようで、一部の家臣はドライクを認めていないらしい。王家から教会騎士遠征で相応しい器があると示せ。そう言われているとも聞いている。




カリウス三世に負けず劣らず、バイエン公爵も太っている。生理的に無理だ。二人そろうと二倍で気持ち悪い。




最奥の席にカリウス三世が、その隣にバイエン公爵が座る。反対側では先に座っていたコルネリア王女が、二人に笑顔を向けていた。あんな気持ち悪い男に愛想を振りまけるとは、なかなかよい根性をしている。見た目とは違って強かなのかもな。




ちなみに、コアトは身分が低いので近くにはいない。私の正面に座ることになった。




睨みつけてきているようだが、相変わらず負け犬のような顔にしか見えん。意味もなく叩きのめしたい気持ちが湧いてくる。




仕方がない。少し期待に応えてやるか。




声には出さず口だけ動かす。



『また、叩き潰してやる』


言いたいことは伝わったようで、コアトの顔が真っ赤になった。テーブルに手を叩きつけて立ち上がる。



「お前ッ！　調子……に……」


最初の一言だけは勢いがあったが、カリウス三世やバイエン公爵から好ましくない視線を向けられていることに気づき、徐々に弱くなっていく。




ちょうどカリウス三世が挨拶しようとしていたところだったので、タイミングが悪かったのだ。



「ハリー子爵、調子でも悪いのかね？」


バイエン公爵が、問い詰めるような雰囲気をまといながら言葉を放った。




天幕に老執事は連れてこなかったようで、ここから挽回できないだろう。




思慮が浅いのは変わらず、成長の見えない男だな。



「そ、そんなことはありません……失礼いたしました」


コアトは頭をガクッと下げて力なく座った。




バイエン公爵からの追求はなかった。身内なのでこの程度の攻撃で終わらせたのだろう。もし私が同じようなことをしていたら、徹底的に追及されていたはずだ。




視線を見たくもないカリウス三世に向ける。



「それでは、挨拶をお願いします」

「うむ。任せるがよい」


顎についた肉をブルルと揺らしながらうなずくと、カリウス三世は立ち上がった。




両手を広げて、天幕中に響き渡るような大きな声を出す。



「敬虔な信徒たち、よく集まってくれた！」


ロンダルト王国のほぼ全員が教会の敬虔な信者ではあるが、それは平民に限っての話。貴族に限定すれば、敬虔な信徒とはほど遠い位置にいる。利害が一致しているから入信しているだけで、本気で神を信じているヤツはいないだろう。




魔力を持つ我々は、神よりも魔法の力を信じることのほうが多いからな。力なき平民とは根本的に違うのだ。



「これからアンデッドに奪われた土地を、人の手に取り戻す作戦が始まる。それは、非常に困難な道になるだろう」


カリウス三世は周囲を見回しながら悲しそうな表情を浮かべている。中身を知っているので演技臭くて見てられないのだが、どうやら私の正面に座るコアトは雰囲気に飲まれているらしく、真剣な顔で話を聞いていた。



「正直に告白しよう……私は教会騎士遠征を発表してから、不安で眠れない日々が続いていた」


顎の肉をぷるぷると震わせながら首を横に振っている。汗が飛び散っているので、周囲は迷惑そうだな。




これがフリード王辺りなら様になったのだろうが、カリウス三世ではギャグにしかならない。しかも、そのギャグを真に受けているヤツもいるのだから、下手な喜劇より楽しめる。




腹を抱えて笑うのを我慢しているのだが、いつまで続けられるだろうか。




まさか、そういった嫌がらせか……？



「だが本日、集まったメンバーを見て、そんな不安は払拭されたッ！　作戦は成功する。そう確信できたのだッ！」


徐々に声のボリュームを上げて、話を聞いている私たちの気持ちを高めようとしている。




狙いが透けて見えるので冷めた目で見てしまうが、悲しいことにコアトを始めとした若く経験の浅い貴族は乗せられてしまっていた。




バイエン公爵の当主は若いながらも理解しているようで、遠巻きで見ているだけに留めている。コアトよりかは現状を正しく理解していそうだ。




さすが教皇と言うべきか、無知者もしくは弱者を上手くコントロールする。その手腕だけは褒めてやろう。



「集まった兵は十万を超えており、バイエン公を筆頭に優秀な騎士も派遣されておる。さらに教会騎士も精鋭を集めてきた。負ける理由が見当たらん！」

　自尊心をくすぐられた貴族たちは、満足そうに笑っている。

「特に、これからロンダルト王国の将来を担う君たちには、期待している！」


演説していたカリウス三世は、テーブルをぐるりと回るようにして歩くと、戦意の高まっているコアトや若い貴族の肩を軽く叩き、一人一人に「期待しているぞ」と声をかけていく。




私のほうにも近づいてきたので軽く睨みつけると、何もせずに頬を引きつらせて去って行った。豚に触らせるほど安い女ではないのだ。




カリウス三世は、最後にコルネリア王女の隣に立って、肩に手を置いた。王女は健気にも無表情を貫こうとしているが、嫌悪感が隠し切れていない。僅かだが眉毛にシワが寄っていた。



「これから我々は、歴史に残る偉業を成し遂げることになる。アンデッドどもを消滅させ、創造神に勝利を捧げようではないかッ‼」


良いこと言ったつもりだろうが、カリウス三世のつばがコルネリア王女の顔に飛んでいた。




最悪だな……。




私なら立場を忘れて斬り捨てていたかもしれない。



「それで、我々はどう動けばよいのでしょうか⁉」


コアトがいきなり声を上げた。




カリウス三世の会話を中断させ、しかも貴族の階級を無視している。子爵が意見を求められていないのに発言するという、マナー違反を犯しているのだ。これがフリード陛下の前であればとんでもない不興を買い、叱咤されていただろう。




だが今回は違う。話に乗せられたコアトを見たカリウス三世の機嫌はよい。笑いをこらえながら説明する。



「この地域一帯を呪われた地にしたネクロマンサーは、スエン港にいる。私は教会騎士団や異端審問官を率いて向かう予定だ」


グティバーグ戦場跡には、ロンダルト王国で最も栄えていた港町があった。そこに、すべての元凶であるネクロマンサーがいると考えられている。




大きな手柄を上げたいカリウス三世は、教会の力だけで攻め落とそうとしているので、引き連れるメンバーを限定したのだ。我々貴族は、金と兵を出したのにもかかわらずのけ者にされる。そう、醜い豚に私は舐められているのだ。許せるはずがない。



「コアトくん、君たちはグティバーグ戦場跡に点在する村や町だった場所を攻めて、アンデッドを倒してほしい」


アンデッドは生前の記憶を引きずっている場合が多いので、人間が住んでいた建物に集まる習性がある。




教会の連中が進軍している最中に横や後ろから攻撃されるのを防ぐため、貴族たちを使って周辺のアンデッドをまとめて撲滅させる計画なのだろう。



「で、ですがッ！」


安全な戦いができる配置だというのに、コアトは納得していない様子で立ち上がった。




言葉にしなくてもわかる。最前線で戦いたいと思っているのだろう。




しかし派閥の長であるバイエン公爵の考えは違うようで、足を小刻みに揺らし、苛立ちながら口を開く。



「コアト君、カリウス三世猊下がお話しになっている最中だ。黙りたまえ」


注意されたコアトは、派閥の長だというのにバイエン公爵を睨みつけた。普通であればありえない出来事である。




バイエン公爵の派閥が消滅寸前の危機という噂話を聞いたことはあったが、本当だったようだ。跡目争いを勝ち残って当主に着いたものの、さまざまな箇所から借りを作っているので借金だらけ。求心力はかなり落ちている。




そういった状況を覆すためにも、参加の貴族を引き連れて教会騎士遠征に参加したのだろうが、上手くいっていないようだな。




私としては共倒れを期待するだけだ。



「「…………」」


二人の睨にらみ合いが続き、しばらくしてコアトが無言のまま座った。




この場はいったん収まったが不満は残ったままで、いつ再燃しても不思議ではない状況だ。




相手が勝手に自滅していくなんて、面白い状況になってきた。




今日は色んな意味で私を楽しませてくれるな。



「では反対はないようなので、我々はスエン港を攻める準備を始める」


満足そうに言い終わるとカリウス三世は口を閉じて、バイエン公爵の当主ドライクが話を引き継ぐ。



「ハリー子爵の他、いくつかの部隊は、私とともにスエン港に近い街や村を占拠する」


私を除くこの場にいる貴族が全員うなずいた。彼らはバイエン公爵家の派閥に入っているので、仲間内で一緒に行動する腹づもりなのだろう。



「コルネリア王女殿下は残りの貴族を率いて、教皇カリウス三世猊下の進行が邪魔されないよう、拠点付近の村や町を占拠していただけないでしょうか」


スエン港付近に到着するまでは王家にアンデッドの排除を任せて、戦力を温存したいという思惑があるのだろう。




道中には王族や貴族が多数滞在していたロドスがある。陸路でスエン港に向かうための中継地として栄えていた場所で、交通の便が良いこともあってロンダルト王国の前線基地として使われていた街だった。




私と同じようにコルネリア王女も王家の家宝回収は狙っているだろうし、攻めに行きたいはずだ。バイエン公爵の提案は魅力的に感じたことだろう。



「もちろんです。各地にある拠点はお任せください」


私の考えを肯定するように、コルネリア王女は反論することなく受け入れた。



「ありがとうございます。ロンダルト王家の力、頼りにしております」


心のこもってない言葉を放ったバイエン公爵は、視線をカリウス三世に送る。豚が豚にアイコンタクトをしたわけで、また気持ち悪い光景を見せられてしまった。



「以上で、会議は終了だ。細かい話はバイエン公爵やコルネリア王女殿下と詰めてくれ」


カリウス三世は立ち上がると、異端審問官を引き連れて天幕から出て行った。




バイエン公爵と他の貴族も続く。残されたのは、王家の義務を全うするために派遣されたコルネリア王女と、当主の座を手に入れるため、賭けに出た私だけだ。



「これからの事を話したいのですが、よろしいでしょうか？」

「もちろんでございます。配下を集めて会議を行いましょう」


私のところからはラルスとソフィーを呼ぶ予定だ。アンデッドとの戦いにおいて、この二人を外すわけにはいかない。




コルネリア王女も軍師か将軍を連れてきているだろうから、顔合わせも済ませておきたい。



「もちろんです……と言いたいのですが、私が呼べるのは百の兵をまとめている現場の隊長だけです。それでもよろしいですか？」


王族が参加しているのに、たった百だと⁉　しかも将軍級は不在。来ているのが隊長レベルだけとは……。




不毛の地であるがために、食料の補給が非常に難しい。どこも数を絞って攻略するという方針なのだが、それにしても少なすぎる。本当に期待されていないのだな。



「コルネリア王女殿下が信頼されている人物なのでしたら、問題ございません」


内心の動揺を抑えつつ返事をすると、コルネリア王女は力なく微笑んでから、後ろに立っていた兵に声をかけたのだった。






◇　◇　◇




　作業を監督中、ローザにゼルマの計画を話して絶望させていると、男性の聖職者が走ってくる姿が見えた。どうやら、目的地は俺たちの天幕らしい。

「ラルスさん、どうします？」


外部からの訪問者はレギーナが対応していたのだが、今はゼルマの護衛に行って不在だ。エルラー家に用があると思われるので、教会騎士や冒険者に任せるわけにもいかない。適任者は俺だけ。悩むまでもないか。面倒だが対応しよう。



「俺が相手する。ソフィーは側にいてくれ」

「はい！」


嬉しそうに返事をすると、なぜか俺の服の端を握った。




アレッサが遠くから睨んでくるが、気にしないでおこう。どちらを優先するかは決まっているのだ。




ソフィーを連れながら歩いて近づくと、聖職者に話しかける。



「ここはエルラー家の天幕だ。何か用か？」

「ゼルマ様からご伝言を承っております。ラルス様にお会いしたいのですが」


聖職者は緊張しているものの、慌てている感じはしない。緊急事態ということではなさそうだ。少しだけ警戒を解く。



「ラルスは俺だ。用件を言ってくれ」

「話したいことがある。ソフィーと一緒に私のところまで来い、とのことでした」


確かゼルマは教皇やバイエン公爵といった地位の高いやつらと、教会騎士遠征の全体方針について話し合っていたはずだ。




その会議に俺が必要なのか？　いや、考えにくい。今更、俺の力を頼ることはしないだろう。教会だけで、この地を解放しなければならないからな。




すると、全体会議の後に用事ができた。その可能性であればありえる。ソフィーも連れて行ってよいのであれば、教皇が待ち構えている線も薄いだろう。変な覚悟を決める必要はなさそうだった。



「ありがとう。すぐに行く」


俺は冒険者を取りまとめているバウルを探す。




少し離れた場所で、天幕を組み立てている途中だった。



「バウル！　少し離れる。この場は任せた！」


声をかけると作業の手を止めて、バウルは片手をあげた。




うぃ〜っす。




そんな声が聞こえた気がする。




周囲も俺が離れ、一時的にバウルが場を仕切る立場になったと伝わっただろうし、ゼルマのところに向かうか。



「行こう」

「はい！」


伝言役として来た聖職者が先頭を歩き、その後を俺が続く。ソフィーは、どこからか取り出した布を顔に巻いてから隣を歩いていた。




元聖女という素性がバレないようにするための工夫だろう。砂埃が酷いので、似たようなことをしている人間は多い。不審に思われることはなさそうだった。




ゼルマがいるはずの、でかい天幕に向かって進む。色んな人間とすれ違うが、予想していたよりも志願兵が多い。疲れ果てた顔をしながら、奴隷のようにこき使われている。




その一方で、騎士や聖職者たちは簡易椅子に座って雑談しながら、貴重な酒を飲んで休憩していた。




こんな所に来ても身分差というものは存在している。




社会の縮図のように見える光景であった。




案内をしてくれた聖職者が、天幕を警備している教会騎士と話してから俺のほうを向いた。



「ゼルマ様がお待ちです。中にお入りください」


案内はここで終わりのようで、聖職者は入り口の脇に移動してから動く気配がない。



「ありがとうございました」


ソフィーは礼を言うと、顔に巻いていた布を取って俺と一緒に天幕へ入った。




最初に目に入ったのは、円形のデカいテーブルだ。その奥に見たことのない少女がいる。砂埃が舞うような場所だというのに、髪や服はキレイなまま。魔力こそ持っているが、戦いに向いているような体格には見えない。ゼルマと同じような高貴な人物とみて間違いないだろう。




少女の後ろには男性の護衛がいる。体内の魔力量は高く、強い。ミスリルの鎧を着ているうえに、さらに聖刻文字も刻まれている。アンデッドと戦うには十分な装備をしていた。




そんな少女から離れた場所、入り口の近くにゼルマが座っていた。後ろにはレギーナが控えている。二人ともピリピリしているような雰囲気はない。やはり、悪い状況ではなさそうだ。



「お待たせいたしました。エルラー子爵のゼルマ令嬢に仕えているラルスと——」


横を向いてソフィーを見る。



「ソフィーです。よろしくお願いします」


同じタイミングで俺たちは頭を下げると、ゼルマの声が聞こえる。



「奥におられるのは、ロンダルト王国の第一王女コルネリア殿下と配下のフォルクマー隊長だ。失礼のないように」


今回の教会遠征に王族が来ていたのかッ‼




バイエン公爵に任せて、王家は出てこないと思っていたから驚きだ。教会への義理立てとして派遣したのだろう。




隊長と紹介されたフォルクマーは、名前の呼び方からして騎士ではなさそうだし、戦力としてはともかく地位は低そうだ。そんな男がコルネリア王女の護衛に付いているのだから、王家が彼女のことをどのように思っているのか、嫌でもわかってしまう。




在庫一斉処分みたいな作戦に参加させられているのだから、生き残っても死んでもよい。そんな立場なのだ。



「ラルス卿、ソフィーさん、よろしくお願いしますね」


かわいらしい声で話しかけられると、俺たちは同時に返事をする。



「はッ！」

「はい！」


簡単ではあるがこれであいさつは終わりだ。




顔を上げてゼルマを見る。



「これからアンデッド討伐の話をしたい。空いている席に座れ」


作戦会議のために呼ばれたようだ。今回は王家と共同で動くのか？　そんなことを考えつつ、俺とソフィーが入り口に一番近い席に腰を下ろすと、すぐにゼルマが話し始める。



「先ほどの会議で、教皇が率いる教会騎士団はスエン港を目指し、我々は道中の安全を確保するため、点在する村や街を占拠すると決まった」


アンデッドは人間が住んでいた場所に集まる。効率よく消滅させて安全を確保したいのであれば、当たり前の話である。




方針について疑問は浮かばなかった。




後は具体的な行動計画と味方の人数を確認したいところだな。




詳細を確認するため、俺はゼルマの言葉を待つ。



「拠点から半日以内にある村は三つだ。まずはそこにいるアンデッドを殲滅せんめつさせて、拠点の安全を確保する」


拠点がなくなれば食料の補給ができなくなる。特に水は貴重なので必ず守らなければいけない。食料保管場所の安全は、最優先事項と言ってよいだろう。



「承知しました。全軍で行きますか？」

「いや。教会騎士と冒険者を半々だ。残りは防衛メンバーとして残しておく」


アンデッドと戦うだけであれば俺とソフィーだけでも十分だが、連携の確認をする意味でも半数は戦場に出しておきたい。そんな思惑があるように思えた。周囲の安全を優先することといい、慎重な判断に好感を持つ。




身内の話が終わり、俺とゼルマの視線はコルネリア王女のほうに向く。



「こちらからは全軍——百人を出させてもらいます」


王族を守る部隊が百人しかないとは……。エルラー家の支援を受けているゼルマのほうが、兵の数は多いかもしれんぞ。貴族の常識に疎い自覚はあるが、そんな俺でも何かがおかしいということはわかる。



「直接の指揮はフォルクマー隊長が行います。こう見えても聖魔法が使えるので、皆様のお力になれるかと」


コルネリア王女の後ろに立っているフォルクマーが、軽く頭を下げた。




聖魔法が使えてかつ、地位が低いから、片道しか用意されてない教会騎士遠征に参加させられたのか。騎士の一人すら参加させられない任務に就くなんて、運のない男だな。王女という厄介な立場の女の近くにいる身だし、なんだか少しだけ親近感が出てきたぞ。




コルネリア王女の予定を聞いたゼルマが口を開く。



「こちらは、レギーナ卿が部隊の直接的な指揮を執ります。ラルス卿とソフィーは私の護衛として配置する予定です」


俺と違ってレギーナは騎士として正しい教育を受けてきたので、この配置は当然だろう。護衛なので少しは楽できそうだ。



「拠点周辺のアンデッドを消滅させた後、教皇の部隊より先に拠点を出て遠くにある村や街を占拠していく予定です。順番は状況によって変わりますが、ロドスは必ず落としたいと思います。よろしいでしょうか？」


最後の言葉に込められた決意からわかる。ロドスこそ、王家の家宝が眠っているであろう場所なのだ。



「はい。私もロドスには用があります。必ず手に入れましょう」


お互いに狙っている場所は同じか。揉めずに済んで助かる。




短いながらも上位者同士の確認は終わったようで、ゼルマはコルネリア王女から視線を外して俺を見る。



「ということで話は以上だ。斥候としてラルス卿とソフィーには、今から一番近い村への偵察を頼みたい。できるか？」


移動で少し疲れているが問題はない。




当日は楽をさせてもらうのだから、今日ぐらい頑張るか。



「もちろんです。お任せください」


俺が引き受けると、ソフィーも無言でうなずいて同意した。



「それでは話し合いは終わりですね。少し疲れてしまったので先に下がらせていただきます」


コルネリア王女が立ち上がったので、俺たちも続く。




王家に敬意を示すために軽く頭を下げた。



「ありがとうございます」


当たり前のことをしただけなのだが、礼を言われてしまった。王族であれば当然だと受け入れてもいいのに。こういった場に慣れていないのだろうか？




成人したばかりで経験の浅い少女が、この戦場に耐えられるか不安になってくる。




別に王家がどうなろうが興味はないが、権力に翻弄ほんろうされる人を見てしまうと、どうしても……いや、よそう。これ以上は踏み込むべきではない。優先順位を間違えるな。俺の悪い癖だ。




無理やり考えを中断して床だけを見続ける。




二人分の足音が天幕から聞こえなくなったので顔を上げると、ゼルマと目が合う。



「我々も出るぞ」


レギーナが先頭になりゼルマ、ソフィー、俺の順番で天幕を出た。空は相変わらず曇っていて、周囲は薄暗い。身バレしないようにと、ソフィーはまた布で顔を隠していた。




天幕は順調に作れているだろうか。冒険者と教会騎士はケンカしていないだろうか。そんなことを考えながら一歩踏み出すと同時に、地面が大きく揺れた。




一度だけでなく、二度、三度と続き、周囲からざわめきが聞こえる。




遠くから砂煙が立ち上っているのが見える。



「あれは……巨大な人間？」


ソフィーの呟きに伝説の巨人族が攻めてきたのかと思ったが、どうやら違うようだ。




拠点に近づいてきているのは、身長が二十メートルはありそうな巨大グールだった。皮膚はなく、つぎはぎだらけだ。歩くたびに肉がボトリ、ボトリと落ちていく。悪臭がここまで漂ってきそうな見た目である。



「敵襲‼」


と、誰かが叫び、白い羽の生えた黒髪の女性が巨人に突進した。あれはエンジェルリンクを使ったアルマだろう。戦闘司教という立場もあるし、教会騎士遠征に参加していても不思議ではない。たった一人で突撃していく姿も、らしいなと感じ、納得してしまった。




性格は破綻しているが実力は確かだ。アルマが戦っているのであれば問題ないだろう。そんな安心をした瞬間、地面から骨の手が生えてきた。



「スケルトンナイトだ！」


警告とともに、俺はソフィーからもらった剣を地面に突き刺して、這い出てくる途中のスケルトンナイトを消滅させる。ゼルマを見ると、レギーナが同じことをして守っていた。




アンデッドの襲撃は終わらない。あちこちの地面からスケルトンナイトが出てこようとしている。さらに上空を見ると、骨になった小型のドラゴンのような魔物、恐らくワイバーンが何匹も旋回していた。




奇襲されている。




ネクロマンサーが先手を打ってきたのだ。



「ラルス！　コルネリア王女殿下の安否を確認してこい！　危なそうであれば護衛につけ！」


ゼルマが叫び声をあげながら、ある一方を指さした。コルネリア王女の天幕があるのだろう。



「ゼルマ様の守りは⁉」

「相手はスケルトンナイトだ。二人いれば十分すぎるッ！」


確かにソフィーは、アンデッドに限れば俺より戦力になるのは間違いない。レギーナが近くにいれば不意打ちにも対処できるだろう。



「承知しました！」


コルネリア王女を守るのは王家への恩を売るためか、それとも今後の共同作戦で優位に立ちたいからか……理由はいくつもあるだろうが、人助けであれば喜んで命令を受け入れよう。




魔力で全身を強化するとスケルトンナイトの間をすり抜けて、コルネリア王女の天幕があると思われる場所を目指して全力で走り出した。






◆◆◆





コルネリア王女は俺たちがいた天幕の近くにいたので、すぐに見つかった。




顔が青ざめて足は震えている。安全で快適な場所で育ってきたであろう王女にとって、アンデッドは刺激が強すぎたのだろう。だが泣きさずに唇を噛んで耐えている。気丈な人だなと印象を持つには十分であった。




隣に立つフォルクマーはスケルトンナイトと戦っている。腕は悪くないようで、一撃で消滅させていた。また規模は小さいが『ターンアンデッド』も使っているようで、隊長の名に恥じない戦いだ。




俺が手を貸すまでもなく全滅させるだろうが、経験が浅いのか周囲が見えていない。戦いに没頭しているようで、護らなければいけないコルネリア王女に、スケルトンナイトが近づいていると気づけていなかった。



『エンチャント・ウェポン』


剣の鋭さを上げてから下半身を強化。地面に深い足跡を残して飛び出す。




コルネリア王女の背後を狙っていた二匹のスケルトンナイトに向けて、剣を横に振るう。脊髄をまとめて斬り捨てると、聖刻文字の効果が発生して切り口から白い煙が上がり、動かなくなった。



「ゼルマ様の命により参りました」


俺の声を聞いて振り返ったコルネリア王女は、消えかけているスケルトンナイトを見て、頬を引きつらせていた。自分が危なかったことに、ようやく気づけたのだろう。



「感謝します」


声は少し震えていたが、しっかりと俺の目を見て威厳のある態度で礼を言った。




平民に生まれた俺が王族に感謝される。




そんな瞬間が訪れるなんて思いもしなかったぞ。



「まだ、続くんですね」


俺たちの周囲から、またスケルトンナイトが這い出てくる。その数は百を超えそうだ。フォルクマー隊長は、スケルトンナイトにまとわりつかれていて、合流できそうにない。信頼する護衛が来られないと知って、コルネリア王女の顔色はさらに悪くなり絶望しているように見える。




俺はたった一人で、これ以上のスケルトンナイトに囲まれても生き残ってきた。足手まといがいても無傷で倒し切れるだろう。



「私の後ろに隠れてください。必ずお守りします！」


魔法と聖刻文字が刻まれた片手剣があれば十分。気合いを入れて戦いますか！　と、意気込んでいたら、上空から男の声が聞こえた。



『敬虔な信徒たちよ。カリウス三世だ』


カリウス三世……ああ、ソフィーの元婚約者だった男か。どんな声をしているんだろうと思ったことは何度かあったが、随分と偉そうな話し方をするヤツだな。いや、偉いから、それでいいのか。




魔法で声を拡張し、周囲一帯にメッセージを伝えようとしているみたいだが、何をする気だ？



『ネクロマンサーの奇襲など、意味はない。今から教会の力を示そう！　エレノア、聖魔法を使えッ‼』

『ターンアンデッド！』


個人的な関係は悪化しても、教皇と聖女という関係は変わらない、か。道具のように使われている。




俺の脳内には悲しそうな顔をしながら、聖魔法を使うエレノアの顔が浮かんでいた。




拠点の中心から『ターンアンデッド』の光が広がっていく。




スケルトンナイトは聖魔法が発動したことに気づいても、変わらず俺たちを襲ってくる。コルネリア王女を守りながら何匹か斬り捨てていると、光が俺たちのところにまで到達した。




氷のように骨が溶けて原形が保てなくなり、スケルトンナイトは持っていた武器と魔石を残して消えていく。アルマと戦って半壊していた巨大なグールは、肉体が蒸発して崩れ落ちる。エレノアの放った『ターンアンデッド』の効力はすさまじく、襲撃してきたアンデッドどもは全滅してしまった。




普通の回復師では、こんなことはできない。広範囲、高威力の『ターンアンデッド』を使ったエレノアは、聖女と呼ばれるのに恥ずかしくない成果を出したのである。



「これが聖女の力ですか。もしかしたら、今回の遠征は勝てるかもしれませんね……」


驚異的な力を目の当たりにしたコルネリア王女は、希望を見出したような目をしながら呟いた。




そんな考えになるのも理解できるが、俺はフィネを知っているので、簡単にはいかないだろうと思っている。ネクロマンサーも聖魔法への対抗手段を持っているはずだ。




聖魔法を弱体化させるだけでなく、対消滅させるような暗黒魔法を使う可能性すら考えたほうがいいだろう。



「コルネリア王女殿下！　ご無事ですか！」


スケルトンナイトが消滅したので、自由になったフォルクマーがこちらに走ってきた。




俺を見ると、すぐに状況を理解したようで頭を下げる。



「助けていただきありがとうございました」

「王家を守るのは、騎士や兵の務め。気にするな」


心にもないことをフォルクマーに言ってから、コルネリア王女を見る。



「聖女エレノア様の力によって、周囲は安全になりました。私は戻ります」

「今回はラルス卿のおかげで助かりました。今度、ゼルマ嬢にお礼がしたいとお伝えください」


思惑どおりなのかわからないが、上手く王女に恩を売れたようだ。



「承知いたしました。コルネリア王女殿下のお言葉は、必ずお伝えします」


一礼してから反転すると、被害状況を確認しながらゆっくりと歩き出す。




まず目に入ったのは聖水を振りまく聖職者たちだ。非戦闘員の彼らは呪われた地を浄化するために定期的に聖水を作り、使ってくれている。そのおかげで、俺たちは呪われずに済んでいるのだ。




浄化作業をしている側で、教会騎士や貴族が連れてきた兵が状況を確認するために慌ただしく動いている。志願兵の中にはケガ人も出ているようで、ボロボロの服をまとった人々が血を流しながら倒れていた。




戦闘訓練など受けていないので、奇襲に対応できなかったのだろう。この状況だと死人も出てそうだな。



「おい。そっちはどうだ？」

「ダメだ！　腕がもげてる。使いものにならねぇ！」


まだ生きているというのに、動かなくなった志願兵たちをゴミを捨てるように一箇所に積み重ねている。死ぬのを待ってから処理するのだろう。




聖魔法での回復は、教会騎士や貴族が連れてきた兵士を優先して、志願兵は見捨てるつもりなのだ。ここまで酷い使い捨ては久々に見たぞ。




他家のやり方に文句を言えば、エルラー家に迷惑をかけてしまう。それにゼルマも貴族の子女であるから、志願兵の生死など気にしないだろう。俺が感じている思いは、伝わらない。見て見ぬふりしかできなかった。




悪夢のような場所を通り抜けながら進むと、ソフィーとゼルマを見つける。




近くには見覚えのある二人の子供を抱えたアレッサがいた。



「ソフィー様の元に向かう途中で、このメダルを持った二人を見つけました。どうしましょうか？」


子供を地面に置くと、アレッサは二枚の銀色に光るメダルを取り出した。あれはスラム街でソフィーが渡したものに違いない。




よく見ると子供の服は破れて血痕がついているが、ケガは治療されているようだ。メダルに気づいたアレッサが聖魔法を使って、ここまで運んできたのだろう。




死ぬ運命をはね除けるとは。元聖女が渡したメダルには、創造神のご加護があったようだな。



「私が引き取ります」


誰にも否定させないように、ソフィーはきっぱりと言い切った。




アレッサは眉をピクリと動かしたが、素直に従うことを選んだようだ。




個人的には気に入らないが、聖女であれば当然の発言だから否定できない。そんなことを考えていそうである。関わった時間は短いが、聖女としてのソフィーを崇めているようなので、大きくは外れていないだろう。



「面倒は見られるのか？」


捨て犬を拾った子供に問いかけるような、そんな雰囲気を出しながら、ゼルマが確認をした。声色や表情からして好ましくないと思っているのは明白だ。



「二人には私の指示に従ってもらいますし、食事は私の分を分けます。ゼルマ様に迷惑はかけません」


絶対に守る。そんな強い意志が伝わるような発言だった。




ゼルマから目を離さずに見つめている。




しばらく沈黙が続き、ゼルマが小さくため息をついた。



「好きにするがいい。食料に余裕はある。子供二人程度なら追加で支給しよう」


ソフィーのわがままを受け入れる決定をしたようだ。




エレノアの力を見た今なら強く実感していると思うが、この戦場において聖女の力は切り札となる。




聖魔法の適性が最も高いとも言われているソフィーは、ゼルマの目的を達成するためには欠かせない存在なので、機嫌を取ることを優先したのだろう。




だから、あのゼルマが一歩譲る。




信じられない出来事が目の前で起こったのだ。



「レギーナ、ラルス。行くぞ」


どうやら俺が戻ったことに気づいていたようで、指名されてしまった。コルネリア王女の報告もしなければいけないので、素直に従うか。




この後のことは気になるものの、ソフィーなら上手くやるだろう。



「承知しました」


アレッサとソフィーの近くを通り過ぎて、歩き出したゼルマの後を追う。



「コルネリア王女殿下は無事か？」

「はい。ケガ一つありません。礼がしたいと言っておりました」

「期待していたとおりの結果だ。よくやったな」


俺の返事を聞いたゼルマは、野性味溢れる笑みを浮かべていた。




これで機嫌が直ったのであればいいが、そう簡単な話でもないらしい。横にいるレギーナの顔が厳しいままだ。まだゼルマは内心で怒っているのだろう。




そうすると先ほどの笑みの意味が変わってくる。ソフィーが迷惑をかけたのだから、俺を使って憂さ晴らしがしたい。そんなことを考えていそうだなと思えてしまうのだ。




たった一人の先発隊





俺たちの天幕に戻ってきた。




すべて作り終わっているようで、ゼルマはその中で一番でかい所に入っていく。俺とレギーナも続くことにした。




中に入ると、足を組んで椅子に座ったゼルマに見つめられた。




声を出さずに口角だけが上がっている。




これは面倒な仕事を依頼される兆候だ。




機嫌が悪いことも考慮すると、あまりよい結果にはならないだろう。



「一つ、頼みたいことがある」

「何でしょうか」


俺の返事を聞いたゼルマは足を組み直すと、肘をテーブルの上に置く。




もったいぶった動作を見て、不吉な予感が膨れ上がる。



「ちょっとしたトラブルはあったが、予定は変えない。今から一番近い村へ偵察に行ってこい」

「ソフィーと一緒にですか？」

「そうだ……と言いたいが、子供の面倒を見るので大変だろう。聖水を持って一人で行くんだ」


聖水を体に振りまけば、半日〜一日ぐらいなら呪われた地でも単独活動は可能だろう。




ヤンのダンジョンを見つけたときより装備も充実しているし、依頼の難易度はそこまで高くない。



「承知しました。では準備をして向かいます」

「任せた」


軽く頭を下げてから天幕を出ようとする。



「そうだ。もう一つ頼みたいことがあった」


ゼルマの言葉を聞いて、出口の布を上げている途中で動きを止めた。




首だけを動かして後ろを見る。野性的な笑みを浮かべたゼルマが視界に入った。




俺は頬を引きつらせてしまった自覚がある。



「なんでしょうか？」

「今回、引き連れている兵は少ない。コルネリア王女のほうも同様で、我々は無駄な消費を避けなければならない。理想はロドスに着くまで、誰も死なない状況だ」


その願いを叶えるのは簡単だ。ソフィーの力に頼ればいい。エレノアがやったように『ターンアンデッド』を使えば、村を占拠しているアンデッドぐらいなら瞬時に消滅させられるだろう。



「聖女の力を使って一掃する計画ですか？」

「いや、それはダメだ。聖魔法を派手に使ったら、ネクロマンサーに目をつけられてしまう。せっかく、教皇どもが活きのいい餌として動いてくれるのだ。目立ちたくはない」


先ほどの襲撃のことを考えると、ネクロマンサーは何らかの方法で俺たちの動きを察知している可能性が高い。切り札は最後まで隠しておく必要があるか。ゼルマの言い分はわかるが、そうすると誰がアンデッドを倒すかという問題が出るのだが。



「偵察をして脅威だと感じたら、アンデッドは積極的に消滅させろ。全滅させてもいいが、聖剣の力は極力使わないように。どうしても使う必要があるなら、ネクロマンサーに見つからないようにしろ」


やはり俺か。




ゼルマ、知っているか？



　それは偵察ではなく一人先発隊と言うんだ。


兵を死なせたくないから、俺だけで近隣の村にいるアンデッドを消滅させろ。しかも派手に動くのではなく地味に剣で斬り殺せと、なかなか無茶な依頼だな。



「偵察する村は一つだけでいいんですよね？」

「いや、先ほどの襲撃のせいで、出発が遅れるだろう。時間に余裕ができたからな、二〜三は潰してこい」


おいおい潰してこいって、建前すらなくなったぞ‼




突っ込んでも命令は変わらないだろう。




仕方がないと諦めて、俺は一人で拠点を出発することにした。







持ち物は、叙任のお祝いにソフィーからもらった片手剣と防具、それに聖水が五つと回復ポーションが数個。後は保存食や水といった、生きるのに必要な物しかない。




非常に心許ないが、ネクロマンサーに見つからないように村を潰していくのであれば、このぐらい身軽なほうがよい。そのぐらいは俺にだってわかる。




ゼルマから受け取った羊皮紙は、占拠するべき村の位置が記載された地図だった。一番近いところだと、三時間ほど歩けば着く。日が暮れる前に到着して、アンデッドを一掃してから無事に残っている建物の中で寝よう。




そんな計画を立てながら進んでいると、進行方向に土埃が上がっているのが見えた。




魔力で視力を強化し、遠くを見る。



「スケルトンナイトの集団……」


その数は五十近く。ネクロマンサーの指示によって、村に滞在していたスケルトンナイトが出兵したか？




フィネみたいな例外はあるが、アンデッドに具体的な命令を下すのであれば、近くで指示を出さなければならない。集団の中に紛れてネクロマンサーがいる可能性は残っている。




まだ、見つかりたくないな。




周囲を確認すると近くに巨大な岩があった。




静かに移動し、姿を隠す。




地面に這いつくばって近づくのを待つ。




ザッ、ザッ、ザッと、砂を蹴るような音が聞こえてきた。スケルトンナイトは槍や剣、斧、弓といったさまざまな武器を持っている。鎧まで着ているが、どれも錆が浮いて年季が入っていた。




ここで戦死した兵をアンデッド化させて、そのまま運用しているのだろう。最初はグールだったかもしれないが、時間をかけて肉体が滅び、スケルトンナイトになった。そんな風に見える。




しばらく様子をうかがっていたが、行軍の中にネクロマンサーらしき人物の存在は確認できない。指示を出した後に撤退したか、村に残っているのかもしれない。




あの集団に拠点を襲われてしまえば、また志願兵に被害が出るか。




手当もされず放置されていた人たちの姿が思い浮かぶ。




ギリッ。




いつの間にか顎に力を入れていたようで、歯ぎしりする音が聞こえた。




ただ普通に生活したい。そんなささやかな願いすら叶わず、平民にすらなれない人間は、道具以下の扱いを受ける。そんな残酷な世界だ。




せめて、助けられるときは助けるか。




ソフィーなら「助けられませんか？」と言いそうだし、ここが頑張りどきだ。




近くにネクロマンサーが残っているかもしれないので、魔法は禁止。接近戦をして地道に倒したほうがよいだろう。




俺は立ち上がると、スケルトンナイトの集団に飛び込む。




アルマが愛用しているメイスを創造して、最小限の動きで回避しながらカウンターの一撃で吹き飛ばす。後ろに控えているスケルトンナイトを巻き込んで転がっていった。




スケルトンナイトの数は多く、次から次へと襲ってくるので、一撃で破壊せずに広範囲にダメージを与える方法を選んでいるのだ。




同じ事を二度、三度と繰り返していく。魔法が使えないので地味に時間がかかり、体力がジリジリと削られて汗が浮かび上がってくる。




腕と背中、そして足腰を魔力で最大強化。筋肉が限界だと悲鳴を上げながらも、スケルトンナイトを三匹まとめてメイスで吹き飛ばした。続けて背後から攻撃の気配を感じたので振り返り、メイスで斧を受け止める。動きの止まったスケルトンナイトを蹴り飛ばした。




考える前に体を動かしていく。




攻撃することだけを意識し、いくつもの傷を負いながらも数を減らしていった。




ようやく最後の一匹を倒し終わったので周囲を見ると、遠くからスケルトンナイトの集団を発見する。



「多いな……」


思わず呟いてしまった。




その規模は俺が先ほど消滅させた集団の三倍はある。ここら辺を徘徊しているスケルトンナイトを集めても、この数にはならないだろう。




アンデッドといえども無からは生まれないので、村にいたスケルトンナイトを集めて派遣してきた。そう考えれば納得できる。




逃げるわけにはいかないので、戦うしかないか。




スケルトンナイトが残した斧を手に持つと、投擲する。




クルクルと回転しながら飛んでいき、スケルトンナイトの頭蓋骨を破壊。いい感じだ。地面には武器がかなり転がっているので、しばらくはこの方法で攻撃が続けられるだろう。




メイスを消してから次々と武器を投げる。手前にいるスケルトンナイトから順番に破壊していき、接近するまでに数を大きく減らすことに成功した。




後は直接戦おう。ソフィーからもらった剣を抜いて斬りつける。聖刻文字の効果が発揮されて、一刀で消えていった。




俺を囲んで圧殺するほど残ってはいないので、先ほどよりも楽に倒せる。しばらく剣を振っているだけで、苦労や危険を感じることなく、すべてを消滅させた。



「疲れたな」


剣をぶら下げたまま空を見上げる。暗い雲しか見えなかった。呪われた地に相応しい天候といった感じだ。




呼吸を整えてから、今度は地面を見ると大量の武器や魔石が転がっていた。




冒険者時代なら魔石だけでもすべて回収して金に換えていたが、今回は無理だな。ネクロマンサーが様子を確認しに来る前に立ち去るべきだ。




残念だが無視するしかないだろう。




周囲にだれもいないことを確認してから歩き出す。




今度はスケルトンナイトといったアンデッドと出会うことなく、無事に目的地である村にまで到着した。







村の中にアンデッドはいなかった。もちろん、生者もいない。




地面には農具や子供の靴などが転がっている。石造りの建物は、半壊もしくは壁の一部しか残っていない状態だ。隠れられそうな場所はいくつかあるが、待ち伏せされているような気配は感じない。




誰かが隠れ潜んでいるということはなさそうで、ネクロマンサーは立ち去った後のようだった。




周囲の安全を確認しながら、村に何か残っていないか調査を始める。




原形を留めている一番大きな建物中に入ると、赤黒くなった血の跡が薄らと壁に付いていた。一人、二人という量ではない。恐らく避難先か何かだったのだろう、数十人はここで殺されたようだ。さっき俺が消滅させたスケルトンナイトの中には、ここで殺された人間もいたんだろうな。




たっぷりと時間をかけて調べてみるが、何も見つからない。




もしかしたら、ネクロマンサーが残した罠があるかと思っていたが、そこまで手は込んでいなかったようだ。




他の家や涸れた井戸、畑だったであろう場所も見たが、新しい発見はない。




諦めて次の目的地である村に向かうことにする。




地図を広げて位置を確認し、歩き出す。




アンデッドと出会うことなく無事に着いたが、最初に訪れた村と同じで重要そうな物は見つからなかった。その次も同じだ。ネクロマンサーが訪れていたであろう痕跡——靴の跡ぐらいはあったが、途中で途切れていたので後を追うことは不可能。逸失した転移魔法が使えるとも思えないので、空でも飛んで移動しているのだろう。




何の発見もなかったが、村に滞在していたアンデッドの消滅という目的は達している。



「今日はここで一泊するか」


ため息とともに小さく呟いてから歩き出そうとして、足を一歩前に出す。



「ん？　あれは……」


空に浮かぶ黒い雲、その一部が動いていることに気づき、足を止めて観察する。




あんなに速く動く雲なんて見たことがない。嫌な予感がする。俺のいる方角に向かってきていることもあって、物陰に隠れてから魔力で視力を強化する。




再び黒い雲を見た。



「飛行型のアンデッドだ」


骨だけのアンデッドが空を飛んでいる。その数は千以上で、脅威だ。しかも、近づいたことでわかったのだが、集団の中に一際大きなアンデッドがいる。



「クソッ。ボーンドラゴンだ……」


魔物の中でも、最上級レベルと言われるドラゴン。それを殺してアンデッド化したのが、ボーンドラゴンだ。骨のくせにブレスまで吐けるので、脅威度は生前と変わらない。豊富な魔力量が武器で、『魔法障壁』も使える。エレノアの『ターンアンデッド』の一撃だけでは倒せないだろう。




このままだと、俺たちの拠点は大打撃を受ける。




あの集団をすべて消滅させるのは難しい。一番被害が大きくなりそうなボーンドラゴンに狙いを定めることにした。




アンデッドの思考は単純だ。ネクロマンサーに命令されていようが、攻撃されれば行動を変えてくれるだろう。とはいえ、生半可な攻撃では無視されてしまうので、こっちを意識してくれるほどのダメージを与える必要がある。




手持ちの武器ではダメだ。聖刻文字が刻まれた弓と矢を創造してもいいのだが、俺の手から離れたものは実体を維持するのが難しく、ボーンドラゴンに刺さる前に創造の効果が切れて消滅する。




聖魔法を解禁する。それしか方法はない。




隠密行動ではなくなってしまうが、拠点が襲撃されて壊滅するよりかはマシだ。




俺の手に聖剣を創造すると、魔力を注いでキーワードを口に出す。



『聖なる光よ、神敵を討ち滅ぼせ、ホーリーランス』


上空に数十もの『ホーリーランス』が出現した。白い槍は、薄暗く呪われた地では目立つことだろう。上空にいるアンデッドどもが俺の存在に気づいたようで、何匹か下降してきた。




そんな雑魚など、今はどうでもいい。俺は『ホーリーランス』をボーンドラゴンに向けて放つ。攻撃には気づかれているので、空に向かって上昇する白い槍に対して、ボーンドラゴンは『魔法障壁』を発動させて防ぐ。




続々と『ホーリーランス』が衝突するが、結果を見届けることはできない。俺の目の前にまで近づいてきたアンデッドと戦わなければならないのだ。




聖剣の創造と魔法の使用によって魔力を大きく消費しているので、接近戦に切り替える。




人間の体より一回り大きい骨だけになった鳥——ボーンバードを聖剣で斬りつける。羽を両断すると、地面に落下して小さな穴を作った。傷口を中心に骨が溶けていき全身を蝕み、アンデッドなのに苦しみ藻掻いている。さすが、教会を確固たる地位にまで押し上げた聖剣だ。敵がアンデッドなら、これ以上頼りになる武器は存在しない。




次々と上空から急降下してくる、ボーンバードやボーンワイバーンを斬り捨てていく。力を込めなくても両断できるので、威力より速度を重視して腕を動かす。俺の周囲に骨が積み重なり、倒した数が三十を越えた辺りで、ボーンドラゴンが接近してきた。




胸に大きく真っ赤な魔石が光っている。それは徐々に強くなり、ボーンドラゴンの口が大きく開いた。その瞬間、直視できないほど眩しくなる。




ブレスかッ‼




全身に悪寒が走る。とっさに『魔法障壁』を使うと、衝撃波がぶつかった。ピシッと乾いた音が鳴る。




目に見えない空気の塊を飛ばしているのだろうか？　想定していた以上の威力があり、魔力を注いで『魔法障壁』を修復しても間に合わないぞ！




ブレスを吐かれてから数秒後、俺を守っていた『魔法障壁』は砕け散る。



　体が吹き飛ばされて宙を舞う。衝撃波をぶつけられて全身に痛みが走る。どうにかして体勢を立て直して足から着地すると、地上に降り立ったボーンドラゴンを見た。


また魔石は光っており、口も開いていた。



『エアハンマー』


空気の塊を顔にぶつける。ボーンドラゴンのブレスが、横を通り過ぎていった。




危なかった。『魔法障壁』を選んでいたら、身動きが取れないほどのダメージを受けていただろう。




全身は痛むが、ポーションを飲んで回復するような時間はない。聖剣を維持するのにも魔力が削られていく。さっさと勝負をつけるか。




刀身に魔力を込めながら、両手で聖剣を頭上に掲げる。




危険を察知した数羽のボーンバードたちが急降下してきた。ボーンドラゴンは再びブレスを吐く動作に入っており、俺にトドメを刺そうとしている。




頭の悪いアンデッドでも危機感は覚えているのだろう。




体内の魔力が急速に吸われて枯渇寸前だ。俺の周辺に神聖なる魔力が漂い始めて、光の壁が出現する。ボーンバードが衝突すると白い煙を上げて消滅した。



『聖なる光よ、不死者に滅びを。ターンアンデッド！』


聖剣の機能を解放するワードを唱えると、真っ白い光の柱が天に向かって伸びていき、上空にいるボーンバードやボーンワイバーンを飲み込む。さらに光が横に広がって、ボーンドラゴンまでをも包み込んだ。



「————————‼」


あえて範囲を狭めたことで、『ターンアンデッド』の効果は高くなっている。ブレスを中断されたボーンドラゴンは、叫び声を上げながら白い煙を上げて溶けていく。最後の抵抗として俺に噛みつこうとして口を開き、数歩進んでから灰になって消滅してしまった。




光が収まると、俺の周囲にいたはずのアンデッドの姿はない。




空を見ると、ボーンバードなどのアンデッドは数多く残っているが、ヤツらはネクロマンサーの命令を優先しているようで、俺を無視して拠点に向かっていく。アレと戦う余裕は……ないな。ゼルマたちに任せるか。



「勝った」


魔力が著しく減っていて体に力が入らない。聖剣はすでに消えている。立っているのも辛く膝を地面に突いてしまう。




ポーチから回復ポーションを取り出して一気に飲み干し、さらに魔力を回復させるマナポーションも体内に取り込む。




完全に回復するまで時間はかかるが、ゆっくり待っていられない。あれだけ目立つような行動をしたのだ。ネクロマンサーに見つかってもおかしくないので、すぐに移動しなければならない。




残っていた気力を総動員して立ち上がると、ボーンドラゴンの魔石を回収してから、左右にフラフラと歩きながらも前に進む。




次第に体調が戻ってきたので、小走りに切り替えて戦闘した場所から離れると、立ち止まって後ろを見た。




誰もいない。




しばらく周囲を警戒していたが、どうやら追加の襲撃はないようだ。



「ふぅ」


息を吐くとともに緊張を少しだけ緩めた。




追加の襲撃が来ていたことをゼルマに知らせなければならないが、無理をしてもいけない。魔力が十分に回復するまで、食事をして休んでから走り出す。




魔力で身体能力を強化したこともあり、すぐに拠点が見えてくるが、俺が出発したときとは様子が大きく変わっていた。



「燃えている……」


どうやら俺が戦ったアンデッドは、襲撃部隊の一部でしかなかったようだ。




目の前には数え切れないほどの飛行型アンデッドに襲撃されている、拠点があった。




聖女エレノア





拠点には俺が消滅させたのと同じボーンドラゴンが十匹もいる。地上に向けて絶え間なく黒い炎のブレスを吐いていた。天幕が焼けていて、拠点は混乱しているように見える。




さらに地上にはレイスやリッチ、なんと下位だがヴァンパイアまでいるのだから驚きだ。




最初の襲撃を乗り越えて心理的な油断が生まれた隙を狙って、第二陣を送りつけてきたのだろう。エレノアが『ターンアンデッド』を使っていないということは、集中的に襲われている可能性がある。居場所は判明しているだろうし、ネクロマンサーも苦労せずに探せたはずだ。




魔力で全身を強化して走る。筋肉が悲鳴を上げるような速度で動かし、戦っている教会騎士や逃げ回る志願兵たちの間を通り抜けていく。



「た、助けてくれッ‼」


そんな声に足が止まりそうになるが、ソフィーがいる天幕まで感情を押し殺して進む。



「円陣を崩すな！　冷静に対処すれば勝てない相手ではないッ‼」


天幕の中心でゼルマが叫んでいた。近くでは双子を守るソフィーが、地面から這い出てくるスケルトンナイトたちを消滅させている。




エルラー家に雇われた教会騎士や冒険者は天幕を守るよう囲んでいて、襲ってくるアンデッドの集団と激しい戦いをしていた。




内と外、その両方から攻め込まれているが、ゼルマの天幕はまだマシな状態だろう。エレノアのところはもっと酷いことになっていそうだ。



『ファイヤーボルト』


アンデッドどもの数が一番少ない場所を選んで、炎の矢を数十本打ちこんでから剣を持って突撃した。




グールやスケルトンナイト、後はレッサーデーモンやヴァンパイアを斬り捨てていく。ゼルマが叫んでいたとおり、そこまで強くはない。いくつか軽傷を負ってしまったが、包囲網を突き抜けて味方の場所にまで到達する。近くには冒険者を取りまとめているバウルがいた。



「ラルスだ！　状況を確認するため、ゼルマ様のところに行く！」


俺のしてほしいことをすぐに察したバウルは、守りの一部に穴を空けて通り道を作ってくれた。




アンデッドが入り込む前に駆け抜けていく。



「終わったら助けに来てくれよなッ！」


背後からバウルの声が聞こえた。



「もちろんだ！」


当然だが見捨てるつもりはない。グールを吹き飛ばして走り続ける。すぐにソフィーたちがいる場所まで到着した。



「ラルスさん！」


俺に気づいたのはソフィーだ。周囲にいるゴブリンナイトのグールを消滅させると、双子を連れて俺の所に来る。




知らない間に仲良くなったようで、二人ともソフィーにべったりとくっついていた。戦う力があり、守ってくれる。そんな行動を目の当たりにして、頼ってよい存在だと思ったのかもしれない。



「大丈夫だったか？」

「はい。この程度であれば問題になりませんが、全力で戦えないから少し苦戦しています」


なんとも心強い返事をしてくれたが、ソフィーの表情は厳しい。




行動を制限するような命令を出したであろうゼルマを見ると、スケルトンナイトを一刀で斬り捨てたところだった。俺たちの視線に気づいたようで、レギーナを連れてこちらに来る。




こんな状況だというのに涼しい顔をしているのは、切り札を温存できているからだろうな。



「よく戻ってきた。早速だが仕事を依頼したい」


疲れてるんで少し休ませてください、なんて言える状況じゃない。




無言でうなずいて続きを待つ。



「ネクロマンサーは、ボーンドラゴンの上に乗っているのが確認されている」


ボーンドラゴンを使って広範囲の地域を移動し、各所に配置したアンデッドに命令を下していたのか。



「お前とソフィーの存在に気づかれたくない。力は抑えて戦え」


諸悪の根源であるネクロマンサーがいるなら、この場で殺したっていいはずだ。それなのに余力を残そうとしているゼルマに疑問をぶつける。



「そこまで気にする必要があるので？　ここでネクロマンサーを殺す手もあるかと」

「聖女エレノア様が聖魔法でネクロマンサーが乗るボーンドラゴンを撃墜しようとしたが、黒い膜によって防がれてしまった。すぐに殺すのは難しいぞ」


予想していたとおり、フィネのように聖魔法への対抗魔法を使えるか。無効化されるわけではないので、それが救いである。



「また、整列して進むデュラハンやゴーレムの集団が、聖女エレノア様のほうに向かっていったと、報告を受けている。前回のように広域の『ターンアンデッド』は期待できないだろう。しばらく様子を見たい」


初回の襲撃で聖女の居場所がわかったから、二回目では直接狙いに来たのか。人間社会をよく知っているネクロマンサーらしい戦い方だ。これがフィネなら、適当に魔物を突っ込むか、本人が乗り込んで終わっていたはず。




だからこそ、ソフィーの存在を隠せているのは大きい。聖女は一人。その常識に縛られているはずで、付け入れる隙になる。絶対的に不利な状況ではないのだ。



「教会騎士側は問題ない。ラルスは権能を使わずに冒険者のほうを手伝ってくれ。余裕があれば、戦況を確認したいので聖女エレノア様の様子も見てきてもらいたい。できるか？」

「この剣と魔法で切り抜けて見せます。お任せください」


右手に持つソフィーからもらった剣を軽く持ち上げた。




聖刻文字が刻まれたこの剣だけでも十分戦える。



『ホーリーブレス』


さらにソフィーの聖魔法で身体能力が向上すれば、負けることはないだろう。




的確に援護をしてくれたソフィーの頭を軽く撫でてから魔法を使う。



『エンチャント・ウェポン』


刀身が淡く光る。これで威力や耐久度も上がった。準備が終わったのでゼルマに軽く頭を下げてから、俺の戻りを待っているであろうバウルのところに向かって走り出す。







バウルたちは襲ってくるアンデッドどもと上手く戦っていた。




治療や休憩が必要になったら後ろに下がり、代わりに休んでいた冒険者が戦うといった具合に、二交代制で対抗している。そのおかげで防衛ラインには余裕があるようだ。



「戻ってきたぞ」

「待ってましたッ！」


バウルは俺に満面の笑みで返事をした。




むさ苦しい男に笑顔で迎えられても嬉しくはないんだが。



「戦況はどうだ？」

「悪くはないですね。一日、二日なら持ちます」


バウルは自信ありげに頼もしい回答をくれた。




俺は教会騎士側のほうも見た。向こうは本職なので、冒険者たち以上に安定して戦っている。特にマティアスの聖魔法は非常に強力で、『ヒール』『ホーリーランス』さらには味方全体に『ホーリーブレス』まで使って、能力を底上げしている。余裕はあるだろう。




だが問題もある。




ネクロマンサーが所有しているアンデッドは、最低でも数万はいると予想されており、今回の奇襲に全軍を投入しているのであれば、数日では終わらない。




昼夜問わず襲われ続けるので、二、三日で崩壊するだろう。いや、その前に、他の貴族たちが敗走するほうが早いかもしれない。




だから、守りだけではなく反撃に出る必要性がある。



「よう、サボってるのか？」


ゼルマには剣一本で戦えと言われたが、他人の力を借りるなとは言われてない。使えそうなヤツ——ローザが地面に座り込んでいたので声をかけた。恨めしそうな目で見返してくる。



「さっきデカい魔法を使ったから、魔力を回復させているのよ」

「それなら、これを使え」


魔力を回復させるマナポーションの瓶を投げると、ローザは受け取りすぐに飲み干す。



「アンタからもらうと、いつもより不味く感じるわね」

「気のせいだ。さっさと周囲のアンデッドを殲滅しろ」

「はいはい。言われなくてもわかってるわよ」


やる気なさそうな返事をしながら、ローザは立ち上がった。




服に付いた土を叩いて落とすと、先端に赤い宝石が付いた木の棒を上に掲げる。聖剣や聖女が使うスタッフのように、魔法の力を増幅させる魔道具だ。今回の遠征用にゼルマから貸し出されたと聞いている。




ローザの体内にある魔力が高まり、それと同時に赤い宝石も輝きだした。



「デカいのを放つ！　距離を取れ！　隠れろッ‼」


戦っている冒険者や教会騎士たちが巻き込まれないように叫ぶと、気づいたヤツらがローザを見て驚いた顔をした。



「おいおい、もう少し早く教えてほしかったんだが」


顔を引きつらせながら文句を言うと、バウルは大声で指示を出してからローザの後ろに隠れた。他の冒険者や教会騎士も準備はできたようだ。訓練された動きを見せてくれて、心強い。



『ファイヤーストーム』


ローザが放った全力の『ファイヤーストーム』は、恐ろしい威力を発揮した。




近くにいたアンデッドだけでなく、目で見える範囲の魔物がすべて消し炭になったのだ。一発の魔法で数百は確実に倒せただろう。これぐらいの魔法がポンポンと放てれば楽に勝てるのだが——。



「はぁ、はぁ、はぁ……」


魔法を使ったローザは肩で息をしていた。




体内の魔力が欠乏して再び顔色は悪くなり、今にも倒れそうである。




マナポーションは短期間で何度も飲んでも効果が発揮されない。この状態になってしまったら、しばらくは休ませておく必要がある。



「お疲れ。さすがだな」

「私が休憩している間に終わらせるのよ」

「わかってる」


空いた穴を埋めようとして、また魔物が近づいてきている。



「バウルたちはここで休んでてくれ。アレは、俺が一人でやる」


交代制で戦っていたとはいえ疲労は蓄積されている。次にいつ休めるかわからないので、新しく来たレッサーデーモンの集団は引き受けようと考えての発言だ。



「一人って、ラルスさんの実力を疑うわけでないのですが、大丈夫なんですかねぇ……」


心配するのもわかるが、集団と言っても数は四十程度。ソフィーの魔法で強化されている今なら問題ない。



「まあ、見てろって」


魔力で下半身を強化すると、右足を少し後ろに引いてグッと力を入れる。前傾姿勢になって、全力で飛び出した。




ソフィーにかけてもらった『ホーリーブレス』の効果はすさまじく、まるで空を飛んでいるような感覚で進み、レッサーデーモンと接触する寸前で跳躍。空中にいる一匹を両断してから足場にしてさらに上昇、集団を飛び越えて背後に着地する。




反転して、レッサーデーモンの背中を視界に収めながら斬りかかる。数匹までは無抵抗な状態で殺せたが、下級とはいえ敵はデーモン。動揺などない。心が恐怖で凍り付いてしまいそうな叫び声を上げて反撃してきた。




目の前にいるレッサーデーモンは、二本の角を伸ばすと、俺の腹を突き刺そうとしてくる。右にいるヤツは口を開くと火の玉を吐き出した。それらを『魔法障壁』で受け止めてから、すぐに解除して、口を開けたままのレッサーデーモンに剣を突き立てる。即死だ。死体を掴むと、俺に近づこうとしていた三匹に向けて投げて吹き飛ばした。




少し厳しいな。この数を剣一本ではさばききれない。魔法を使うと決める。



『エネルギーランス』


半透明の槍が俺の周囲に数十本浮かび、俺を囲んでいたレッサーデーモンに向けて放たれる。さらに同じ魔法をもう一回使うと、十匹以上が体中に穴を開けて仰向けに倒れ、青い血が地面を汚す。




これで少し余裕ができた。残りは十数匹程度で、魔法を使わなくても倒せるだろう。




次に攻撃する相手を探していると、レッサーデーモンが一斉に上空を見る。




俺の周囲が暗くなり、地面に大きな影ができていた。




考えてではない。直感に従って前に飛び出す。回避した直後に背後から地響きが聞こえ、振り返ると、見慣れた上級の女悪魔がいた。



「お久しぶり〜」

「カーリン……生きていたのか」


聖剣からフィネを守るため、ハイアムとカーリンは盾になって黒焦げになった。死亡までは確認していなかったが、あの状態から回復できていたとは驚きだ。




俺を襲っていたレッサーデーモンは跪いて顔を下げている。カーリンに絶対服従の意思を見せていた。



「私も死んだと思ったんだけどねぇ。フィネ様との契約が切れて、直後に新しく悪魔契約の召喚を受けたのよ」

「それで、召喚の魔法を使ったヤツが死にかけたお前を回復させたのか？」

「そうなるわね。ハイアムは灰になって消えたし、フィネ様は生きているかわからない。私は運が良かったみたいね」


戦う意思はないようで、カーリンは小さく微笑みながら腕を組んだ。




二つの山が強調される。




相変わらず露出度の高い服を着ているが、魅力的だとは感じないな。



「ねぇ、フィネ様すら凌駕したラルスちゃんに相談があるんだけど。今の主人との契約を終わらすために、協力してくれないかしら？」

「どういうことだ？」


悪魔にとって契約は絶対だ。普通は相手が破滅するまで遊び続ける。それを途中で破棄したいとは。悪魔の常識を覆すような発言だろう。



「死にかけていたから、不利な契約を押しつけられちゃってね。そろそろ自由になりたいのよ。解約の条件は主人の死亡。だから、協力して殺しちゃいましょっ」


もっともらしいことを言っているが、どこまで信じてよいのかわからない。不利な契約でも悪魔なら楽しめるはずなので、本心は別にあるだろう。




自由になることで、多くの人間——俺たちを罠にはめるなどだ。より多くの不幸を実現するために取引を提案してきた。そんなことすらありえるので、素直にうなずくことはできない。



「何が狙いだ？」

「あら、私が嘘を言ってると思ってるの？　ちょっと傷ついたわ」


わざとらしく、カーリンは悲しそうな表情を浮かべた。後一言何か言えば泣き出してしまいそうな、そんな雰囲気を漂わせているが、演技なので無視する。



「さっきの言葉に嘘はないだろうが、まだ隠していることがあるんだろ？　それを教えろ」


嘘はつかないが、すべてを言わない。




それが悪魔のやり口だ。




一部の情報を隠して勘違いさせ、破滅の道に突き落とす。歴史を紐解けば、そんな被害はたくさんあり、童話にもなっているぐらいだ。それこそ農村の子供でも知っているので、警戒するなと言うほうが無理な話である。




で、何を隠しているか。といった部分が重要になり、契約解除の条件がカーリンを召喚した主人の殺害だと——ん？　そういえばカーリンは〝今の主人〟としか、言っていなかったな。



「お前の主人はボーンドラゴンに乗って、ここを襲っているネクロマンサーか？」


俺の質問を聞いたカーリンの目が怪しく光ったように見えた。




笑みが深まったようにも感じる。



「そうね。合っているわよ。でも、ラルスちゃんが想像している人間とは、ちょっと違うと思うけどね」

「どういうことだ？」

「彼はもう人間という種族ではないということよ」

「アンデッドにでもなったのか？」


この呪われた地にとどまり続けるのであれば、人間を辞めるという選択も取るだろう。いや、むしろ人間のまま、聖水での浄化が必要な土地に住み続けるのは不可能なので、必須の選択といえるかもしれない。




この考えは正しいと思っていたのだが、どうやら実際は違うようで、カーリンは首を横に振った。



「惜しいけど違うわ。彼はね、選ばれたの」

「選ばれた？」


もったいぶるように、一呼吸置いてからカーリンが最後の一言を発する。



「ダンジョンマスターにね」


フィネや植物男のように、ネクロマンサーもダンジョンマスターになったと、カーリンは語ったのだった。



「人間がダンジョンマスターになれるのか？」


もし人間がダンジョンマスターになれるのであれば、噂なり伝承なりで広く伝わっていてもいいはずだ。だが、そういった話は一度も聞いたことがない。貴族や教会関係者なら知っているかもしれないが、この場にはいないのでカーリンに聞くことにした。



「元人間になれば可能よ。ダンジョンは、体内に魔石を持つ存在から自らのマスターを選ぶの。無事に契約が終われば、ダンジョンマスターになって莫大な力と知識が手に入るらしいわ」


なぜか人間や動植物の体内に魔石は存在しない。魔石を持っているのは魔物だけだ。ということは、ネクロマンサーはまずアンデッドになってから、その後ダンジョンマスターになった。そういった流れなのだろう。




それなら魔物だけが知っていて、人間側に情報が出回らないのも納得だ。



「その代わり、ダンジョンのために働く存在になっちゃうけどね……って、フィネ様が言ってたわ」


まるでダンジョンに意思があるような言い方をしていた。ありえない。俺の常識が即座に否定する……が、一方で謎の多いダンジョンであれば、そういった可能性もありえるのかもしれないと感じてもいる。




未知の情報を大量に浴びて頭の中がグチャグチャになり疲れるが、騙されるわけにはいかないので、問答は続けるしかない。



「ダンジョンのため？　あれの目的は何なんだ？」

「ダンジョンの拡大と統一よ」

「統一したらどうなるんだ？」


ダンジョンの核心に迫っている。そういった実感があり、気持ちがはやる。



「秘密〜。どうしてもって言うなら、私と契約してくれたら教えるわよ」


笑みを深めたカーリンがバカな提案をしてきた。




知りたいとはいえ、悪魔と契約するつもりはない。



「断る」

「残念」


悲しそうな顔をしたが、気にはしていないはず。




相変わらず人を弄ぶのが好きなヤツだな。



「それで、主人との契約解除——殺すために協力してくれるのかしら？」


ここを襲撃しているネクロマンサーとは今すぐ戦わなければならないので、カーリンの提案に乗ってもいいが、相手が人間でもアンデッドでもなくダンジョンマスターであれば、懸念が一つ残る。答えを出すのは、それを確認してからでいいだろう。



「ネクロマンサーは、今ここに来ているよな？」

「そうね」

「だとしたら、依り代を使っているはずだ。そいつを殺しても契約は解除されない。そう思っているのだが、これは合っているか？」


ダンジョンマスターは外へ出るために依り代を使う。依り代を破壊したところで本体は生きているので、死んだことにはならず契約解除にならない。そう思ったのだ。




もし契約解除までという条件を飲み込むのであれば、ダンジョンに乗り込んでネクロマンサーの本体と戦う必要がある。だが、ゼルマと失った家宝を探す任務があるので、そこまで付き合うつもりはない。



「いいところを突くわね〜。ダンジョンマスターに詳しくないと出てこない発想よ」

「余計な話はどうでもいい。答えは？」


馬鹿にするような言い方にイラ立ちを感じる。別に好きで詳しくなったわけじゃない。フィネやカーリン、あとは教会のせいで他人より少し知っているだけだ。



「依り代ってね、魂を本体から移して操作するの。だから、依り代を破壊すれば本体に魂が戻るんだけど、その間、魂はどこにも属してないから、一時的な死という扱いになるわ」

「要するに依り代を破壊すれば、契約は解除できると言いたいんだな？」

「そうよ。解除の条件は契約主が死ぬこと。それが一時的でも条件は満たされるわ」


一時的な死をもって契約解除か。ネクロマンサーが契約の穴に気づいていない可能性はある。カーリンの計画どおりに進めることもできるだろう。




今の窮地を脱するきっかけにもなる。カーリンの裏切りは、俺たちにとっても利益は大きい。



「わかった。協力しよう」


不安は残るが、そう結論を出すしかなかった。



「そう言ってくれると思っていたわ」


勝ち誇った笑みをしたカーリンを斬りつけたくなったが、ここはグッと堪える。裏切るならもう少し後だ。



「ラルスちゃんの邪魔をしないように、私の配下は戦闘から離脱させるわね。タイミングを見て手助けしてあげるから。後はよろしく〜」

「おい！　待てよ！」


俺の話など聞いてない。ウィンクをするとカーリンは空に舞い上がる。少し遅れて付近にいるレッサーデーモンたちも宙に浮かぶと、ボーンドラゴンとは正反対の方向に去って行き、俺たちの天幕の周囲には魔物がいなくなった。




天幕のほうを見ると、冒険者だけでなく教会騎士たちもおとなしく様子を見ていた。アルマだったら交渉など無視して攻撃してきただろうが、マティアスが上手くコントロールしてくれたのだろう。教会騎士としては非常識な見た目をしているが、中身は常識のあるヤツで助かった。



「周囲はしばらく安全だ。俺はエレノア様の様子を確認に行き、必要であれば助けに入るとゼルマ様に報告してくれ」


バウルに向けて大声で伝言を任せると、エレノアがいるであろう天幕に向かって走り出した。






◇　◇　◇





エレノアがいる場所はわかりやすい。拠点の中心だ。しかも今なら魔物たちが向かう場所でもあるので、進路を邪魔するグールを斬り倒しながら進む。




当初の予定どおりなのか、貴族の騎士や兵たちは志願兵を肉の盾にしながら危なげなくなく戦っている。教会騎士たちは聖魔法と剣技を組み合わせて対抗していて、余裕がありそうだ。




しかし奇襲されたため陣形を組む時間はなかったようで、空いた場所がいくつもある。一部の魔物は奥に進んでしまっていた。




間違いなくエレノアの所でも戦闘が発生しているだろう。



「た、助けて……」


グールに噛みつかれて血だらけの男性が、俺に向かって手を伸ばしてきた。




ぐっと歯を強く噛んでから、視線を外す。




すべては助けられない。彼を見捨てて、エレノアの元に向かって足を動かし続ける。




上空からボーンバードの集団が地上に向かって下降してくる。目的地は俺が進む場所だ。



『ファイヤーボール』


炎の玉を十個ほど浮かべてから、ボーンバードに向けて放った。衝突すると爆発、周囲を巻き込んで落下してく。地上にいるスケルトンナイトや動物型のグールを巻き込んでいった。




結果を最後まで見届けることなく、エレノアがいる天幕に向かう。




徐々に魔物の密度は減っていくが、その代わりに強さが跳ね上がる。




苦戦しながらも戦い抜き、目的地に着く。




エレノアがいる天幕は、身長が五メートルはある大型のデュラハンや冷気を放つ大型の狼、ゴーレムの集団に囲まれていた。数は多くないが、生物や無機物の魔物も操れるようだ。




これだと聖魔法でまとめて倒すのは難しい。ローザのような魔法が使えればいいのだが、対アンデッド対策しかしておらず、人材がいないのだろう。天幕を守る教会騎士たちは、聖刻文字が入った武器で応戦している。




大型のデュラハンが大剣を振り上げた。天幕ごと叩き潰すつもりなのだ。




聖女のスタッフを持ったエレノアが宙に浮かぶと、聖魔法を使う。



『ホーリー・エクスプロージョン』


激しい衝突音とともに大型のデュラハンが吹き飛んだ。鎧は傷つき腕や足もちぎれている。白い煙が出てピクリとも動かない。一撃で倒すとはさすが聖女だな。




先ほどの魔法を連続して使えれば、すぐにでも戦闘を終わらせられると思うのだが、魔力を使いすぎたようで息が乱れている。難しそうだ。




ゆっくりと地上に降りていく姿が見えた。



「ウォォオオン」


冷気を放っていた狼が鳴くと、口から凍り付くようなブレスを出した。



『魔法障壁』を使っている教会騎士たちに氷の塊がぶつかると、一部は守りを突破されてしまう。回避はできず氷の塊が衝突。赤い血をまき散らして死んでしまった。


すぐに助けたいところだが、ゴーレムが進行しているのが目に入る。無機物は寒さに強い、か。よく考えられた配置だ。




教会騎士を襲っている狼とエレノアの天幕に向かうゴーレム、どっちを先に倒すか少し悩んだが、エレノアを優先しようと決める。そのほうが、結果的に多くの人たちを助けられるからな。




ゴーレムの素材は魔法への抵抗力が高いミスリルで作られているようで、俺の魔法で攻撃しても効果は薄いだろう。あの数を倒しきれるとは思えない。




剣を鞘にしまうと武器を創造する。




手に持ったのは大きなポールアックスだ。先端には鋭い穂先、その少し下には斧と槌が両刃になっており、雑に使っても驚異的な威力を発揮してくれる。長さも二メートル以上あって、振り回すだけでも十分な破壊力があるはずだ。素材はアダマンタイトと呼ばれる非常に硬い鉱石から作られているので、ゴーレムを叩き潰すには適した武器である。




魔力を練って身体能力を十分に強化してから飛び出す。




近くにいたゴーレムを槌で叩きつけると、宙に浮かんで周囲を巻き込みながら吹き飛んでいった。俺のことを驚異だと判断してくれたようで、近くにいたゴーレムたちは足を止めて排除しようとする。




これでエレノアの魔力が回復する時間は稼げるだろう。



『エネルギーボルト』


光る矢が周囲にいくつも浮かぶ。もちろん、破壊を目的にした魔法ではない。ゴーレムの集団に当てると、ターゲットをエレノアから俺に変えた。



「いいぞ！　こっちにこいッ！」


ポールアックスを振り回しながら叫ぶ。ゴーレムには無意味だろうが、周囲にいる教会騎士たちには、俺が囮になっていると伝わったことだろう。これで狼のほうに集中できるはずだ。




左右からゴーレムの腕が伸びてくる。俺を捕まえようとしているので、一歩後ろに下がって避けてから、左側にいるゴーレムをポールアックスの斧で両断。もう片方に『エアハンマー』で衝撃を与えて仰向けに倒す。跳躍してから落下の勢いを使い、頭を穂先で貫いた。



「数だけでたいしたことないなッ！」


また大声を出す。上空にいるネクロマンサーが、俺を優先して殺そうと考えてくれればいいのだが。




体力が続く限り走り回り、後方にいるゴーレムを優先して排除していく。魔法を併用して瓦礫の山を作っていると、上空から魔力を感じた。



『魔法障壁』


次の瞬間、氷の槍が雨のように降ってきた。




ネクロマンサーが魔法を使ったのだろう。反撃するために『ファイヤーランス』を放つが、ボーンドラゴンが避けてしまったので当たることはなかった。




俺を驚異だと判断したネクロマンサーも参戦してきたのだ。




ゴーレムを叩き壊し、時には盾にして、ネクロマンサーが放った魔法の餌食にしていく。



『エアハンマー』


上空に向けて空気の塊を放つ。目に見えにくいということもあって、ネクロマンサーは『魔法障壁』を発動させるのが遅れてしまい、ボーンドラゴンの羽に直撃させた。距離があるのでダメージはほとんどないだろうが、一瞬だけバランスを崩すことには成功する。




今まで安全圏にいたと思ったのに攻撃が当たってしまった。




冷静さを欠くには充分だったのだろう。注意を引きつけられなかった残りのゴーレムたちも、進行方向を変えて俺のほうに向かってきた。囮役としては完璧な仕事をした自信がある。




ここまで上手くいくとは思わなかったので、ネクロマンサーは魔法には長けていても直接的な戦闘経験が少ないとみた。もしくはアンデッド特有の執着が足を引っ張っているのか？




意外に直接叩けば簡単に倒せてしまうかもしれない。




そんな希望を見いだしていると、エレノアのいるほうから野太い男性の声がした。



「汚らしい邪教徒め！」


ゴーレムと戦いながら姿を見る。丸々と太った豚……いや、聖職者がいた。周囲には彼を守るように異端審問官が四名もいることから、教会内でも地位が高いことがわかった。



「偉大なる教皇、カリウス三世である。この私が倒してみせよう‼」


………………あれがソフィーの元婚約者か。




エレノアが嫌がるのもわかる気がした。




戦場で堂々と、自分が総大将ですよと名乗り上げる浅はかな男とは思わなかったぞ。




せっかく敵を引きつけていたのに、新しい命令を受けたゴーレムは、アイツのほうに向かって行ってしまった。



「この私を狙うとは不敬なッ‼」


カリウス三世は体内の魔力を練りながら、真っ白なスタッフを天に掲げる。



『ホーリーランス』


一瞬にして数百の白い槍が出現した。




さすが教皇に選出されるだけはある。手に持ったスタッフの補助があるとはいえ、数だけではなく威力も高そうに思える。聖魔法の適性は普通より高いようだ。



「これが創造神の裁きだッ‼」


光の槍が上空に向かって進み、空中にいたボーンドラゴンを貫いた。さらに今度は地上に向かって放たれ、ゴーレムや教会騎士と戦っている狼たちを攻撃していく。




当然のように俺の頭上にも『ホーリーランス』が来たので『魔法障壁』で防ぐ。戦っていた教会騎士も同じようにして身を守っていた。




味方への被害を気にせず攻撃するとはッ‼




お前、敵じゃなく仲間に殺されるぞ！




ネクロマンサーを乗せたボーンドラゴンを睨みつけていると、何十もの黒い槍が教皇に向けて放たれた。教皇は『魔法障壁』で防いでいるようだ。




周囲にいたアンデッドはほぼ全滅したので、自由に動けるようになった一部の教会騎士たちが、エレノアたちを守るために走っている。俺も様子が気になるので一緒に行くことにした。



「早く、反撃するのだッ‼」


教皇の怒鳴り声が聞こえる。魔法が絶え間なく降り注いでいるので、焦っているのだろう。あまりにも長く続くので、教会騎士や俺は近づけない。途中で立ち止まってしまった。




エレノアを探す。聖女が使うスタッフを持っているおかげで、すぐに見つけられた。白いローブとフードをかぶっており、カリウス三世の足下に座り込んでいる。フードの隙間から顔が見えるのだが、青白くなっている。体内の魔力が欠乏しているのだろう。床にはマナポーションが入っていただろう瓶がいくつも転がっていた。




座っていても辛い状態のはずなのに、エレノアはフラフラしながらも立ち上がろうとしていた。




無理だ！　休まなければ魔力を使いすぎて気絶、最悪死ぬぞ！




黒い槍が降り注ぐ中に入ってでも止めようと思ったが、上空に巨大な扉が出現したので止まる。



「何だ、アレは……」


教会騎士の一人が呟いた。




骨がびっしりと付着した扉。そこから何かを召喚するつもりなのだろう。邪悪な気配を感じるので、これからよくないものが出てくることまでは推測できた。




扉がゆっくりと開く。たった数センチ開いただけなのだが、黒い煙が漏れ出てくるのと同時に、離れていても腐臭がここまで漂ってきた。



「ま、魔法を放て！」


近くにいた教会騎士が怯えた表情をしながら叫ぶと、何人かが『ホーリーランス』を使った。




空中に浮かんだ扉に当たるが効果はない。また少しだけ開き、隙間から皮の剥がれた手が出てきた。血は黒く地面に垂れ落ちると、グニャグニャと動いてから人の形をした泥のような赤黒いグールが誕生する。保有する魔力量は膨大だ。あまりにも異質なグールを見て、誰もが息をのんで止まってしまう。




いつの間にか黒い槍の雨は止まり、教皇が使っていた『魔法障壁』もなくなっていた。




先ほどまで頑張って立とうとしていたエレノアは地面に伏している。無理をしようとして倒れてしまったのだろう。




正体不明のアンデッドや教会騎士、教皇などどうでもよい。今はエレノアを助けるときだ。




走ってエレノアの近くに着く。近寄ろうとしたら、教皇を守っていた異端審問官の一人が立ち塞がった。



「邪魔だ。どけ」

「…………」


無言の返事とともに異端審問官からの圧力が増した。ここで争うのは悪手か。いったん引くべきか？




一歩後ろに下がると、エレノアが顔を上げた。顔色は悪いままだが、それよりも首に巻かれたものに目が釘付けになってしまった。




ネックレスといった装飾品ではない。




あれは……奴隷の首輪だった。




一瞬にして怒りが湧き上がった。




まさか聖女に奴隷の首輪をつけて、無理やり従わせているとは！




俺の目の前に立つ異端審問官たちは、この行為について疑問を持たないようだ。盲目的に従う駒か。教会の教育は、人間性を喪失させるほど優れているらしい。



「確か、勇者と聖女はセットで動くんだったよな」


右手に聖剣を創造する。別に教会の勇者になったつもりはないが、エレノアを助けるのに躊躇ちゅうちょはしない。




俺の殺気を感じ取った異端審問官が武器を構えた。一歩でも前に出れば襲いかかってくるだろう。



「…………」

「…………」


お互いに隙を見つけようとして睨みあいが続く中、教皇が怯えを含んだ叫び声を上げる。



「お前ら何をしているッ‼　私を守りながら、アレを倒すんだ‼」


血から生まれた、強化グールの数が数百にまで増えていた。教会騎士が聖魔法で攻撃しているが、黒い膜に妨害されて威力が減衰している。何度か当てれば倒せるだろうが、時間はかかりそうだ。増えるスピードのほうが早い。




空中に浮かぶ扉から出現した手は、すでに腕まで見える。その大きさから全長は数十メートルありそうだ。ドラゴンと取っ組み合いも余裕でできてしまう。




腕には包帯が巻かれていて、隙間には肉が見える。そこから血が流れ落ちて、強化グールの数が加速度的に増加していた。



「グズグズするな！　早く行けッ‼」


動かない異端審問官に苛立った教皇が、もう一度命令をした。




従順な教会の飼い犬は俺の前から立ち去って、強化グールに攻撃をしかける。




教皇は戦況から目が離せない。




邪魔をするものがいなくなったので、倒れているエレノアを抱きかかえた。顔が青白く呼吸が浅い。奴隷の首輪が光って首を締め付けているようだ。まだ息はできるレベルだが、命令が実行できない状態が続くと、首の骨が折れるほどの強さになるだろう。




非常に危うい状況だ。




奴隷の首輪を何とかしなければいけない。




首を絞めている状態を解除するには主人が死ぬか、解除のワードを唱えるか、あとは首輪の破壊が思いつく。




手っ取り早いのは最後の破壊だが、正しく壊さないと爆発すると言われている。試したことはないのでデマの可能性もあるが、この場で実行する気にはならない。もちろん解除のワードなんて知らないので、残されたのは教皇の殺害だ。




だが、強化グールに怯えて、周囲に異端審問官を集めているヤツを殺すのは難しい。時間が足りない。




……最後に下っていた命令は〝早く、反撃するのだッ‼〟だったな。



「すまん」


一言謝ると、服を脱がせて腹を露出させる。白くきめ細かい肌が外に晒された。へその形も縦長で綺麗に整っている。触るのをためらってしまうほどの美しい腹に手のひらを置くと、魔力を流す。エレノアの体内に流れ込んでいった。




魔力譲渡。これが俺の選んだ方法だ。




腹か胸に接触しないと使えないうえに、俺が魔力を５流したら１しか受け取れないほど効率が悪い技術なので、普段であれば使われることはない。知っているやつも少ないだろう。そんな廃れた技術がエレノアを救うきっかけになる。




顔色が戻ってきて、目が開く。



「事情は後で説明する。あそこにいる強化されたグールに攻撃できないか？」


小さくうなずくと、エレノアが苦しそうにしながらも小声で魔法名を言う。



『ホーリーランス』


普段よりも弱々しい白い槍が一本浮かぶと、強化グールに向かって放たれた。教会騎士たちが放った『ホーリーランス』に混じって黒い膜に衝突。突き抜けて強化グールを消滅させる。




あの強化グールを一撃で倒せるとは。さすが聖女である。




感心しながらエレノアを見ると、奴隷の首輪の光は消えていた。命令を実行したと判断してくれたようで、一時的ではあるが安心できる状態になったのだ。




奴隷の首輪に絞め殺される危機は去ったが、ネクロマンサーが仕掛けてきた強化グールの脅威は相変わらずだ。一体倒したぐらいでは戦況は変わらない。




教会騎士や異端審問官が聖魔法を巧みに使って倒しているが、消滅する速度より血から生まれてくる数のほうが多い。どう見ても劣勢で、時間をかけてしまえばこちらが不利になる。




この状況を覆すのであれば、空中に浮かんだ扉から出てこようとする謎の巨大アンデッドを倒すか、召喚魔法を使っているネクロマンサーを狙うしかないだろう。



「逃げてください」


俺が渡した魔力も使い切って、魔力が欠乏したままのエレノアが弱々しい声で呟いた。




意識を保っているのも辛い状態だろうに、俺のことを心配してくれた。出会ったときは強気で厄介な女性だと思っていたが、実は他人を思いやれるいい子じゃないか。




人間は危機的な状況に陥ったときにこそ本性が現れるという。




ソフィーへの対抗心がなくなったエレノアは、ようやく生来の性格が表に出たのだろう。




今なら人格面でも聖女と呼ぶに相応しい女性。そう評価できる。



「いや、その前にやることがある」


逃げたとしても、エレノアを抱えたまま強化グールの包囲網を抜け出せるか不明だ。それに扉から出てこようとしている巨大なアンデッドは、漏れ出ている禍々しい魔力からして強敵だというのがわかる。アレが扉から完全に出てきたら俺たちだけでなく、ロンダルト王国全体が崩壊するレベルだろう。




ネクロマンサーごときが従えられるレベルではない。恐らくダンジョンマスターになったから、召喚できるようになったんだろうな。




聖剣の本来の力が発揮できれば倒せるかもしれないが、エレノアには頼めない。




消極的な選択ではあるが、時間を稼ぎつつ勝機を待つか。




エレノアを地面に優しく置くと、剣を抜いて近づいてくる強化グールを切り飛ばす。黒い膜で防ごうとするが、ソフィーが手を加えた剣の前では意味をなさない。一刀で上下を分断させると、白い煙を出しながら消滅していく。



「うぁああああッ‼」


教会騎士が強化グール五体に捕まった。腕や腹、頭に噛みつく。ボリボリと骨が砕ける音が聞こえた。残念ではあるが、あれは助からない。異端審問官も同じことを思ったようで、教会騎士ごと強化グールを斬り捨てた。




仲間にトドメを刺したというのに、動揺なんてしていない。効率よく倒すためであれば、仲間を犠牲にしても気にしないのだろう。




聖女は人前に出ることが多いから人間らしさというのは残っているが、異端審問官は裏方なので、子供のころからの教育で感情が消されているのかもしれない。







空中に突如として出現した扉。そして巨大なアンデッドの出現は、拠点にいればどこにいても気づける。よくないことが起こっているとわかって、遠征隊の人々が集まりつつあった。



「アレを倒せッ！」


どこからか、志願兵と騎士を連れた貴族が現れた。手に持った剣の切っ先を扉から出てこようとする巨大なアンデッドに向けている。命令に従って兵たちが突撃する。その後方にはコルネリア王女の姿も見えた。




また別の場所からは、アルマが率いる教会騎士たちが現れた。そっちは無言で戦場に突っ込んでいく。命令などなくても、やるべきことは理解しているような動きだ。




こいつらは先陣で、この後も続々と来るだろう。



「援軍だ」


状況が大きく変わるタイミングがきた。




今は強化グールたちと激しい戦いを繰り広げており、中心地であるここにたどり着くのはもう少し時間がかかりそうだ。



「今だ！　全員、戦え！」


カリウス三世は勝機だと思ったのだろう。護衛に残っていた異端審問官を強化グールの戦いに投入した。ヤツは今、この瞬間だけ一人だ。




今この場なら誰も気づけない。暗殺も可能だと俺の心が囁ささやく。普段ならそんな声は跳ね返すのだが、エレノアの姿を見ると我慢する必要ないと感じてしまう。暗器を創造しようと決めた瞬間に、ソフィーの声が聞こえた。



「ラルスさんーーーッ‼」


後ろを向くと、ゼルマ、レギーナ、ローザ、それに教会騎士や冒険者の姿まで見える。襲ってきた魔物を倒して、こちらに駆けつけてきたのだろう。




注目が集まってしまった。カリウス三世の暗殺は中断するしかない。暗器の創造を中断してエレノアを抱きかかえて立ち上がる。




ゼルマがソフィーに一言二言声をかけると、白いスタッフを天に掲げる。



『ターンアンデッド！』


ソフィーを中心に広がる白い光が周囲を包み込み、陽の光を浴びたような温かみを感じる。生物にとっては心地のよい光なのだが、アンデッドにとっては逆だ。強化グールといえどもソフィーの『ターンアンデッド』には耐えられず、体が溶けて消えていく。完全に消滅しない個体もあるが、近くにいる騎士が斬りつけるだけで簡単に倒せてしまうほど、弱体化していた。




上空にいたネクロマンサーを乗せたボーンドラゴンは、光を避けるために上昇していく。




聖女を上回る聖魔法の使い手がいるとは想像していなかったのだろう。反撃してくる余裕はなさそうだった。



「グォォォォオオオ‼」


空中に浮かんだ扉から叫び声が聞こえた。




ソフィーの『ターンアンデッド』でダメージを受けたようで、腕の表面が溶けている。が、倒すには至らない。むしろ、やる気が出たようで扉の開く速度が速くなり、完全に両腕が出てきてしまった。




巨大なアンデッドの正体がなんなのかわからないが、扉から出る前に仕留めたい。そう思わせる迫力がある。




ボーンドラゴンは『ターンアンデッド』を警戒して地上から大きく離れている。お互いに魔法が届かない距離なので、警戒は最低限でよいだろう。




ソフィーはゼルマに話しかけてから、俺がいる場所に向けて走り出した。拾われた双子も必死に追いかけている。




俺はおとなしく待って魔力の回復に努めよう。



「ふははは！　いいぞ！」


援軍がきたことでカリウス三世は余裕が出て、のんきに笑っていた。




その隣には、鎧やメイスに強化グールの肉片を付着させたアルマの姿がある。全力で走ってきたというのに息は乱れておらず、疲れも見えない。



「指示をお願いします」


アルマの言葉を聞いたカリウス三世は、空中に浮かぶ扉を指さした。



「アレを消滅させろ」


無茶な指示だ！　エンジェルリンクを使えば空も飛べるだろうが、近づけば扉から漏れ出している黒い煙に触れてしまう。そうなったら何が起こるかわからない。呪い殺されるだけならマシで、最悪アルマがアンデッド化して俺たちに牙をむく可能性すらある。接近戦で戦う相手ではないのだ。




戦いに疎いカリウス三世ならそういった危険に気づかないのもわかるが、アルマなら俺と同じ結論を出しているはず。それなのに……あの女は首を縦に振りやがったッ‼



「この場は私に任せて、安全な場所へ退避してください」


有無を言わせぬ重みのある言葉を放つと、アルマの後ろにいた教会騎士が二人、カリウス三世の横につく。



「うむ。よい心がけだ。後は頼んだぞ」


偉そうに返事をしてからカリウス三世は歩き出す。少しでも早く離れたかったようで、振り返ることはなく、腹を揺らしながら短い足を必死に動かしていた。




姿が小さくなるとアルマが、なぜか俺を見る。嫌な予感しかしないぞ……。



「エレノア様はどうだ？」

「魔力が欠乏して意識はほとんどないが、それだけだ。ケガはない」

「よくやった」


あのアルマが小さく微笑んだように見えた。




それほど心配していたのであれば、どうして奴隷の首輪に反対しなかったんだ、と言いかけて言葉を飲み込んだ。




教会関係者にとって教皇の命令は絶対だ。施設で思想教育を受けたアルマなら、従順でなければいけないと強く思い込んでいるはずで、正面から反対できるはずがない。ソフィーが例外であって、聖女を育成する施設で育った元聖女候補たちにとっては、アルマの行動が普通なのだ。



「お前はアレを倒しに行くんだろ。死ぬなよ」


だから当然のようにエンジェルリンクを使って、扉に向かって飛び立つと思っていのだが。



「何を言っている。アレはお前が倒すんだ」

「え、俺？」


何とも予想外の返しをされ、間抜けな返事をしてしまった。




お前は教皇の言いなりじゃないのかよッ！



「聖剣の力を解放すればいけるだろう？」


そう言い放ったアルマの視線は、近づいてくるソフィーを見ていた。




後ろにはゼルマやレギーナ、あとは三つ編みヒゲのマティアス率いる教会騎士団が続く。もちろん、面倒な女——アレッサもいた。



「ソフィーの力を使うから教皇を引き離したと？」


首を縦に振って、アルマは俺の推測が正しかったことを認めた。



「教皇様には、ソフィーがここに来ていることを知らせていない。なので、ご退場いただいた」


現聖女のエレノアに奴隷の首輪をつけたカリウス三世が、同じことを元聖女にしない理由はない。アルマはソフィーが奴隷の首輪をつけられるのを嫌がって、この場にいることを知られないように動いたのだろう。思想教育までされて敬虔な信徒でいるアルマが、そんな暴挙に出る。その事実に驚いて言葉が見つからない。




聖女に奴隷の首輪をつけた。そのことで、従うに値しない相手だと見切りをつけたのかもしれないな。




カリウス三世が発案者なのか、それとも許可を出しただけなのかはわからない。だが、アルマの心が離れるには充分だったのだろう。教会……いや、カリウス三世の求心力は、そこまで落ちたのか。




おおよその事情は把握できた。仕事の振り方はムカつくが、感情的になる場面ではない。聖剣の力を解放するべき相手ではあるので、戦うのは問題ないだろう。



「ラルスさん、お待たせしました」


アレッサ、マティアスを引き連れて、俺の所にまでたどり着いたソフィーが言った。




その後ろからゼルマが来ると、地面に横たわっているエレノアを見て眉間にシワを寄せる。




強い不快感と怒りが混じったような目をしながら、俺に問う。



「何があった？」


声で異変を察したソフィーは少し遅れてエレノアの状態に気づき、目を丸くして俺を見る。説明を待っているのだろうが、こっちが詳細を知りたいぐらいだ。アルマに視線を送って、お前が説明しろと訴えた。



「教会内でもごく少数の人間しか知らないが、教皇カリウス三世猊下の発案で、婚約を破談にしようとした罰で奴隷の首輪をつけられたのだ。もう、あのような事故を起こしてはいけないと言って、枢機卿たちの同意も得られている」


事故とは、自殺未遂の件のことだろう。聖女を奴隷にするにしては、事実を歪曲した理由で驚いてしまった。



「あの豚が、そこまで腐っていたとは……」


ゼルマの声はこの場にいる全員に聞こえたが、誰も文句は言わない。あの面倒な女の代表であるアルマですら、同意しているような雰囲気があるからな。




ソフィーを崇めているアレッサや自由奔放そうに見えるマティアスは、理解が追いついていないのか、奴隷の首輪を見たまま動かない。彼らにとっては思考が停止してしまうほど、大きな出来事だったのだろう。



「なぜ、司教という立場があるのに、こんな暴挙を見逃したんですかッ‼」


アルマに怒鳴りつけたのはアレッサだ。




聖女大好きっ子としては、エレノアへの扱いが一番納得いっていないみたいだ。




ズカズカと歩いて行ってアルマに掴みかかった。命知らずな女だな。



「カリウス三世猊下の命令は絶対だ」


アルマは腐った目をしたまま、言い切った。




結局、どんな武力を持っていても、組織に所属している限り上には逆らえない。子供のころに植え付けられた教育は、アンデッドに強い憎しみを持たせ、自分勝手に行動しているように見えるアルマの行動をも縛る。



「聖女に奴隷の首輪をつけるなどという命令でもですかッ！　それが教会のあるべき姿だと、本当に思っているんですかッ⁉」


責めるような口調でアレッサが言葉を叩きつけると、教会の教えから抜け出すのに時間がかかったアルマは、反論できなかった。



「答えなさいッ‼」


怒鳴り声を聞きながら、聖剣を創造してソフィーを見る。



「魔力を込めてくれないか」

「任せてください。一緒にアレを倒しましょう」


一瞬だけ空中に浮かぶ扉を見てから、ソフィーは聖剣の刀身に触ると魔力を込め始めた。聖魔法の魔力を吸収すると刀身が光り出す。



「黙ってないでなんとか言いなさいよ‼」


アレッサは上空にいる危険なアンデッドよりも、聖女への蛮行が許せないようだ。アルマとは別方向で、あの女も狂っているな。




聖剣は魔力を十分に蓄えて光が強くなってくる。ターゲットである敵を見るため顔を上げると、『ターンアンデッド』で焼かれた腕をゆっくりと動かしながら、扉を開こうとしていた。さらには退避していたネクロマンサーが、ボーンドラゴンを操って突撃しながら魔法を放ってくる。




ローザが『魔法障壁』を使って、降り注ぐ黒い槍から俺たちを守ってくれている間に、刀身への魔力注入が終わる。




ごちゃごちゃと考えるのは後だ。




今は、目の前の敵を消滅させるッ！



『創造神に反抗する愚かで矮小な魔物たちよ。私が代行者として審判しよう』


聖剣の機能を解放するワードを口にすると、刀身の光が強くなり熱を帯びる。周囲の景色が歪む。込められた魔力が爆発的な速度で増幅した。




敵を殺せ、早く解放させろ、そんな叫び声が聞こえるように感じる。



『お前を神敵として認める。即刻、消滅せよ！』


聖剣を前に突き出すと、刀身から光を束ねたような白く極太の線が放たれた。肌を焼くような熱気を帯び天に向かって一直線に進む。ネクロマンサーは逃げ切れないことを察したようで扉の裏側に隠れる。




扉に極太の光が衝突。光が飛び散りながら、アンデッドの腕や扉を削っていく。漏れていた邪悪な気配は、聖なる気配をまとった白い炎によってかき消されていった。



「あれは……何……」


周囲にいる教会騎士を代表するかのように、アルマを糾弾していたアレッサが呟いた。聖剣の全力を見る機会なんてないだろう。この場にいる全員が天を見上げていた。




聖剣の攻撃に耐えているように見えた扉だったが、少しずつ溶けていき、しばらくすると消滅する。後ろに隠れていたネクロマンサーごと飲み込んだのだ。依り代は破壊しただろうが、相手はダンジョンマスターなので油断はできない。




極太の白い炎は消えて、光の粒子が天から落ちてくる。一つ一つがターンアンデッド級の力を秘めているようで、地上にいるアンデッドどもに当たると消滅させていった。デーモン系はカーリンが連れ去っているので、残ったのは無機物系と一部の動物系の魔物だけ。その数は少ない。



「今だ！　倒しに行くぞ‼」


好機とみたマティアスが部下に指示を出して、残っている魔物と戦いに行った。




アンデッドどもは聖剣の力で消滅したが、教会騎士やマティアスとゴーレムの戦いは続いている。一応、仲間として助けるべきなのかもしれないが無視することにした。




俺は戦いよりもエレノア優先したいのだ。




倒れたままの彼女を抱き寄せて体調を確認していると、来てほしくない集団が近寄ってきた。



「勇者よ！　よくぞ倒した！」


腹を揺らしながら、異端審問官に護衛されている教皇がきたのだ。ソフィーは布を巻いて顔を隠すと、双子と一緒にアルマの後ろに隠れる。アレッサは歯をむき出して威嚇しているが、立場的に不味いと思うぞ……。



「アンデッドどもを聖剣の力で粉砕ッ！　まさに伝承どおりの成果じゃないか！」


まだ戦闘は続いているのに勝った気分でいやがる。お得意の聖魔法で教会騎士を助けろよ。




エレノアに奴隷の首輪をつけたことも納得できていない。文句の一つでも言ってやろうかと思ったが、ゼルマが先に話しかけてしまった。



「教皇カリウス三世猊下、お久しぶりでございます」

「ゼルマ嬢か。そういえば、君もここに来ていたな」


ピクリとゼルマの眉が動いた気がした。




存在を忘れられていたことに苛立ったのだろうか。



「教会の威信がかかった計画ですので、エルラー家も協力しております」

「よい心がけだ」


偉そうにうなずくと、横たわっているエレノアを見下ろす。



「それに対して、この女は使えないな。私に反抗するばかりか、戦いの途中で力尽きた無能だ」


周囲から強烈なプレッシャーを感じたが、教皇は気づいていない。楽しそうに話し続ける。なぜ、そこまで鈍感になれるか不思議だな。



「教会にとって利用できない聖女など不要だ。地位を剥奪して、そのまま奴隷として貴族にでも売り飛ばすか。元聖女の肩書きは高値で売れるぞ。そうだ、次の聖女が決まるまで、追い出したソフィーを使い潰すのもいいな」


俺の中の何かが切れた気がした。




さすがにこの発言は看過できない。




暗器を創造して殺す。




まだ戦闘は続いているので、今なら誤魔化しようもある。



「アイツ殺したほうがいいんじゃない？」


俺の近くにいたローザが、ぼそっと呟いた。




たまにはいいことを言うじゃないか。




気持ちは同じだ。もうこいつは手遅れで、俺の平穏な生活の障害になる。見逃す必要はない。




手のひらに透明なナイフを創り出す。




これは暗殺ガエルと呼ばれる沼地に出現する魔物が、口から吐き出す武器だ。氷のように透き通っており、鉄をも斬り裂くほどの鋭さを持つ。刺さると砕け散る脆さがあるので、体内に破片が埋まってしまう厄介な武器だ。攻撃を受けたら、聖魔法以外で回復するのは難しいだろう。




狙うのであれば頭、喉、心臓のどれかだ。『ヒール』で回復などさせない。全員の視線がカリウス三世から外れた瞬間、投擲して必ず即死させてやる。



「まあ、聖女の問題は遠征が終わってからでいいだろう」


ネクロマンサーへの勝利を確信した笑みを浮かべている教皇が、近くにいる教会騎士に指示を出す。



「これから全軍で出発するぞ」


まだゴーレムと戦っている者もいるうえに、被害の確認ができていない状態にもかかわらず、出発の命令を出しやがった。




この場にいる全員がぎょっとした目で教皇を見る。




反対する声は上がらないが、逆に動き出す者もいなかった。



「私の命令が聞けないのかッ！」


すぐ行動に移さなかったのが不満だったのだろう。教皇の表情が一変して、眉がつり上がる。




私の機嫌を取るために動け。




知りたくもない心の声が聞こえるような気がした。



「い、いえ、そんなことはございません。ですが、二度の襲撃で被害は大きく兵も疲弊して——」

「そんな話を聞きたいわけではない！　さっさと動けッ！」


近くにいた教会騎士が反論を試みたが、一喝されて終わってしまった。



「しょ、承知しました！」


各所に伝令するために、周囲にいる教会関係者が走り出した。好都合なことに人が減ったぞ。今なら教皇への注意は薄れている。




このタイミングだ。




手首だけを動かしてナイフを投擲する。透明なナイフは人知れず教皇の喉に突き刺さる……はずだった。



「ガハッ」


上空から降り立ったカーリンがカリウス三世を押し潰した。血は吐いているが生きているようだ。俺の投げたナイフはカーリンの腹に刺さって砕けたが、強力な再生能力によってすぐに塞がってしまう。




まるで狙っていたかのようなタイミングで出てきやがって。




残っていた教会騎士や異端審問官たちの視線がカーリンに集まる。



「あら、そんな熱い視線を向けられたら、体が火照ってしまうわ」


周囲の人間を馬鹿にするような発言をしながらも、カーリンの目はずっと俺を見ていた。



「何をしに来た？」

「忠告よ」


契約が終わったから裏切りに来たのかと思ったんだが、どうやら違うようだ。



「続きを話せ」

「もう、そういう冷たいところ直さないと、女性にモテないわよ？」


悪魔に心配されるほど落ちぶれてないと反論したいが、そんな話をしている状況ではない。睨みつけるだけにしておいた。



「……つまらないわね。もう少し会話を楽しみましょうよ」

「時間を稼いで何がしたいんだ？」

「あら、気づいていたの？」

「当然だろ。悪魔の言葉に無駄はない。裏があるはずだ」


言葉で人間を弄ぶ悪魔が、時間だけを浪費する会話をするとは思えない。無駄に思えるような会話をしたのであれば、そこには時間を稼ぐ意図があるのだ。




問題は、時間を稼いだ先の目的が見えないことにある。




配下のデーモンたちを集めるためなのか、それとも別なのか、なぜ時間を稼ぐ必要があるのか全くわからない。



「あ、そこ動いたら、この豚を殺すわよ」


会話をしている隙にアルマがカーリンを攻撃しようとしたが、教皇の腹を思いっきり踏まれてしまい、動きが止まった。異端審問官も同じで、隙をうかがいながらも睨みつけることしかできない。




わざと俺が動いて教皇を殺させるか？




いや、止めておこう。仮に上手くいっても確実に教会から責任を追及される。後を考えれば悪手だろう。




カーリンが何を企んでいるか気にはなるが、教皇を助けるつもりはないので静観を決め込む。



「いたい！　やめて、ぐぁああ」


カーリンが教皇の足を踏みつけて骨を折った。



「いい声ね。みんなもそう思わない？」


もちろん、誰も答えることはしない。




アルマが異端審問官に目配せをした。




タイミングを合わせて襲いかかろうしているのだろう。




じりじりと動いて間合いを詰めている。が、どうやら時間切れのようだ。



「さて、そろそろ本番よ。私を楽しませてね」


上空から魔方陣が浮かび上がる。




あれは何度も見た転移魔法であった。




転移魔方陣から青白い顔をした男が降りてきた。髪は一本もなく頭には黄金の王冠があり、肌はシワだらけだ。体から発される魔力量は膨大で、あれがネクロマンサー、しかも依り代ではなく本体だというのが、嫌でもわかってしまう。




服は貴族が身につけるような豪華な見た目で、汚れ一つない。なんとなくだが、自分を偉く見せたいがために着飾っているように思えた。片手には真っ赤な杖を持っており、一振りするだけで周囲にレイスと思われるアンデッドが数十匹出現する。



「元同胞よ。依り代を破壊されるとは思わなかったぞ」


教会騎士、アレッサやアルマが聖魔法を放つが、召喚されたレイスが盾になってネクロマンサーには届かない。



「だが、お前たちはここで死に、ワレの糧になる運命は変わらない」


ネクロマンサーの魔力と圧力が高まる。




カーリンは空に浮かぶとネクロマンサーの横に並ぶ。



「ご苦労だった。あの豚が、今の教皇か？」

「はい。動けないようにしておきました」

「よくやった」


赤い杖を天に掲げる。また扉が出現した。



「こいつは、太古の昔に滅んだ巨人族のアンデッドを召喚する特殊な扉だ。完全に開けば、この場で生き残れる者はいないぞッ！」


人間より前に地上を支配していたのが、巨人族だと言われている。古代遺跡には十メートルほどはある人型の骨がいくつも見つかっていた。どんな文明を築いて何をしてきたのかは一切不明ではあるが、今よりも原始的な生活をしていたというのが一般的な見解だ。




巨人族がどの程度強いかは知らないが、ネクロマンサーの態度からすると、油断できる相手ではないだろう。



「ローザ、デカいのいけるか？」

「……ちょっと厳しいわね」


魔力は回復しきっていないようだ。俺の魔法ではネクロマンサーまで届かないだろう。そうすると残された手段は限られてくる。



「もう一度、魔力を込めます」


同じ事を考えていたようで、俺の近くにまで来ていたソフィーが囁いた。



「二連続だが大丈夫か？」

「もちろんです」


頼もしい返事を聞いたので聖剣を創り出す。



「アレを止めろ！」


俺の動きを察知したネクロマンサーが指示を出した。




一度見せてしまったからな。聖剣の力を警戒している。




指示を受けたカーリンは、連れてきた配下のレッサーデーモンたちに俺を襲うように指示を出した。




依り代が破壊されて契約は解除されているはずなのだが、なぜか命令に従っている。何を狙っている？




俺を守るためにローザやバウルが率いる冒険者たちが集まってきている。刀身に魔力を注ぐぐらいの時間は稼げるだろう。



「グハッ……カーリン……お前、なぜ⁉」


空中に浮かぶ扉が消えた。カーリンがネクロマンサー胸を貫いたのだ。手には魔物の心臓である魔石が握られている。



「だって契約は終了したんだから、当然でしょ？　あなた用済みなの」


腕を引き抜くとカーリンは手に持った魔石を砕いた。




ネクロマンサーは地上に落下していく。




拠点を襲っていたゴーレムは動かなくなり、アンデッドどもは糸が切れた人形のように倒れてしまう。



「裏切り……者……」

「悪魔にとって最高の褒め言葉よ」


人間だけでなく魔物までも弄ぶ対象になるのか。同族にも同じ扱いをしていると考えると、自分以外はすべてオモチャといった感覚なのかもしれない。まあ、どんなに考えても人外の気持ちなんて理解できないだろうし、深く考えても意味はない、か？




地上に落ちる途中でネクロマンサーの体は消えて、身につけていた衣服や装飾品だけがドサリと落ち、俺たちの視線が地面に移る。その瞬間に、カーリンの魔力量が増大した。




目を離したのは一秒ほどだったのに、保有する魔力量は膨大になり、姿も大きく変わっている。羽が二対四枚、尻尾は鞭のように長くなりトゲが付いていた。




手を前に出しただけで、鉄塊のように見える巨大な剣が出現する。




それだけでも脅威を感じるのだが、厄介なことにピンク色の瞳に見つめられるだけで、意識がもうろうとしてくる。常時発動している魅了の魔眼なのだろう。




エヴァのときにも見た種族進化かもしれない。



「ヤツの目を見るな！」


俺の警告に即座に動いたのはソフィーだ。双子を抱きしめて目を塞いだ。だが、間に合わなかったヤツらもいて、持っていた物を落として棒立ちになっている。



「ついに、手に入れたわッ‼」


歓喜の声を上げたカーリンは、頬を赤くしながらゆっくりと地上に降りる。




異端審問官が殺到するが、大量のレッサーデーモンを召喚して足止めされてしまう。さらに追加でスーツ姿の悪魔、前に戦った山羊の下半身を持つ悪魔などを次々と召喚して、教会騎士や異端審問官に襲いかかる。



「教皇カリウス三世猊下を助けるのだっ‼」


戦っていた魔物が消えて援護に駆けつけてきた教会騎士や貴族、騎士、志願兵たちが、カーリンに向かって突撃する。その中にはコルネリア王女の姿もあった。



「うるさいわね」


カーリンの眼が光ると抵抗力の弱い志願兵を中心に、男女関係なく応援に来た半数の足が止まった。



『仲間を殺しなさい。できるだけ派手にね』


元々、志願兵たちは貴族や騎士たちに憎しみを持っていたこともあって、効果は劇的だ。激しい同士討ちを始める。




命令までできるなんて、魅了ではなく上位の洗脳じゃないか！　しかも最初は耐えていると思った騎士までもが、魔眼に洗脳され始める。




まさか、魔眼の効果が伝染しているのか？




これはマズイ。時間が経てば全員がカーリンの虜になってしまう。貴族どもが何人死のうが問題ないが、今後のためにコルネリア王女だけは助けておきたい。



「聖魔法を！」

「はい！」


双子に目をつぶっておくように伝えてから、ソフィーが走り出してエレノアの近くに置かれていた聖女のスタッフを取る。




急いでいたことで顔に巻いた布がとれてしまい、素顔があらわになっているが気にしている余裕はなく、急いで聖魔法を使おうとしていた。




地上に降り立ったカーリンの姿が消えた。嫌な予感がしてソフィーを守るように立つと、目の前に出現する。短距離の転移だ！　フィネと同じ能力を手に入れているのか！




巨大な剣を振り下ろそうとしてきたので、アルマがエンジェルリンクで使っている大剣を創造してから受け止める。




体の線は細いのにありえないほどの圧力だ。




ミシッと骨がきしむ音が聞こえたような気がした。



「その女に邪魔されると面白くないのよね〜」


話しながらカーリンの目が光った。魔眼がくるとわかっていたので、すぐに抵抗して無効化する。剣を押し返して反撃しようと思ったが、直感が働いてソフィーを見た。



「横に避けろッ‼」


トゲのついたカーリンの尻尾が、ソフィーの背後を狙っていた。




一切の疑問を持たずに、俺の指示に従ってソフィーが横に飛ぶ。あと少しでも動きが遅れていたら、胸を貫かれていただろう。




カーリンはソフィーの力を知っているので、俺より優先して狙ってきたようだ。的確な判断に魔物らしくないと感じてしまう。人間のように立ち回る悪魔との戦いは面倒だな。



「残念。見つかっちゃった」


魔眼の洗脳をどうにかしない限り、この余裕の態度は崩せないだろう。



『エアハンマー』


まだ話を続けたいらしいカーリンに向けて空気の塊を放つが、横に跳躍して回避されてしまう。




その隙にソフィーの隣にまで移動する。



「話の途中だったのに酷いわね」


文句を言ってきているが反応はしない。ゼルマやレギーナ、冒険者たちはコルネリア王女と合流して守りを固めているが、突破されるのは時間の問題。さっさと洗脳を解除したい。



「聖魔法を使えるか？」

「邪魔が入らなければ、ですが……」


カーリンは人間同士で争っている今の状況を楽しんでいるので、見逃してもらうのは難しいだろう。




俺が攻撃を仕掛けて隙を見て使う。これしかないか。カーリンに俺の力がどこまで通じるかわからないが、手遅れになる前に行動を仕掛けるべきか。




覚悟を決めて大剣を持つ手に力を入れる。腕を組んで微笑んでいるカーリンを見ながら足を引いて前傾姿勢になる。下半身に力を入れて、いつでも飛び出せるようにした。




この賭けに負ければ一気に状況は不利になるので、絶対に勝つ。




一瞬の隙が命取りになる。




お互いに視線は外さず、緊張感が高まっていく。



『マインドキュア』


俺たちの近くで聖魔法が使われた。




魔眼で洗脳されていた人々の意識が戻る。




驚いた顔をしたカーリンが右を見た。




今だ！




大剣を前に出して突っ込む。




必中だと思っていたが、尻尾が間に入り体にまで届かなかった。



「あっちの女、まだ動けたのね」


尻尾から青い血を流しながら、カーリンの視線は相変わらず俺のほうを向いていない。




奇襲に失敗したのでバックステップで距離を取ってから、俺もカーリンの見ているほうを向く。




血を吐きながら、今にも倒れてしまいそうなエレノアが聖魔法を使っていたのだ。



「無茶しやがって……」


休んで多少の魔力は回復していただろうが、あんな広範囲の魔法を使ったのであれば魔力は完全に枯渇し、内臓を傷つけてしまったはずだ。




その証拠に、咳き込みながら大量の血を吐き出している。




立っているのも辛いはずなのにエレノアは、俺を見て笑う。



「勇者を…………助けるのが……聖女です……わ」


聖女や勇者への強いこだわりがあったからこそ、自己を犠牲にしてまで魔法を使えたのか。長い間リヒトを見ていたこともあり、プライドやこだわりというのは意味がないものだと思っていたが、エレノアの姿は俺の考えが浅はかだったと物語っていた。




追い詰められてもなお、自分が信じたもののために戦う。




まさに教会が誇る聖女だ。



「興が削がれたわ。つまらない……」


逆上するかと思って警戒していたが、カーリンの戦意は急速にしぼんでいった。



「それなら、さっさと死んでくれないか？　カーリン、それともダンジョンマスターと言ったほうがいいか？」


ネクロマンサーを倒してから力が急増した理由、俺はそれをダンジョンマスターになったからだと思っていた。



「ダンジョンマスターになったのは事実だけど、それだとちょっと寂しいわね。ラルスちゃんには、特別にカーリンって呼ばせてあげる」


戯れ言に付き合う気はない。俺の予想が合っていたことがわかれば充分だ。体内の魔力を練り上げて、いつでも攻撃できるように準備をする。



「ふふふ、その目、好きよ」


話しながらカーリンが動き出そうとしたので、大剣を消してから魔法を使う。



『ファイヤーボール』


火の玉を三つ放ったが、尻尾の一振りで消されてしまう。だがそれは目くらましでしかない。尻尾を踏み台にして跳躍。頭上から再び魔法を放つ。



『ライトニングバインド』


電撃の紐がカーリンの体に巻き付いた。バリバリと音を立てており、触れれば体がしびれて動きにくくなる。




ダンジョンマスターには、ほとんど効果はないだろうが、数秒が稼げればいい。フィネが使っていた呪いの杖を創造した。




聖者の布がないので、使用者の俺にも呪いが伝わってくる。




時間はかけられない。




動きが止まったカーリンに向けて振り下ろす。



「痛いじゃない」


またしても尻尾を盾にして防御されてしまったが、問題はない。杖で叩いてダメージを与えられるなんて思ってない。接触できればいいのだ。




フィネの杖から尻尾に呪いが伝染して、ズブズブとカーリンの肉が腐っていく。




呪われた部分は尻尾だけだが、すぐに全身に回っていくだろう。




地面に着地するとフィネの杖を消して、バックステップで距離を取る。すぐにソフィーが駆けつけてくれた。



「エレノアさんもラルスさんも無茶しすぎですッ‼」


珍しく感情をあらわにして怒っている。ソフィーがいるから無茶ができるんだよと言ったら、もっと怒られてしまうだろうか？




そんなことを考えながら呪いの浸食に耐えていると、少し体が楽になった。呪いを解除する魔法を使ってくれたのだろうが、完全に取り除くには時間がかかりそうだ。




さすがフィネが愛用していた杖だけはあるな。呪いが強力だ。



「さすがラルスちゃん。ダンジョンマスターになった私を、ここまで追い詰めるなんて素敵ね」


笑いながらカーリンは尻尾を引きちぎった。リヒトのときと違って魔力的なつながりはないため、切断すれば全身を呪われずに済むから、判断としては正しい。だが、まさか本当にやるとは思わなかったぞ。笑っているけど痛くないのか？



「じゃあ私は新しいお家に帰るわね」


動けない俺とソフィーを見ながら、カーリンが優雅に歩いて教皇の上に立った。「ぐふぇ」と声が漏れたので、あの男はまだ生きているようだ。




魔方陣が浮かぶ。転移するのだろう。



「させるかぁぁッ！」


白い羽を生やしたアルマが大剣を突き出して突撃したが、カーリンの『魔法障壁』に止められてしまった。あの強力な一撃を受けても壊れないとは驚きだ。守りを突破するのは大変だろうな。




先ほどまで操られていた教会騎士たちは、また洗脳されてしまうのではないかという恐怖に縛られて動けない。自分の足で立てている異端審問官は数人しかいない。それ以外は、カーリンが召喚したスーツ姿の悪魔や山羊の悪魔との戦いで、死んでしまっている。教皇を助ける余力はなさそうだ。




アルマが二回、三回と、カーリンの『魔法障壁』に大剣を叩きつける。ようやくヒビが入った。



「イノシシ女、落ち着きなさい。悔しかったらスエン港まで来るのよ。そこで再会できるはずよ」


言い終わるのと同時に魔方陣の光が強くなり、視界が真っ白になりすぐに戻る。カーリンと教皇、そして召喚された悪魔どもの姿は消えていた。



「教皇カリウス三世猊下が……攫われた……」


遠巻きに様子を見ていた誰かが呟いた。




色んな事が起こりすぎてあまり重要な感じはしないが、教会のトップが魔物に攫われてしまったのだ。その衝撃は大きい。教会騎士遠征に失敗して、さらに教皇を失ったとなれば、教会の権威は地に落ちるだろう。




このままでは終われないはずだ。




囚われたカリウス三世




「教皇カリウス三世猊下をお救いに行く！　皆、私の元に集まれッ！」


若い貴族の男が叫ぶと、似たような貴族の男どもが次々と賛同の声を上げる。その中で、一番豪華な装備を身につけた貴族の男が止めようとしていたが、無視されてしまった。「戦場において爵位は関係ないッ！」とか言っていそうだな。




教会騎士たちも若い貴族の元に集まっていく。主を取り返すため、死地に赴くのだろう。



「お前たちは行かないのか？」


戦闘が終わって駆け寄ってきたマティアスとアレッサに聞く。




二人とも教会関係者なので助けに行きたいと思っているはずだが……。



「いやー。俺の仕事はゼルマ様の護衛なのでパスですね」

「聖女を汚した豚を助ける理由はありません」


マティアスは建前を、アレッサは言ってはならない本音をぶちまけやがった。




俺たちの戦力が残るのは嬉しいのだが、こいつらが戦いが終わった後も教会で働いていけるのか心配になってしまう。




教皇を助けるために、若い貴族たちはデカい天幕のほうに行ってしまった。




これから作戦会議を開くのだろう。




残っているのはゼルマとコルネリア王女……あとはアルマが率いる部隊っぽいな。




エレノアを見ると、ソフィーが『ヒール』を使って傷ついた体を癒やしていた。これで死ぬことはないだろうが、魔力を使いすぎて意識を失っている。最低でも数日は眠り続けるだろう。



「よくやった、と言いたいが目立ちすぎたな。教皇が攫われなければ大変なことになっていたぞ」

　ゼルマに小言を言われてしまったが、聖剣の力を使ったんだから当然だろう。カーリンの大暴走と教皇の誘拐がなければ、話題は俺に集中していたはずだ。貴族からの勧誘や教会関係者からの質問攻めなどで身動きが取れなくなり、対処に困るゼルマが容易に想像できた。

「カーリンに感謝しなければですね」

「そうだな、私にとって都合良く動いてくれた」


状況を正確に把握しているような動きだったが、ここがダンジョンなのであれば不思議ではない。ダンジョンマスターの力を借りて、遠くから俺たちの姿を確認していたんだろう。




自分が最大の利益を得られるよう、すべてを報告せずにネクロマンサーさえ弄んでいたのであれば、まさに悪魔の所業と呼べる。狙われてしまったら最後、破滅の道に進むしかないのだ。



「これからどうしますか？」


他の貴族と一緒に行動するのか、それとも当初の予定どおりに動くのか、それが気になって質問をした。



「カリウス三世の救出は、バイエン公爵家が先導することになるだろう。私と敵対している派閥と協力するつもりはない。予定どおり先発隊として出発し、アンデッドどもを掃討しながらロドスに行くぞ」


ロドスはネクロマンサーが出現する直前まで、王族や貴族が滞在していた街だ。ゼルマは、家宝の回収を優先する判断をした。無論反対する気はない。




教皇は敵対派閥と一緒に死んでくれるのを祈るばかりだ。



「承知しました。メンバーはどうします？」


視線をエレノアに向ける。奴隷の首輪は付いたままだ。教皇が近くにいないので命令の不実行により命が絶たれる危険はないが、カーリンに利用される可能性はあるので、護衛は必要だ。



「アルマ戦闘司教は、エレノア様と一緒に残ってもらう」


寝ているエレノアを必ず守ってくれるだろうという信頼感はあるので、納得の采配だった。教皇にイラついていたようだし、反対はしないだろう。




もし貴族どもが無理にでも連れて行こうとしたら、アルマが盾になって反発する。ただでさえ時間がないのに内輪揉めなんてできないだろうから、最後は諦めてくれるはずだ。







ゼルマも参加した、カリウス三世奪還作戦の会議はすぐに終わった。




俺たちはスエン湾の道中に出現するアンデッドを倒すため、先発隊として出ることとなる。予定していたとおりの結果だ。




もちろん、俺たちの目的は貴族たちの家宝が多数眠ると言われているロドスなので、先発隊としての仕事は最低限しかしない。




本隊はバイエン公爵家の新当主が率いて、ほぼ全員を引き連れて移動する計画だ。拠点には、アルマの部隊とエレノアだけが残る。数日して戻ってこなかったら最寄りの街にまで撤退する手はずとなっていた。






◇　◇　◇




「出発だ。先頭はマティアスに任せる。後ろはラルスと冒険者どもだ」


間に挟まるのはコルネリア王女の部隊とゼルマ、ソフィー、レギーナだ。捨て駒としてこんな危険な場所に派遣された王女ではあるが、王族なのは変わらない。王家に恩を売るという目的もあるので、俺たちで守る必要があるのだ。




ゼルマの命令を聞いて返事をすると、俺たちは拠点を出発した。




荒れ地を進む。相変わらず砂埃が酷い。数メートル先の視界を確保するのも大変で、アンデッドが近づいてきても気づきにくい。さらにこの地の呪いも強くなっているようで、ソフィーが浄化の魔法を使う頻度が高くなってきた。聖魔法の適性が高いおかげで魔力切れの心配はないだろうが、後続の本隊は厳しい状況になるだろう。




ソフィーほど効果の高い浄化が使えず、さらに志願兵などの足手まといが多いので、カバーしなければいけない範囲も広い。聖水を使うのにも限度があるし、魔力切れになって魔物と戦う前に力尽きる。そんなことすらありえそうだった。



「スケルトンナイトが出たぞッ‼　ヤっちまえッ‼」


相変わらず荒々しい指示を出したマティアスに従って、教会騎士が戦闘を始めた。今回は、後ろからもアンデッドが近づいてくる気配を感じる。



「こっちにも、お客さんが来たみたいだ」


冒険者をとりまとめているバウルに声をかけると、すぐに周囲の冒険者を引き連れてアンデッドを倒しに向かった。待ち構えるのではなく逆に襲いかかるだなんて、こいつらも好戦的だな。




魔物との戦いは順調に推移している。俺が手を出すまでもない。



「ねえ。これからどうすんの？」


俺に声をかけてきたのはローザだ。




ソフィーの護衛はアレッサがしているので、手が空いているのだろう。



「俺らの目的を達したら、教皇が死ぬのを確認して去る。それだけだろ？」

「思ってても口にしないほうがいいわよ……」


教皇が死ぬのを見届けると言い切った俺を見ながら、ローザは呆れた顔をしていた。




近くに教会騎士がいるので注意してきたのだと思うが、こいつらはすでに教皇を見限っているから大丈夫だ。もし教会騎士たちが教皇を今までどおり敬っているのであれば、本隊のほうに参加したがったはずなので、俺の予想は外れていない自信がある。




聖女に奴隷の首輪をつけるだなんて暴挙に出たうえ、ソフィーにも同じ事をすると言った罪は重い。俺と同じように、この手で殺してやると思っているヤツもいるんじゃないかな。



「聞かれても困らない。誰もがヤツの死を願っているからな」

「あら、珍しく本気で怒っているのね」


ローザが楽しそうに笑った。




感情的になっている俺が珍しいのだろう。



「いいと思うわよ。我慢しているときより、ずっと男らしいわ」

「カーリンみたいなことを言うなよ」


なんだか悪魔と話しているように思えてきた。相変わらず俺への態度は変わらない。舐められているだけなのかもしれないが、不思議と楽しいと思ってしまう。俺の冒険者時代を知っている唯一の仲間だからだろうか。



「お、両方とも同時に終わったみたいだ」


アンデッドとの戦いには勝利したようだ。先頭にいるマティアスが被害を確認して、ケガ人を見つけると『ヒール』で回復させていく。冒険者のほうはソフィーが同じように聖魔法を使って回復させていた。



「時間がない。出発するぞ」


ゼルマの命令とともに、先発隊である俺たちは再び出発した。




奇襲でアンデッドを使いすぎたのかわからないが、荒れ地での戦闘は先ほどの一回だけで、最初に訪れる予定の村に到着する。そこには朽ちかけた建物しかなく、何もない。別の場所に移動しても同じだった。




ダンジョンだというのに魔物が見当たらないのだ。




結局、目的地だったロドスにまで戦闘もなく到着してしまう。




俺たちは警戒しながら中に入ったが、ぱっと見は廃墟のように思える。街は広く時間がかかりそうなので、いくつかのチームに分かれて調査をすることになる。




ゼルマやコルネリア王女は街の中心部で待機し、俺はローザと二人でこの街を治めていただろう代官が住む屋敷を調べることになった。




屋敷のドアを開けると、豪華な赤い絨毯が敷かれた大理石のフロアが見えた。奥に二つに分かれた階段がある。ホコリっぽく瓦礫がいくつも落ちており、天井には崩れかけたシャンデリアがあって、今にも落ちてきそうだ。空気は淀んでいて、しばらく誰も訪れていなかったことがわかる。壁にはここを治めていた領主と思われる人物の絵画が飾られているが、顔や体に意味不明な落書きをされていた。




この街が陥落する際のどさくさにまぎれて、悪戯されたのだろうか？




危険はないと判断して屋敷の中に入ると、強力な魔力が発生しているのを感じた。上からではない、下からだ。魔力が濃すぎて詳細な位置はわからない。



「地下室に何かあるな」


この屋敷に元々あった地下室からなのか、それともダンジョン化した際に発生したものなのかはわからないが、もし後者であればトラップか強力な魔物が潜んでいるかもしれない。もしくはフィネのダンジョンで使った転移魔方陣があって、別の場所に移動できる可能性もあるな。




どっちにしろ、調査するしかないだろう。



「ねえ、探したことにして戻らない？」


後ろを向くと、嫌そうな顔をしたローザが入り口で立ったままだった。




気持ちはわかるがダメだな。無言で睨みつける。



「……危ない雰囲気がありましたって、報告すればいいじゃない」


そんなの報告にならないだろ。ゼルマは絶対に納得しない。ある程度まで特定しないと対策の立てようがないので、もう少し調べる必要がある。




そんなのローザだってわかっているだろうに。



「魔力の発生源を確認するまではダメだ」

「アンデッドがいたら危ないじゃない」

「戦わずに逃げるから安心しろ。確認するだけだ」


ソフィーがいないのに無茶をするつもりはない。スケルトンナイト程度であれば問題ないが、それ以上の魔物がいるようであればゼルマの所にまで戻る予定だ。



「行くぞ」

「……チッ」


俺に命令権がないことを知っていて、舌打ちで返事しやがった。これ以上文句を言うようだったら、ソフィーに報告でもしておくか。ゼルマに言わないのは最後に残った僅かな優しさだ。




奥に進むとローザも後を追ってくる。




逃げるつもりはないようなので、ギリギリやる気はあるようだ。




地下が怪しいと思っているが、エントランスにあった階段をのぼって二階から探索を始める。




外れかけているドアを蹴り飛ばして部屋を一つ一つ丁寧に調べていく。壊れかけたベッドの下やクローゼットの中、さらには隠し部屋まで調査する。だが大分前に荒らされと思われる痕跡しか残っていない。




代官が働いていたと思われる崩れかけた執務室を探しても、宝石が数個見つかっただけで、目的の家宝と呼ばれるようなものはなかった。




そろそろ本命の地下を探しに行くか。




俺たちは一階に戻って下に降りる階段を探すことにする。




一階に戻ってキッチン、中庭、風呂場、エントランスを調べていく。



「何もないな」


地下に向かう階段は発見できなかった。緊急時に使う地下室なのだろう。入り口は隠されているようだ。



「頑張っても見つからなかった。ちゃんとした言い訳があるんだし、帰りましょ」


もしこの屋敷に緊急避難用の地下室を作るとしたらどこにする？




内部の裏切りを想定していたら、キッチンなどの使用人が集まる場所は選ばないだろう。また外部からの侵略者を警戒するのであれば、エントランスや門前の庭、裏口に作る可能性も低い。



「ねー。さすがに完全無視は傷つくわよ」


執務室や部屋は徹底的に調べたので、そこから地下に向かう階段はないだろう。少なくとも後回しにしていいはずだ。すると残りは一階にあった倉庫、風呂場、遊戯室、書斎、壊れた絵画が置かれたギャラリー辺りか？　一つ一つ丁寧に調べると時間がかかりそうだ。



「もう勝手にしなさい！　私は中庭で休んでいるわ」


考え事を優先していたらローザが中庭のほうに行ってしまった。




植物が伸び放題になっている庭園を進み、小さい丸テーブルと椅子が置かれている場所に着く。そこで休むつもりなのだろう。完全に仕事を放棄しやがった。




ちょっと冷たくしすぎたかもしれない。




少しだけ反省をする。




奴隷なので無理やり命令すればいいという考えもあるが、俺はそういった行為は好きではない。機嫌を取るために何か手を打つか。そんなことを考えているとローザが声を上げた。



「見つけたわよ‼」


何を、なんて聞く必要はないだろう。




地下に向かう階段のはずだ。




中庭は建物に囲まれていて外部の侵入者は入りにくく、迷路のような生け垣があれば時間を稼ぐこともできる。考えてみれば悪くない場所だ。




急いでローザのいる中庭の中心に行き、周囲より少し高い位置に設置された大理石の床に上がる。




縄で作られた、はしご付きの小さな穴があった。




中は暗く様子がわからない。



「降りたか？」

「まだよ。怖いから待っていたわ」


接近戦の能力がない魔法使いなので、この言い分は真っ当だ。




まあ、サボりたい気持ちがないとも思わないがな。



「俺は下に降りる。お前はどうする？」

「……この場所が絶対に安全だとは言えないし、付いていく」


広範囲の魔法が使えるローザがいるのは助かるので文句はない。



「俺が前を行くからサポートは任せた」

「了解。頑張って私を守るのよ」


バカなことを言ってきたので無視して穴の前に立つ。俺が指示を出さなくても『ライト』の魔法を使ったローザが、光の球を穴の中に入れた。




光源が確保できたので、縄ばしごに足をかけて地下に降りることにする。




地下は細い通路になっていた。全体的にかび臭い。地面には白骨死体が転がっていたが、腐臭はしていない。時間が経過しすぎて、臭いを発するものがないのだろう。




床は石畳になっていて歩きやすいのだが、所々赤黒くなっている。壁には穴や斬った跡が残っているので、ここで激しい戦闘が行われていたことは容易に想像できた。




ローザの使った光の球が静かに前へ移動していく。




置いて行かれないように俺も奥に進む。




後ろから足音が聞こえているのでローザも付いてきているだろう。




靴音と息づかいしか聞こえない静かな空間だ。




罠を警戒して歩みは遅いが一本道なので迷うことはない。




普段、無駄口を叩くローザが黙っているのは、漂ってくる魔力量が強くなっているからだろう。発生源が魔物だった場合、見つかったら激しい戦いは避けられない。発見後に即時撤退できるよう慎重に行動しているのだ。




体感で数分ほど進むと、目の前に鉄のドアが見えた。近づこうとするが熱気を感じて止まる。



「どういうことだ？」


廃墟になった後も、侵入者を防ぐためにドアを熱しているとは考えにくい。事故か魔物か、当初は予定していなかった不測の事態が起きて、部屋の中に熱源が発生しているのかもしれない。



「氷の魔法をぶつければ壊せると思うわよ」


そう提案したローザだが、目はやりたくないと物語っていた。俺もそこまでのリスクを負う必要はないと思っている。




奥に何があるのかは気になるが、最低でも聖魔法を使える面子がいないと進みたくはない。



「戻ろう」


後ろからほっと安堵のため息が聞こえた。




振り返りローザを見る。




予想と違って驚愕の表情を浮かべていた。



「ラ、ラルス」

「何だ？　お前の望みどおりに戻るぞ。もっと嬉しそうな顔をしろよ」


肩に手を置くと、ローザが震えていることに気づく。



「後ろ……」


さすがに鈍い俺でも、鉄のドアに異変が起こったことぐらいはわかる。




嫌な予感がしつつ後ろを向く。




鉄のドアにいくつか穴が空いていて、ドロドロとした粘着性のある真っ赤な液体が流れ出て、俺たちに近づいている。その勢いは速い。



『アイスボール』


氷の塊を真っ赤な液体にぶつけると、即刻蒸発してしまう。俺の魔法では勢いが止められそうにない。



「ローザ！」

「わ、わかってるわ‼」


体内の魔力が高まる。



『アイスジャベリン』


ローザの周囲に氷でできた槍が数十本浮かび、放たれた。さらにローザは何度も同じ魔法を使っていく。




真っ赤な液体に次々と刺さっていくと、急速に温度が冷えて黒くなっていった。



「やった……のか？」

「もちろんよ！　私の力があれば、このぐらい——」


ピシリと音が鳴って鉄のドアに大きなヒビができる。さらに何度か音が鳴ると、鉄のドアが破壊されて赤い液体が大量に流れ出してきた。




この狭い空間でどうにかできる方法などない。



「逃げるぞ‼」


唖然として動けないでいるローザを肩に乗せて全力で走る。後ろから熱気を感じると、ローザが声を上げた。



「ラルスもっと速く走りなさい！　追いつかれるわよ‼」


知ってるわ！




走りながら魔力を練ってスピードを上げていく。すぐに入り口に着いたので勢いを殺さずに跳躍し、壁を足場にしてもう一度跳躍、縄ばしごを掴んだ。



「落ちる〜‼」


手を離したので肩に乗っていたローザが落ちてしまったのだ。




とっさに片手をロープから離して服を掴む。



「最後まで面倒見なさいよ！」

「生きてるんだから文句言うな！　だいたいお前が魔法を使ったからこうなったんだろ！」

「責任転嫁しないで！　ラルスが命令したのが悪いのよ！」


しばらく醜い争いをしていると、真っ赤な液体はそれ以上上がってくることなくその場で冷えて、黒くなっていく。床が十センチほど高くなる程度で済んだのは、幸運だったのだろうか。



「どうすんの？」

「もう一度魔法で冷やしてから調査は続行する」


ローザがうんざりといった声を出したが、今回も付き合ってもらうぞ。




感じていた魔力は衰えていないし、移動もしていないように感じる。ここまで追い詰められたのだ。発生源を確認しなければ戻れない、戻りたくない。




縄ばしごを降りてもう一度地面に立つ。




熱気はあるが、靴が溶けているようには感じない。思いっきり足で踏みつけても硬い感触が返ってくるだけ。足場としては問題ないだろう。



「大丈夫だ」


俺が上を見て合図を送ると、ローザが縄ばしごを使って降りてきた。その際に下着が見えたが、こいつを女として見たことがないので何も感じない。ソフィーやエレノアだったら動揺していたかもな。いや、不敬と言われてアルマに斬りつけられたか。



「蒸し暑いわね」


これには同意だ。さっきから汗は止まらないが、我慢するしかないだろう。真っ赤な液体に飲み込まれて骨まで溶かされていたかもしれないと思えば、マシな状態だ。



「行くぞ」

「は〜い」


やる気のない返事を聞きながら前に進む。




罠はないとわかっている道なので、特に警戒はしていない。足早に進むと完全に破壊された鉄のドアに着いた。




奥は広い部屋になっており、中心には台座があって人骨がいくつか転がっている。その上、宙に深紅の刀身を持つロングソードが浮いていた。熱気を感じるので炎系の魔力が込められていそうだ。




天井を見ると大きな魔方陣があったので、質問する。



「アレの効果はわかるか？」


専門家のローザから、すぐに答えが返ってきた。



「トラップ系の魔方陣ね。詳しく調べないと詳細はわからないけど、私たちを襲った真っ赤な液体を継続的に生み出す機能がありそうよ」

「じゃあ、破壊したほうがよさそうだな」


調査している最中にまた生み出されても困るので、魔法を使おうとして体内の魔力を練る。



「その必要はないわ」


ローザの言葉で中断した。



「どういうことだ？」

「あの魔方陣は鉄のドアまで続いているの。もうすでに、一部が欠けている状態なのよ」


老朽化によって鉄のドアが破壊され、魔方陣の機能が失われたのか。運が良いのか悪いのか悩むところだな。



「なあ、この部屋にはあの液体が入ってたんだよな？」

「そうね。間違いないわ」

「だとしたら、骨になった人たちはどうしてここにいたんだ？」


目の前にある炎の属性を持つ魔法の剣なら耐えられるだろうが、どうやっても人間は耐えられない。ほとんどの魔物だって無理だろう。




そんなトラップが仕込まれているのはわかっているはずなのに、どうして鉄のドアを閉めて立てこもっていたのか謎だった。



「この手の魔方陣って、術者が魔力を注ぐことをキーにして発動するの」


質問に答えるローザの声は、悲しみを含んでいるように感じた。




魔法に詳しい彼女にだけわかることがあるのだろうか。



「部屋にいたまま魔方陣が発動したら出られないよな？」

「そうよ。だから鉄のドアにまで魔方陣が描かれていた。部屋の中に入らなくても、外から魔力が注げるようにね」

「なるほど……」


理屈はわかったが、俺の疑問には答えていない。黙って続きを待つ。



「けど、それをしないで中に入って魔方陣を発動した。その意味は、自決だと思う」

「‼」


この地はアンデッドに襲われていた。敗北が濃厚になったから、魔法の剣とともに部屋に立てこもり、死ぬ直前になって魔方陣を発動させたのか。




アンデッドになるぐらいなら死を選ぶ。しかも有力な武器を敵に渡さないため、自らを殺すトラップまで起動させるとは。




彼か、彼女かわからないが、高潔な判断をしたことに尊敬の念が尽きない。




思わず自然と膝を突いて、死後安らかに眠れていることを祈ってしまった。




蒸し暑い部屋に入って宙に浮かぶ深紅のロングソードを観察すると、ギフト能力が大まかな性能を教えてくれる。




刀身の長さは標準的だが熱を持っており、魔力を注げば熱量が上がる機能があるようだ。さらに炎系系統の魔法の威力上昇、炎の竜巻を生み出す必殺技もあるようで、大国に一本あるかないかといったレベルの高性能な武器である。




聖剣のほうがやや上の性能を持っているが、発動のしやすさは深紅のロングソードのほうが勝っている。とはいえ、無条件で使いたい放題とはいかない。刀身の熱量を上げすぎれば、持ち主にすら火傷を負わせそうだ。実際に使ってみないとわからないが、耐熱用の魔法を使わないと、ダメージを受けてしまうだろう。




熱を和らげるような魔法を使えば問題は解決するので、難易度はそこまで高くない。




柄頭にはロンダルト王家の家紋が彫られているので、コルネリア王女が探している物に違いないだろう。すぐに見つけられるとは、幸先がいいな。



「準備もなく持つのは危険だ」


装備者にまで害を及ぼす装備である。俺が持ったら何が起こるかわからない。聖剣だって資格がないものが使えば死ぬような武器なんだから、目の前に浮かぶ深紅のロングソードにだって仕掛けがあっても不思議ではないのだ。



「じゃあ、ようやく戻れるのね」

「そうだな。誰も侵入できないようにトラップだけ用意しておくか」


探索している仲間が、偶然この場所を見付ける可能性もあるので、即死系のトラップは仕掛けられない。ローザには、近づくと粘性の高い水が邪魔をする魔方陣を描いてもらった。







地上に出るとゼルマがいる場所に向かう。しばらく静かな道を歩いていたが、突如として悲鳴が聞こえてきた。しかも一人分ではなく複数ある。音は小さいが聞き間違いではなさそうだ。俺が調査している間に襲われたのか？



「急ぐぞ」


声をかけてから体内の魔力を練って身体能力を向上させると、速度を上げて走り出した。




後ろから文句を言いながらローザが追ってくるが、少しずつ距離が離れていく。俺の姿を見失う前にはゼルマの所に着きそうなので、ペースは維持したままだ。




ゼルマとコルネリア王女の姿が見えてきた。



「な、なんなんだ……」


あまりにも異様な光景で思わず足を止めてしまった。



「ハァ、ハァ、ハァ、なんで止まっている…………あれ、何？」

　追いついたローザが息を切らしながら聞いてきたが、俺にもわからん。


ロドスに来たメンバーが全員集まっていて、カーリンと一緒に宙に浮かぶ映像を見ていた。




本隊はスエン港に到着していたのだろう。貴族と教会騎士たちが、アンデッドの集団と攻城戦のようなことをしている。攻め側は人間のほうだ。アンデッドは拙いながらも外壁の上で迎撃していた。




ダンジョンの機能で、教皇救出作戦の映像を出しているんだと思うのだが、なんで仲良くみんなで見ているんだよ……。




そう突っ込まずにはいられない光景であった。



「何をしているんですか？」


剣を構えて戦闘態勢を維持しながら質問をした。




洗脳の魔眼を持つカーリンに、ゼルマたちが操られているという最悪のシナリオを想定しての行動だ。




俺の声を聞いて、画面を見ていた全員がこちらを向く。目を見る限り正常な意識を保っていそうなので、安堵した。



「戻ってきたか。何か見つけたか？」

「炎の魔剣がありました」


一番大きな反応をしたのはコルネリア王女だった。




手を小さく合わせて喜んでいる。ゼルマやレギーナは、少し残念そうな顔をしていた。



「王家に代々伝わる失われた宝剣か。よくやった」


すぐにわかるということは、貴族界隈ではかなり有名な魔剣なのだろう。それを俺が発見したというのが大きい。王家に恩を売るという目的は達成できたはずだ。あとはエルラー家の……って、それどころじゃないだろッ‼



「それで、この状況をご説明いただけますか？」

「ふむ。そうだったな」


おいおい。大事なことを忘れるなよ！




ゼルマは少し考えるようなしぐさをしてから、視線をカーリンに向ける。



「ここは、すべてを知っているカーリンに話してもらおうか」

「は〜い。ラルスちゃんにもわかるように教えてあげる」


空中に浮いていたカーリンが、地面に足をつける。




そのもったいぶった動作に苛立つが、そう感じさせること自体が策略の一つかもしれない。冷静になるように心がけながら話を待つ。



「これはダンジョン内で現在起こっている出来事を映すのよ。今はスエン港での戦いを見せているわ」


フィネも使っていたダンジョン機能の一つだ。すべての情報を自動で手に入れられるというほど便利ではないが、きちんと狙えば言動は筒抜けになる。戦場では大きな優位性を持っているといっていいだろう。教会騎士たちは大きな苦境に立たされていた。



「お前はダンジョンマスターになったんだろう？　守りに行かなくていいのか？」

「えー、それだと面白くないじゃない。人間が苦しむ姿をこうやって、観戦しているのが楽しいのよ」


フィネの執着もよくわからなかったが、カーリンの楽しみというのも理解に苦しむ。




直接手を下さずに命が散るところを見るのが楽しいと言いたいのだろうが、趣味が悪すぎるだろ。さっさと死ねばいいのに。



「そんな余裕を見せていいのか？　負けたらどうするんだ？」

「あら、心配してくれているの？　嬉しいわ〜！」


そんなはずないだろッ！　お前が負けると、沈みかけていた教会が復活してしまう。俺とソフィーの将来のために勝ってもらわないと困るのだ。それ以上の感情なんて持ってはいない。




むしろ映像に映し出されている戦いが終わり次第、さっさとカーリンを殺したいぐらいだ。



「戯れ言を聞くつもりはない、俺の質問に答えろ」

「へぇ、そんなこと言っていいのかしら？」


強気な姿勢を見せたことで、カーリンは威嚇するように体内の魔力を高めた。




ゼルマは腕を組んだまま落ち着いているがレギーナは剣を構え、コルネリア王女は怯えながらフォルクマーの腕に縋りつく。護衛の邪魔になるので突き放せばいいのに、そのまま受け入れていた。イチャつくなら、もっと安全な場所でにしろ。



「ここで戦うなら望むところだ。お前を殺してダンジョンのすべてを手に入れてやるよ」


言いながら聖剣を創造する。後ろにいるローザも魔法を即時発動できる準備に入り、ソフィーはゆっくりと俺に近づいてくる。



「…………止めておくわ」

　予想どおりの反応である。ネクロマンサーを裏切ってまで、ダンジョンマスターになったんだ。目的が何なのかはわからないが、俺と戦って死ぬような危険は犯さないと思っていた。


自身が楽しむためなら、一時的な不利益も受け入れる。




悪魔の種族特性を考えれば当然の結果だ。




続きを話せと睨みつける。



「私が抜けても勝てる自信はあるわ。言葉で説明するより見たほうが早いわよ」


カーリンはゼルマが見ているのとは別に、俺の目の前にも小さい画面を出した。後ろにいたローザも近寄って覗き込む。




スエン港の攻防戦は拮抗していて、一進一退を繰り返しているようだ。貴族・教会連合の一部が内部に侵入するものの、圧倒的な物量によって押し潰されている。




ここにエレノアがいたら状況は違っていただろうが、アンデッド以外に悪魔やゴーレムもいるので、圧倒的に有利になるということはない。



「そろそろ、とっておきのオモチャが出てくるころよ」


全員が画面に食い入るようにしている。




しばらくするとオモチャの正体がわかった。



「あれは……」


コルネリア王女が震える声で呟いた。




その気持ちはわかる。巨大化した教皇を見せられて、嫌悪感が湧き上がらないほうが不思議だ。しかもアンデッド化しているらしく、肉体はズブズブと腐って目も白く濁っている。服は身につけていないので、見たくないものまで見せられている状況だ。




そのくせ、頭には金色に光る王冠があるのだから嫌がらせとしてはレベルが高い。




貴族・教会連合の動きが悪くなった。助けようとした教皇がすでにアンデッドになっていたのだから当然なのだが、これからどうするつもりだろう？




撤退するわけにはいかないので戦うしかないだろうが、組織のトップで象徴でもあった教皇に刃を向けるのは、心理的に抵抗があるはず。アルマ辺りなら喜んで斬りつけそうだが、残念……いや、幸運にもここにはいないからな。



「ね、楽しいことになりそうでしょ」


口が裂けるような笑みを浮かべたカーリンが、ゆっくりと俺に近づいてくる。




画面には巨大なアンデッドになった教皇が、外壁を乗り越えて教会騎士を蹂躙する姿が映っていた。



「ラルスちゃんには特別に、私のしたいことを教えてあげる」


突如、カーリンは己の目的を話し始める。



「平和って、すごく退屈だと思わない？　混沌とした世界、そこで生まれる欲望、悲劇、狂気、憎しみ、裏切り、私はそういったものが好きなの」


画面の中では巨大化した教皇に対抗するため、貴族の騎士たちが志願兵を盾にしながら戦っている。その様子を眺めていた教会騎士たちも覚悟を決めたのか、ぽつぽつと戦いに参加し始めた。




戦いは激化していき、教皇は志願兵を掴むと口に放り込んで食べ始めた。




先ほどカーリンが語った混沌とした世界、画面の中でそれが実現されていた。



「教会という組織のトップにまで上り詰めたのに、最後はアンデッドになって、部下と戦うだなんて！　素敵だわッ‼」


自分の体を抱きしめたカーリンは、頬を赤くして喜んでいた。




画面には教皇に踏み潰される志願兵や、教皇の腹を斬りつける教会騎士の姿が映っている。「堕ちた教皇を殺せッ！」などといった声も聞こえていた。




視線を画面からカーリンに戻す。



「このような状況を世界中に広げたいのか？」

「そうよ。教会と貴族のパワーバランスが崩れたら、火種はいっぱい作れるわ。楽しみよね！」


教会は各国にあり、信者を守るという名目で、一部は戦争の抑止力として機能していた。国に意見できるほどの影響力を持っていたからできたことなのだが、教皇がアンデッドになったという醜聞、教皇の不在、さらには教会騎士遠征の失敗によって、発言力は大きく下がる。




考えもしなかったが、今後は教会の顔色なんて気にせず、国が、貴族が、好き勝手に動くだろう。




当然、戦争だって起こる。税金を無駄に上げて、貧困が蔓延する領地だって出てくるはずだ。




信者が教会を頼っても何もできず、信仰心は地に落ち、心は離れていく。



「ただね。それだけじゃ足りないのよ」

「足りない……だと？」


教会の力が落ちて世界が混乱するのに、まだ何かを求めているようだ。



「人間の世界だけでは、片手落ちってやつね。ダンジョンマスターたちも引きずり込みたいの」

「……どういうことだ？」

「強力な力を持っているくせに、引きこもってばかりだから面白くないのよね〜。その点、フィネちゃんは暴れまわってくれて素敵だったわ」


力を持つダンジョンマスターたちが暴れたら、人間だけでなく魔物たちも混沌とした世界に変化する。それでようやく、カーリンの言っていた混沌とした世界の完成となると、言いたいのか。




だが、その計画は実現しない。



「フィネか……だが、アイツは死んだ」


保守的なダンジョンマスターの中に生まれた例外。フィネは力を使い尽くしたところでシェムハザに倒されたはずだ。でなければ、俺にちょっかいをかけてくるだろうからな。




それにカーリンとフィネの契約も切れているようだし、俺の考えは間違いないだろう。



「本当にそう思っているの？」

「…………違うのか？」


だが、少し甘かったようだ。



「私が生きているんだから、フィネちゃんも生きていると思わない？」

「お前は何か知っているのか？」

「さぁ。どうでしょ〜」

　笑って、質問をはぐらかされてしまった。

　答えるつもりはないのだろう。気になるが、この場で聞き出せることはなさそうだ。フィネの生死は後で確認するとして、カーリンの目的を探るほうを優先しよう。

「お前は何を目指しているんだ？」

「世界を破滅に導いた悪魔って素敵でしょ！」


恍惚とした笑みを浮かべながら、カーリンは世界中の敵になると言い切った。




悪魔は生物を破滅に導くのが好きなのだが、限度はある。カーリンのように世界そのものを終わりに導きたいだなんて、普通は考えない。




もしカーリンの考えが悪魔にとって普通なら、今ごろ世界は終わっているはずだからな。



「思わない。死ね」


会話など不要だ。創造した聖剣で斬りつけようとするが、



「待て。今は戦うな」


ゼルマに止められてしまった。




腕を組みながら俺とカーリンの間に立つ。



「なぜですか？」

「今は、この戦いの行く末を見ておけ」


画面に映された、化け物になった教皇と人間との戦いを指さした。




カーリンが死ねば、この戦いは人間側の勝利になる。その結果は、この場にいる誰も望んでいない。そう言いたいのだろう。確かにゼルマにとってこの戦いが重要なのは間違いないが……コルネリア王女はどう思っている？



「王家にとって政治に口を出してくる教会は邪魔でした。ここで同士討ちをさせろ。父……いえ、国王陛下であれば、そのような命令を下すでしょう」


どうやら、ロンダルト王国側には味方がいないようだ。




ローザはどうでもいいとか言いそうだし、最後に残ったソフィーを見る。



「カリウス三世が亡くなれば、ラルスさんは自由のままでいられます」


それはソフィーも同じだ。エレノアにした仕打ちを考えれば万死に値するのは間違いないが、カーリンが仕組んだことというのが気になってしまう。




本当に見ているだけでいいのか？




教会に狙われなくなっても、その代わりに世界が混沌に堕ちれば、ソフィーとの平和な生活も遠のいてしまうんじゃないか？




いや、教皇が生きている限り俺たちは前に進めない。たとえ失うものがあったとしても、抑えの利かなくなったヤツには死んでもらうべきか？




ソフィーが保護した双子は、映像を見ながら「両方とも死んでしまえ！」と、物騒なことを言っているし、どうやら疑問を持っているのは俺だけのようだ。



「この場にいるみんなが、彼らの破滅を望んでいるのよ。ラルスちゃんもおとなしく一緒に観戦しましょ」


一人で戦って勝てるような相手ではない。カーリンの提案を飲むしかないだろう。




聖剣を消すと腕を組んで戦争の映像を見る。




教会騎士たちは、巨大な教皇の下で蟻のように群がっていた。足を斬り飛ばそうとしているが、回復速度のほうが早く上手くいっていない。攻撃し続けて魔力切れを狙うか、もしくは力尽きて人類側が全滅するか。そんなギリギリの戦いが続いている。




指を唇に当てながら満足そうに見ていたカーリンが口を開く。



「そろそろクライマックスみたいだし、音を大きめにするわね」


次の瞬間、悲鳴に似た野太い叫び声がはっきり聞こえるようになった。教皇の胸に、巨大な『ホーリーランス』が突き刺さったのだ。神官数十人、いや百人分の魔法を束ねて使って放ったのだろう。



「ナゼだ、ヨにシタガえ、デキナケレバはモンだ」


驚いたことに教皇が言葉を発した。知性が残っているのか。




消すこともできただろうに。



「アイツに何をした？」


俺が質問をすると、カーリンの笑みは深まり目が細くなる。



「何もわからないまま死ぬなんてつまらないでしょ。私はね、自分が築き上げたものに裏切られ、死んでいく姿が見たいのよ」

「悪趣味だな」

「ありがと。最高の褒め言葉ね」


そんな会話をしている間に、神官たちがもう一度、魔法を使うために魔力を高め始める。教会騎士や貴族どもは、時間を稼ぐために志願兵を無理やり突撃させていた。




ソフィーの服にしがみついている双子は、映像を見ながら貴族や教会に対する嫌悪感を高めているようで、憎悪の目で見つめている。きっと教皇と戦っている志願兵たちも同じ目をしていることだろう。




運良く生き残ったら、この恨みを晴らすような生き方をするのかもしれない。



「はモン、ハモんだッ‼」


教皇の口が大きく開かれると、黒い塊が周囲に飛び散った。体に付着すると白い煙を上げて、教会騎士の体を溶かしていく。不思議なことに志願兵や貴族の騎士たちは無事だった。



「聖魔法に適正のある人間にだけ、効果が出る攻撃よ。素敵よね」


教会を潰すためだけにあるような能力だな。これもカーリンが楽しみたいというだけで用意されたものなのだから、救いがない。




志願兵が逃げ出さないようにと、後ろに陣取っていた教会騎士たちは悲鳴を上げながら溶けていく。



「逃げろッ‼」


包囲網に穴が空いた場所から、志願兵たちが逃げ出していった。




貴族どもが足止めしようとするが数が足りない。さらに立ち止まっていた教皇が歩き出す。魔法を止める気だ。



「聖職者たちを守れッ‼」


若い貴族が命令を出すが、腰が引けた騎士たちは動かない。拠点で見かけた一番豪華な服を身につけている貴族も似たようなことを叫んでいるが、意味はない。むしろ逃げ出すきっかけを作ってしまったようだ。




前線は完全に崩壊して、戦いは終盤へと移行しつつあった。



「うおぉぉオオんッ！」


雄叫びを上げた教皇が、前進しながら腕を振り回す。上級の爆発魔法を受けたかのように、人間が紙のように吹き飛んでいく。そんな中、一人だけ立ち向かう男がいた。




見た目は普通の教会騎士だが、背中に純白の羽を生やしている。エンジェルリンクを使っているんだと思うが、アルマより羽の大きさは二回り小さい。



「神敵よ、消え去れッ‼」


大剣を前に突き出したまま、教皇の腹に衝突した。肉を斬り裂いて脂肪の中に突入したらしく、エンジェルリンクを使った教会騎士の姿が見えなくなる。




突き抜けるほどの威力はなかったようだが、腹の中をかき回しているのか、教皇の動きが止まった。これなら仕留められるか？



「そろそろ私が行く頃合いね」


俺にウィンクをしてからカーリンの姿が消え、次の瞬間には教皇の頭上に立つ。



「何をするつもりだ？」


カーリンの足下、教皇の頭上に魔方陣が浮かび上がる。




転移ではなさそうだということぐらいしかわからないが、ローザは心当たりがあるようだ。



「あれは、自壊？　いえ、自爆？」


映像を凝視し、分析しながら呟いていた。




自爆だと？　ボスを破壊してどうするつもりなのだと、疑問を抱いている間にも魔方陣がいくつか追加されていき、教皇の肉体が爆ぜた。




原型を止めないほどの爆発が起こり、周囲にいた人間が吹き飛び、教皇の肉や血が雨のように降り注ぐ。




エンジェンルリンクを使って突っ込んでいた教会騎士の姿も見えない。爆発に巻き込まれて死んだのかもしれない。仮に生きていたとしても、まともに戦える状態ではないだろうな。



「恵みの雨よ！　受け取りなさい！」


肉や血を浴びた人間たちが一斉に苦しみだした。体が溶け出しているようで、魔法を準備していた聖職者たちも、地面に膝を突いている。




苦しんでいたのは数秒で、すぐに近くにいる仲間を襲い出す。




洗脳の魔眼を使ったのかもしれない。精神が弱っているときに使われれば抵抗は難しいので、容易に操れるだろう。



「わ、私を守れ！　撤退だ！」


若い貴族が叫んでいるが、周囲を守っていた騎士たちは黙ったまま切っ先を男に向けていた。



「お前のせいだ」

「死ぬ前に殺してやる」

「無能のくせに命令するな」


日頃溜めていたストレスを言葉にしながら、騎士は若い貴族を斬りつけた。




怯えて何もできない主人に代わって、近くで待機していた老執事が応戦するものの、数に圧倒されてすでに劣勢だ。いくつもの斬り傷ができている。



「私に構わず逃げてください！」


その一言を発した後、老執事の腹に二本の剣が突き刺さった。若い貴族は一瞬だけためらったが、涙を流しながら逃げ出す。




しかし、そんなことカーリンが許すはずがない。



「あなたは、悪夢を見ながら死になさい」


目の前にカーリンが出現すると、若い貴族を抱きしめる。




抵抗する気力は失せているようで、口を動かすだけで何もしなかった。



『ナイトメア』


魔法を使うと、若い貴族は意識を失った。カーリンは地面に投げ捨てる。




周囲に命令をして威張り散らしていた若い貴族の男は、苦悶の表情を浮かべながら浅い呼吸を繰り返し、徐々に弱まると、ついに止まってしまった。



「コアトは死んだか」


若い貴族が死んだときにゼルマが呟いた。




思わず顔を見るが悲しそうな表情はしていない。あえていうなら、歓喜かもな。邪魔者が死んだと思っているようである。




再び映像を見ると、後ろに控えていたアンデッドと悪魔の連合軍が人間を蹂躙している。戦いはカーリン側の勝利で終わりそうだった。




俺たちの見ている映像が正しければ、教会騎士遠征の失敗は確定だ。しかも教皇がアンデッドになって死亡したという醜聞が上乗せされた。考えられる中で最悪のパターンが実現してしまい、教会の影響力は著しく落ち、組織運用は厳しいものになるだろう。




一方の俺たちは王家が失った宝剣を見つけた。後はエルラー家の家宝とやらも発見できれば、すべての目的は達成できる。最高の結果を得られたといっても過言ではない。



「そろそろ戻ってくると思うが、カーリンは放置しておくぞ」


ゼルマの発言に驚いた。




この回答に疑問を持ったのは俺だけのようで、ソフィーやコルネリア王女は普通にうなずいている。



「なぜ？　と、思っているようだな」


野性的な笑みをしたゼルマが俺を見る。



「はい。今なら戦う準備ができます。聖剣の力で排除したほうがよいのでは？」


混沌とした世界を作り出そうとするカーリンは、危険な思想を持っているからな。この世にいないほうがいいだろう。




聖剣に聖魔法の力を注入する時間さえあれば戦える。



「理由は単純だ。私も乱世を求めている。目的が一致しているのだ」

「‼‼」


今までゼルマは暗殺などの汚い手段は使わず、困難であっても真正面から戦い、当主になることを選ぶとばかり考えていた。




だがここで、乱世という選択肢が出てきて状況が変わったのだろう。




各地で戦争が起これば当主候補が死ぬこともあるだろうし、ゼルマが手柄を上げて家を興すことも可能だ。リスクはあるがチャンスも一気に増大する。




それを狙っていたのか……！



「世界中に死が溢れるかもしれません。それでもですか？」

「その方がお前にとっても都合がいいと思うぞ。私と一緒に成り上がれば、権力など怖くなくなるからな」


別に成り上がりたいわけじゃないんだが……。



「そんな上手くいきますか？」

「難しいが不可能ではない。少なくともカーリンをこの場で殺すよりかはな。それともラルスは、犠牲者を出さずにカーリンを確実に殺せる自信があるのか？」

「…………聖剣とソフィーの力を使っても、誰かが死ぬ可能性は高いですね。最悪、全滅することもありえます」


ダンジョンマスターとなったカーリンの実力はフィネと同等、もしくはそれ以上だ。さらに魔物も召喚されてしまえば、犠牲者なしでの勝利は不可能である。双子の子供かコルネリア王女辺りが真っ先に死ぬ。最後には俺やソフィーだって負ける可能性はあるのだ。



「だろう？　であれば、困難であっても次を見据えて動くしかない」

「……考えておきましょう」

　約束はしない。

　カーリンの出方次第では、戦う必要もあるからだ。




◇　◇　◇




　転移魔法を使ってカーリンが戻ってきた。

　手には鏡のように磨かれた盾がある。

「どう？　楽しめたかしら？」

　いつものように笑いながら優雅に歩いていて、一見すると隙があるように見えるのだが、油断してはいけない。戦ったばかりで気持ちが高ぶっているのか、体から大量の魔力を発して、臨戦態勢なのだ。

　不用意なことを言ってしまえば、この場で戦いが始まるだろう。

「あれは、エルラー家の家宝だ」

　カーリンの持っている盾を見て、ゼルマが呟いた。


教会騎士遠征で見つけたかった家宝の盾か。ダンジョンマスターの能力を使って、探し出したんだろう。



「ねぇ。これが欲しいのよね？」

　こいつ、わかってて聞いてるな。


俺たちの会話を映像で盗み聞きしたんだろう。



「欲しい、と言ったらくれるのか？」

「え〜。どうしましょ」

　ふざけた態度をしたので、聖剣を創造してソフィーに魔力を注いでもらう。

　こうやって、人を翻弄するような発言をしているときほど危険なのだ。油断させておいて、罠にはめてくるなんてことは容易に想像がつく。何があっても対処できるように、魔力で身体能力を強化しながら、ローザや冒険者に視線を送って、警戒するように伝える。


俺が動けば即座にフォローしてくれることだろう。



「私のことをわかっているのは、ラルスちゃんだけのようね」

　警戒さえしないコルネリア王女やフォルクマー、アネッサなどを冷たい目で見ていた。

　危機感のない、つまらないヤツら。

　心の声を代弁すると、そんな感じか？

　人を見定めているところからも、油断できないとわかる。

「これ以上、無駄口を叩くようなら、斬り捨てる」

「ラルスッ！」

　まともに話すつもりがあれば、ゼルマが交渉するのも認めるが、今はダメだ。もし、この場をかき乱すために戯れ言を続けるのであれば、戦わなければならない。


言葉で人を堕としてしまう種族だからこそ、会話で遊ぼうとしている今は、すでに攻撃されていると思わなければならないのだ。



「今のカーリンと話してはいけません。内輪揉めをするよう、必ず誘導してきます」

　警告したのだが、どうやら理解してもらえなかったようだ。

　コルネリア王女は無防備のまま、俺を見ている。

「そんなに警戒することですか？　ずっと友好的な態度を取ってくれていますよ？」

　王女とはいえ、ここまで平和ボケするか？

　魔物と関わった経験が少ないからって、すぐに騙されるなよ。

「俺たちを破滅させるためなら、親切にして油断させることぐらいします」

「だとしても、話ぐらい聞いてもいいだろう？　あのクソ教皇を殺してくれたんだし」

　今度はアレッサがカーリンに味方した。

　聖女を奴隷扱いした教皇が許せないからといって、発言が過激すぎだろ。

「何を言っているんだ？　教皇を殺したのと、カーリンの戯れ言を聞くのは別の話だぞ」

「いや、つながっている。我々のために戦ってくれたのであれば、礼をするのは当然だろう」

　今度はゼルマが、変なことを言いだした。

　魔物相手に礼をするだと？

　普段の言動からは想像の付かない発言だ。らしくない……ちッ。そういうことか。

　急いで隣にいるソフィーを見る。厳しい顔をしながらカーリンを油断なく見ており、俺と一緒で警戒しているようだ。バウルも同じだったが、フォルクマーや教会騎士、冒険者どもは、ぼーっと突っ立っているだけだ。


クソッ！　魅了の魔眼でやられている。



　話しながら使っていたのだろう。気づくのが遅れていたら、同士討ちをしていたか、もしくはカーリンの奴隷に堕ちていたかもしれん。

『邪なる呪縛から解き放て、キュア・マインド』

　聖剣の力を使って聖魔法を放った。

　ゼルマは夢から覚めたかのように、頭を何度か振ってから俺に話しかけてくる。

「しばらくの間、意識がなかった。何があった？」

「カーリンに魅了されていたようです。体内の魔力を活性化させて、抵抗してください」

「……ッ！」

　俺に反発していたヤツらは、恐怖で引きつった表情をしていた。

　いつの間にか、カーリンに意識を奪われていたのであれば、納得の反応である。

「あら、バレちゃったのね」

「敵意があると受け取ったぞ」

「魔眼を少し使っただけで、操れるとは思わなかったのよ。ラルスちゃんやソフィーちゃんは、もう少し仲間にこだわったほうがいいわよ」

　言いたいことはわかるが、表現を考えてほしい。いや、違うか。逆上させるためにあえて、辛らつな言葉を使ったんだな。

「魔物ごときが、私をバカにするなッ！」

　ソフィーの側にいる資格がないと言われてしまい、激高したアレッサは剣を抜いてカーリンに斬りかかった。が、当たる直前に止まる。

「う、動かない」

「意識はそのままに、体だけ私が支配したのよ」

　洗脳の魔眼は、そんなことすらできるのか！

　ダンジョンマスターになったことで能力が上がったのか、教会騎士であるアレッサですら抵抗できないとは。

　近づかれたら、俺やソフィーですら危ういぞ。

「そんなに緊張しなくていいわよ。今日は本当に話に来ただけだし」

　手に持っていた盾をゼルマに向かって投げた。

　慌てながらも無事に受けとる。

「私には不要なものだからあげるわ」

「…………」

　ゼルマは礼など言わず、睨みつけているだけである。

　これが悪魔に対する正しい対応だ。今は洗脳されてないようだな。

「ラルスちゃん。私はしばらく、人間には手を出さないから安心していいわ」

「何が狙いだ？」

「別に〜。新しいオモチャを見つけたから、壊れるまで遊ぶだけよ」

　オモチャか。人間でないのであれば、対象は魔物か？

　敵同士が争い合うなら歓迎である。好きにすればいい。

「言いたいことはそれだけか？」

「そうよ。また、いつか会いましょ」

　と言って、カーリンは転移魔法を使って姿を消してしまった。

　周囲から安堵の空気が漂ってくる。

　ここにいるヤツのほとんどは、もうカーリンと会いたくないとでも思っているんだろうな。戦う能力がなければ、ダンジョンマスターには抗う資格すらない。そう思わせる出来事ではあった。

「目的のものはすべて手に入れた。帰るぞ」

　ゼルマの言葉を否定する人間などいなかった。

　冒険者なんて逃げ出すように移動を始め、コルネリア王女や教会騎士も後に続く。

　ゼルマやレギーナまで移動を始めたので、俺も動こうとしてソフィーに声をかけた。

「行くぞ？」

「……はい」

　地面を叩いて悔しがっているアレッサを見ていたようで、ソフィーの反応はワンテンポ遅れていた。

「声をかけるか？」

「やめておきます。今後も魔物と戦い続けるのであれば、一人で乗り越えなければいけませんから」

　屈辱的な敗北の記憶は、戦いでしか払拭できない。

　誰かに頼っては戦士として終わってしまう。ソフィーはそれをわかっていたのだ。

「だな」

　短く返事をすると、ソフィーと一緒にゼルマの後を追って、呪われた地、グティバーグ戦場跡を出て行った。


帰り道には逃亡を試みた志願兵や騎士の死体が点在していて、呪いによって死んだことがわかる。




拠点に残っていたエレノアたちと俺らを除くと、生存者はほとんど残っていないだろうな。




そんな悲しい現実が目の前にずっと広がっていた。




エピローグ　最悪の同盟





ラルスたちと別れたカーリンは、転移魔法を使ってフィネのダンジョンを訪れていた。




襲ってくるアンデッドを倒しながら奥に進んでいく。




長い間暮らしていた場所なので道に迷うことはない。隠された転移魔方陣を使って、ダンジョンマスターの部屋にまでたどり着いた。



「久しぶりね。元気だったかしら？」


ダンジョンマスターの座に女性がいる。三対六枚の黒い羽を背負っており、兜に隠れて顔は見えないが、透き通るような青い髪が腰まで伸びていた。




見た目はフィネが種族進化させたシェムハザだが、中身は全くの別物になっている。




肉体を食べて魂を取り込んだ結果、最も強い力を持つフィネが最上位の人格になり、元々あったシェムハザとテッブスの人格は第二人格として残っている。




旦那様と一緒になりたい。




そんな願いが歪んだ形で実現されていたのだ。



「ダンジョンマスターになったのか。大分変わったな」

「フィネちゃんも。随分と大人っぽくなったわね」


見た目だけでなく性格も落ち着いたように見えると、カーリンは観察を続けていく。




種族が変わり、アンデッド特有の執着が薄れた可能性があるため、今どうなっているのか探りを入れているのだ。



「そのとおりだな。新しい肉体を手に入れて、世界が変わったように思える」


立ち上がると、フィネはカーリンに近づいていく。



「だが変わらないものもある」

「それは、何かしら？」


顔をカーリンの目の前にまで近づけると、口元が三日月のように弧を描いて笑みに変わる。




体内の魔力が高まり、フィネはカーリンにプレッシャーを与えた。



「魂が、混沌とした世界を、そしてラルスを求めている。渇きを癒やせと肉体に訴えかけてくるのだッ‼」


賭けに勝った。




カーリンは確信した。




執着する相手も思考も変わっていない。手を組めると判断する。



「一緒に混沌とした世界を創りましょう。ラルスはきっと輝くはずです」


提案を聞いたフィネの笑みがさらに深まる。




目の色が欲望に染まった。



「いいだろう。同盟を組んで実現しようじゃないかッ‼」


ダンジョンマスターが同盟を組めば、お互いのダンジョンに魔物や自身を転移しやすくなり、また映像などもリアルタイムで取得できるようになる。サポートしやすくなる反面、情報が筒抜けになるのだ。




目的を達成するまで裏切らない。




そういった信用がなければ実現しない関係である。



「それじゃ、これからも一緒に楽しみましょ」


カーリンとフィネは握手をして、ダンジョンマスターの同盟が成立したのだった。




特典ＳＳ 物足りない男





エルラー家の家宝を手に入れた俺たちは、王都アクラに戻る途中で野営をしていた。




陽は完全に落ちてしまい、ゼルマたちは天幕で寝静まっている。




俺とローザは夜番のため、焚き火を囲いながら教会騎士遠征の出来事を振り返っていた。



「酷い目にあったわ……」

「わかる。まさかネクロマンサーが、ダンジョンマスターだとは思わなかったぞ」

　しかもカーリンまでいるとは。ダンジョン対策をしていなかった俺たちは、映像で監視されていることに気づかず行軍していた、間抜け集団だったというわけだ。

「今回は本当に死ぬんじゃないかと思ったわよ」

「わかる。三回は死ぬなと思ったぞ」

「へぇ。意外に多いわね」

「そうか？　拠点の襲撃、ネクロマンサーとの対決、カーリンとの交渉、どれも一歩間違えれば死んでいたことばかりじゃないか」

　特に二回目の奇襲はヤバかった。


カーリンの裏切りがなければ、間違いなくエレノアは死んでいただろうし、被害はもっと拡大していたはずだ。



　俺たちが全員生き残れたのは、偶然が重なってのこと。もう一回同じ場面に出くわしたら、誰かが死ぬか、もしくは全滅する可能性のほうが高い。

「私が死にそうだと思ったのは、アンタが不在のときに拠点を襲われたときだけよ」

「どうしてだ？」

「アンタの力と心を信じてるから」

「はぁ？」

　思わず間抜けな声を出してしまった。

　発言の意図がわからん。

「だって、昔からいつだって何とかしてくれたじゃない」


冒険者時代、リヒトは周囲のことなんて気にせず暴れていたから、何度も危険な目にあい、すべて俺が対応してきた。



　撃ち漏らした強力な魔物の処分、貴族のむちゃくちゃな依頼、逆恨みしてきた冒険者の撃退、数えたらキリがない。

　それらの経験があるから、ローザは俺がいれば何とかしてくるという、妄言を吐いたのか。

「この遠征でもアンタが何とかしてくれる。そう思ったら、二回目の奇襲以外は危険なんてなかったと思えたのよ」

　想像していた以上に真面目な顔で言われてしまったので、否定する言葉を飲み込んだ。代わりに、少しだけ話を変えようと試みる。

「随分と高く評価してくれてたんだな。俺と探索していたときは、ビビってたクセに」

　何度も帰ろうと言っていたことを指摘したら、恥ずかしくなったのか、ローザの顔が真っ赤になった。

「うっさいわね」

　顔を背けて、つんと唇を尖らせる。

　機嫌を損ねたようだ。

　ローザと無言の時間を過ごすのは慣れているので、気にすることはない。夜は長いんだし、空に浮かぶ満天の星空を見ながら、敵の襲撃を警戒する。

「アンタは無駄に優しいから……」

　しばらくしてローザが呟いた。

　どうやら先ほどの話を続けるつもりらしい。

「そうか？　別に優しくはないぞ。今回の遠征で、何度も教会騎士を見捨てたし」

「はぁ……」

　何故か、ため息を吐かれてしまったぞ。

「ったく、鈍すぎるのも問題ね」

「何が言いたいんだよ」

「身内は見捨てられない、って言っているのよ」

「…………」

　痛いところを突かれ、黙ってしまう。

　関係のない教会騎士ではなく、ソフィーやエレノア、まぁローザが死にそうになっていれば、危険を顧みず戦うだろうよ。

「知り合いであれば誰にでも優しくするからこそ、コレットに見捨てられたの。その点、わかってるのかしら？」

「どういう意味だ」

　パーティーを追い出されてから、どうしてコレットに捨てられたのか考えていた。当然、答えなんて見つからず、今日に至る。ローザは何か気づいていそうなので、内心はイラつきながらも、話の続きを待つことにした。

「普通の女からすると、アンタは物足りないのよ。だから、刺激的な男——リヒトに奪われた」

「……ッ！」

　俺との関係が退屈だったのが原因なのか⁉

　信じられんと否定したいが、確かにまともなプレゼントすらあげたことがなかったし、冒険者稼業が忙しくてデートもほとんどしてこなかった。

　一方のリヒトは、雑用を俺に押しつけて遊び回っていたので、コレットにしてみれば刺激の多い日々だったのかもしれない。物足りないと思われても仕方がなかったのか。

「女は全員、刺激を求めているのか？」

　だとしたら、俺は同じ失敗をしてしまう可能性がある。

　ソフィーにだって、特別なことはしていないからだ。

「バカね。なわけ、ないでしょ」

　また、ため息を吐かれてしまった。

「聖女なんて立場で、しかもあのクソ教皇を傍で見てきたソフィーが、刺激なんて求めるはずないでしょ。ああいう女は、裏表のない、優しさが取り柄の男を選ぶの」

「そうか……」

　同じ女性が言うなら、間違いないだろう。安心したのだが、今度は目の前にいるローザのことが気になった。コレットやソフィーとも異なる出自であろう彼女は、男に何を求めているのか、知りたくなってしまったのだ。

「なら、お前はどうなんだよ？」

　コレットは農村から出てきた少女で、だからこそリヒトという刺激的な男に惹かれた。といのは、説明されればわかる。ソフィーがその逆だというのも納得だ。

　じゃあ、ローザはどうなんだ？

　出身は知らないが、立ち振る舞いや魔法の知識から、ちゃんとした教育を受けてきたのだろうと思う。少なくとも、農村で生まれたわけではないだろうし、ソフィーと同じように刺激を求めるタイプには思えない。

「……男は、私を引き立てる装飾品だと思っているわ」

　ローザがリヒトを選んだのも、成り上がりそうな男だからと思ってのこと。言動は一致しているので、その発言は本音なのかもしれないが、俺には何か大切なことを隠しているように感じられた。

　それについて問い詰めようと思ったが、ローザの目が踏み込むなと言っていたので、何も言わないと決める。


仲間とはいえ、気軽に踏み込んではいけない話題はあるからな。








万能の魔法剣士は真の能力を隠して田舎暮らしを目指す６〜貴族の令嬢や聖女様に目をつけられて理想の生活が遠のいてしまったのだが⁉〜
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著作

無人島でエルフと共同生活
万能の魔法剣士は真の能力を隠して田舎暮らしを目指す
経験をスキルにする万能な能力を手に入れて、最強の探索者になりました
このたび、美女の住み込み家政婦になりまして！
悪徳貴族の生存戦略




Ａｍａｚｏｎで好評販売中です！
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